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プロローグ





　空は雲一つなく、薄く塗ったような青が拡ひろがっている。

　五月も既になかばを過ぎ、陽光はひどくまぶしく、風はあたたかい。

「もうすぐ夏なんだな」

　学校の制服姿の少年が、空をぼんやり見上げながら歩いている。

　夏の気配が近づいていることを除けば、なんの変哲もない普通の空。

　そんな空の景色に、少年――クロウは安あん堵どを覚えていた。

　つい最近、彼は空で起きた異常な現象を目撃したばかりだった。しかし異常が起きたのはほんの一瞬で、今は何事もない。平穏が一番である。

　ここはクロウが通う“〝剣の学院”〟の一角、みずみずしい緑で彩られた庭園だ。庭園内の奥にある林の中に、彼の住居である小屋が建っている。

　小屋は外見こそボロいが、中はそこそこ綺き麗れいで、家具や家電も一通り揃そろっている。なにより学校内にあるために通学も便利だ。

　とある事件のせいでクロウは入学直後に二週間ほど入院し、今日退院してきたばかりだ。小屋にはまだほんの数日しか住んでいないが、それなりに愛着を覚え始めている。

「…………？」

　クロウはぴたりと足を止め、腰に提げた日本刀の柄つかに手を置いた。ゆっくりと首を動かし、周囲を見回す。

　既に庭園を抜け、林の中に入っている。木々はさほど密集していないが、人が隠れられる場所などいくらでもある。

　なにかの気配を感じたのは、ほんの一瞬だけだった。

　それでも錯覚だとは思わない。入院生活で身体からだがなまっていても、感覚までは鈍にぶっていないはずだ。

「なんだったんだ……？」

　クロウは、剣の柄から手を離した。

　ここは剣の学院――剣をどん欲に追い求める者たちの巣そう窟くつだ。誰だれかが不穏な気配を発していても不思議はない。

　まあいいか、とクロウは再び歩き出した。

　もちろん、なにが起きても即座に対応できる態勢になっている。警戒フェーズを一つ上げたというだけで、クロウにとってはこれがデフォルトといってもいい。

「ん？」

　今度は、はっきりと感じた。というより、聞こえた。

　ビュッ、ビュッと空気が鋭く切り裂かれている音。クロウにとっては聞き慣れた音でもあった。

　ゆっくりと歩いて行き、我が家の間近まで来たところで――クロウは足を止めた。

「はあぁっ！」

　林の中の開けた場所で、少女が気合いを込めて剣を振っていた。

　陽ひに透ける金色の長い髪を頭の横で結び、薄いベージュのブレザーを着て、ミニスカートの裾すそをひらひらと揺らしている。

　剣の刀身は幅広で分厚く、少女の身の丈ほどの長さがある。一見しただけで、真剣だとわかるほどの重厚な剣だ。普通に考えて、小柄な少女が扱えるような代物ではない。十五歳の男子としては平均的な体格のクロウでも、振り回すどころか持ち上げられるかどうかも怪しいだろう。

　しかし、金髪の少女は軽々と――時には片手で剣を振り回している。彼女が素振りで巻き起こした風に周囲の木々が揺れ、幹が大きくしなっている。現実離れして見えるほどの光景だ。

　彼女は“〝ソーディ”〟と呼ばれる異世界人である。ソーディは、素手で岩を砕き、風よりも速く走る。人間をはるかに凌りよう駕がするパワーとスピードを持つ者たちなのだ。

　なにより、ソーディは生まれついて剣に長たけた種族だ。彼女も、力任せに剣を振るっているわけではない。まだ十代半ばの少女とは思えないほど、太た刀ち筋すじも決まっている。彼女の剣は、鉄をも易やす々やすと断つだろう。

　人間のクロウとはまるで違う。ソーディは姿形は人間と似ていても、まったく別の生き物なのだ。

「……ロウ？」

「よう」

　金髪の少女――セフィが手を止めて、クロウにきょとんとした目を向けてくる。

「いつからいたのよ？」

「さっきから。セフィこそ、なにしてるんだ？」

　セフィも剣の学院の生徒であるが、彼女の住居は女子寮だ。

「いいでしょ。今日は日曜だもの。あたしがどこでなにをしていようが自由だわ」

　セフィは素っ気なく言って、近くの木に立てかけてあった鞘さやに剣を収める。巨大な剣は鞘に収めるのも一苦労のはずだが、彼女は手慣れた様子だった。

「というかあんた、やっと退院したのね。いつまでかかってるのよ」

「俺おれは人間なんだよ。肩をざっくりえぐられたんだぞ。他もあちこち斬きられたし。二週間で退院できたのも異常だって医者に言われたよ」

　クロウは、ぽんぽんと自分の左肩を叩たたく。多少ひきつるような感じがまだ残っているが、二週間前の事件でえぐられた傷はほぼ癒いえている。

「不便なものね、人間は。まあ、その……お、おおおお、おか、おかえ…………」

「あれっ、クローじゃないですか。戻ってくるのはお昼くらいかと思ってました」

　なにか言いかけていたセフィの言葉を遮るように、のんびりした声が響いた。

　いつの間に現れたのか、長い黒髪の少女がクロウたちのそばに立っていた。

　桜さくら井い日ひ奈な子こ。クロウの同居人であり、わけあって彼が護ご衛えいを務めている相手である。

「……って、なんだその格好は!?」

　クロウは思わず目をむいた。

　ここ最近の彼にとっては見慣れた服装――いや、そうでもない。

　少なくとも、彼が入っていた病院ではまず見かけることはなかった。

　今の日奈子が着ている、目の覚めるようなピンク色のナース服などは。ご丁寧に、黒髪の上に載せているナースキャップもピンク色だ。

　スカート丈はあまりに短く、下着をギリギリで隠せているといったレベルだ。

　それになにより、やたらと身体からだにフィットしているせいで、日奈子の豊かすぎる胸のふくらみまでがはっきりとわかってしまっている。

　こんな刺激的な服装の看護師がいたら、男性患者は余計に身体の具合を悪くしそうだ。

「……日奈子、いつものメイド服はどうしたんだ？」

「あれは飽きたのです」

　日奈子はさらりと言い切った。

　クロウが入院する前は、日奈子はメイド服を普段着にしていたり、「尽くす」だのなんだの言ったりしていたが、あれはなんだったのか。

「クローも本調子ではないでしょうから、これを着て看護してあげようかと思いまして」

「けっこうなサービスだな……。つーか、どこで手に入れたんだ、そのナース服は？」

「マナカが差し入れた衣装の中にありました」

「あの女……余計な置き土産を」

　クロウは、かすかに頭痛を感じた。

　彼の師匠の妹であり、かつての上司だったマナカという女性。思いつきで生きているような女性で、日ひ奈な子こにやたらとエロいメイド服を着せていたのもマナカだ。

　今、彼女は姿を消してしまっているが、いなくなったあともクロウを悩ませてくれるらしい。

「あたしも止めたんだけどね。ま、とりあえず家に入ったら？」

「それもそうだな」

　クロウはセフィに頷うなずいた。いつまでも家の前で立ち話などしていても仕方ない。彼は軽く頭を振って、歩き出そうとして。そこで、はたと気づいた。

「あれええぇっ!?」

　驚きの声を上げてしまう。

　クロウが住んでいた小屋は、中身はともかく外見はボロく、平屋の建物だったはずだ。

　だが、クロウの目の前にある建物は、プレハブ風の安い造りではあるが、二階建ての真新しい建物に変わってしまっている。

「お、俺おれん家ちが別物に……」



    

  
    
      



    

  
    
      

「ああ、まだ言ってなかったわね」

　セフィが巨大な剣を肩に担ぎながら、小屋――いや、家を見上げる。

「ロウが入院してる間に建て直したの。実は、昨日できたばかりなんだけどね」

「できたばかりって、なんでまた……？」

　護ご衛えいを務める関係上、小屋ではクロウと日ひ奈な子こが二人で暮らしていた。手狭ではあったが、住むには不自由はなかったのに。

「年頃の男女が二人きりで暮らすなんて、やっぱりまずいでしょ。風紀を正すために、ロウがヒナに変なことをしないために」

　セフィは、意味ありげな目でクロウと日奈子を見た。

「で、あたしも一緒に住むことにしたの。文句は言わせないわ」

「えっ……」

　絶句するクロウに、セフィはにっこりと微笑ほほえみかけてきた。

　日奈子も既に話は聞いているらしく、どうでもよさそうな顔でナースキャップの位置などを直している。

「学院にお願いしたら建ててもらえたわ。将来的には、庭園の警備員の詰め所としても使うってことで」

　クロウは頷うなずきつつも、内心で苦笑していた。学院側もセフィから頼まれれば断りにくいだろう。彼女はそういう力を持ったソーディなのだ。

　日奈子との同居はやむをえない事情で解消できないが、セフィまで一緒となると……。

「つまり……朝から晩までセフィにセクハラし放題ってことか!?」

「そんなわけあるかっ！」

　セフィは口調を荒らげて言う。

　否定されたのは残念だが、セフィまで交えての暮らしが始まるのは確定らしい。

　別に拒否するつもりもなかった。クロウは腰の日本刀にそっと触れる。

　この剣でどうにかなること以外は、甘んじて受け入れたほうが面倒が少ない。

　それは、クロウが入院する前に起きたもろもろの事件で学んだ教訓だった。



    

  
    
      


１章　勝者はただ一人！





　退院した日の翌朝。

　新たな自宅から百メートルほど離れた林の中に、クロウの姿があった。

　剣の学院の制服を着て、両手で握った日本刀を上段に構えている。

　気迫も気負いもなく、いきなり剣を振り下ろす。そのまま構えを戻し、再び振る。

　当然、病院では剣は振れなかった。昨日は建て替えのせいでクロウの荷物も適当な部屋に押し込められていたため、それらの整理以外はなにもできなかった。

　リハビリを兼ねた訓練を始める必要があった。さすがに今は、身体からだがなまってしまっている。

　それでも、クロウはセフィに負ける気はしない。彼女には悪いが、百回戦って一本も取られない自信すらある。

　そなたの負けだ、クロウ――

　師匠である剣けん聖せいヒョウカに、何度となく言われた言葉だ。

　ソーディの中でも最強の剣けん士したちに与えられる称号、七しち剣けん。

　さらに七剣でもっとも優れた者に授けられる称号が、剣聖なのだ。

　その剣聖と過ごした、七年にも及んだ修行の日々。クロウはひたすら剣聖に打ちのめされ続けた。ソーディ最強の剣士であるヒョウカに、人間の小僧だったクロウが勝てるはずもなく、当然の結果ではあるのだが。

　しかし、今は剣聖以外の誰だれかに負けるつもりはない。たとえどんな状態であっても。

　身体能力で劣っていようと、身体がなまっていようと、そんなものを負けの言い訳にはできない。

　クロウは、さらに剣を振り下ろす。

　何度も、何度も振り下ろす。

　二百回を数えたところで――クロウは手を止めた。

　わずかに首を傾かしげてから、ゆっくりと刀を収める。退院したばかりの身で、これ以上の運動は避けるべきだろう。訓練と身体をいじめることは同義ではない。

　タオルで汗を拭ふきつつ、家へと戻る。

　今日は月曜で、もちろん登校するつもりだが、まだ時間はある。シャワーを浴びるのは面倒でも、顔くらいは洗っておくことにした。

　二階建ての新居は、元が小さな小屋なのであまり広くはないが、部屋数は増えている。

　一階に居間と台所、風呂にトイレ、それとクロウの個室がある。セフィと日ひ奈な子この部屋は二階で、クロウは立ち入り禁止となっている。今のところ、クロウも禁を破るつもりはない。侵入するならばきちんと準備を整えてからというだけだが。

　家に入り、洗面所へ向かう。

　いい匂においが漂ってくるのは、セフィが台所で朝食をつくっているのだろう。彼女は料理が趣味で、腕前もなかなかのものなのだ。昨日、セフィが出してくれた食事も満足のいくものだった。

「美う味まい飯が供給されるのはありがたいよなー」

　クロウも日ひ奈な子こも料理はできない。特に日奈子のほうはひどく、インスタント食品さえつくれないほどだ。セフィがいてくれると、クロウたちの栄養状態も安心だ。

　朝食のメニューを想像しながら、クロウは洗面所のドアを開いた。

「…………」

「……ん？」

　クロウは、小さく首を傾かしげた。

　すっかり忘れていたが、新居の洗面所は風呂の脱衣所と兼用になっている。

「ロ、ロウ……？」

　だから、そこでセフィが裸になっていることは別に不思議でもなんでもない。

　むしろセフィのほうが不思議そうな顔で、洗面所に入ってきたクロウを見ている。

「おはよう、セフィ」

「お、おはよう……って、なに入ってきてんのよ!?」

　セフィはこれからシャワーを浴びるところだったらしく、白のパンツ以外はなにも身に着けていない。

　クロウが入ってくるのと同時に素早く手で胸を隠してはいたが、ほとんど肌をさらしてしまっている。セフィの胸はそこそこ大きくて形もよく、ぷるんとしていていかにも柔らかそうだ。

「いや、俺おれもついでだからシャワーを浴びようかと思って」

「だったらあたしのあとにしなさい！」

「二人で入れば水道代が節約できるだろ？」

「その分の水道代払うから、一人で入らせて！」

　別にそんな懇こん願がんをする必要はないのだが、セフィはパニックになるとわけのわからないことを言い出す傾向がある。

「ていうか、よく見えないから手を離してくれ」

「見えないように隠してんのよ！」

　ブラジャーを外してしまっていたために、セフィの胸は手で隠されているところ以外は丸見えだ。だが、クロウはわがままなことに、手ブラでは満足できなかった。

「ああもうっ、なんで普通に会話してるの！　いいから出て行きなさい！　三秒以内に出て行かないと、脱衣場ごと叩たたき潰つぶすわ！」

「それはまたワイルドだなあ」

　クロウは、他人事のようにつぶやいた。

　実際、セフィのパワーなら素手で部屋一つどころか、家をまるごと解体できそうだ。

「しょうがねえな……」

　クロウは二秒でセフィの胸元を目に焼きつけ、一秒で脱だつ兎との如ごとく洗面所から逃げ出した。

　人間としては優れた身体能力を持つクロウだからこその早業だった。

「バカバカバカーっ！」

　閉じたドアの向こうから、セフィの罵ば倒とうが響いてきた。

　思い切り半裸を見ておいて、なおも居座ろうとしたクロウに暴力を振るおうとしないのがセフィの優しいところだ。

　もっとも、セクハラも度を過ぎればセフィもどう出てくるかわからない。

「でもまあ、朝からいいもの見られたなあ……」

「それはよかったのですね……」

「うおっ！」

　クロウが鼻の下を伸ばしていると、突然声をかけられた。

　気がつけば、日ひ奈な子こがすぐそばにいて、クロウをじっとりと見つめていた。

「クローのセクハラは相変わらずですね……」

「美人の裸を見て逃げ出すほうが逆に失礼じゃないか？　まるで変なものでも見たみたいじゃないか」

「凄すごい言い訳をしますね、クローは……」

　日奈子は心底、クロウに呆あきれているようだ。

　今朝も日奈子は、ナース服のままだ。特に昨日、彼女に看護されたというわけでもない。彼女は格好だけで、なにもしない女の子なのだ。

「ん？　セフィが風呂入ってるのに、なんで飯の匂においが？　もうつくってあるのか？」

「今朝はわたしがつくりました。もうすぐできるので、居間へ来てください」

「ええええぇっ、日奈子が料理!?　そんなバカな！」

「そこまで驚かれる筋合いもないのです……」

　いや、あるだろうとクロウは日奈子に疑いのまなざしを向ける。

　クロウの知る限り、日奈子は掃除機の扱いすら知らず、もちろん料理など人生で一度たりともやったことがなかったはずだ。

「俺おれが入院していた間に、シャバでいったいなにが……」

「人がスキルを身に着けただけで、天変地異でもあったみたいに言わないでください。わたしも成長するのです」

　日奈子はくるりときびすを返して、台所へ戻っていった。

「うーむ……」

　日奈子が料理、ねぇ――

　あらかじめ胃薬を用意しておくべきだろうか、とクロウは割と本気で悩み始めた。





　新居の居間はフローリングで、カーペットが一面に敷かれている。ＴＶとテーブルと小さな戸棚以外に家具も家電もほとんどない、シンプルな部屋だ。

　クロウは部屋の真ん中に置かれた大きなテーブルの前に座っている。

「はい、クロー。冷めないうちにどうぞ」

「…………」

　テーブルに、日ひ奈な子こがどかりと一枚の皿を置いた。

　皿に載っているのは、ご飯に卵、細かく切ったチャーシュー、ネギとにんじんを入れて炒いためて、調味料で味を調えた料理――要するにチャーハンだった。

　セフィがまだ風呂から出てきていないが、確かにこれは冷めないうちに食べたほうがいい。

「いただきます」

　クロウは礼儀正しく手を合わせて、ゆっくりとスプーンでチャーハンをすくい、口に放ほうり込んだ。

「あれ？　いけるな」

「あれ、というのは？」

「いや、なんでもない」

　日奈子がじっとりした目を向けてきたのに気づき、クロウは素早く否定する。

　胃薬がどうこうと悩んだのは失礼だったようだ。予想していたよりはるかに上、充分に食べられるレベルの料理が出てきたのだから。

　若干味が濃いめなのも、クロウの好みに合う。クロウは無言でスプーンを動かし、ぱくぱくとチャーハンを口に放り込んでいく。

「……うん、美う味まかった。ごちそうさま」

　スプーンを置いて、クロウはまた手を合わせる。

「つーか、なんで朝っぱらからチャーハンなんだ？」

「あんたね、食べ終わってから訊きくんじゃないわよ」

「あれ、セフィ。風呂出たのか」

　湯上がりのセフィが居間に入ってきて、クロウの正面に腰を下ろした。

「本当、大ざっぱに生きてるわよね、ロウは。丁寧に下ごしらえした料理をあんたに出すのがバカみたいに思えてくるわ。なにを食べても美お味いしいっていうんでしょ」

「いやいや」

　クロウは、笑って首を振る。

「セフィより美味しいものなんて、この世のどこにもないさ……」

「どつき回すわよ」

　セフィがぐっと拳こぶしを握りしめ、さらにキツく睨にらんでくる。

　いつか、セフィを美味しくいただきたいのは事実なのだが。

「クローに気に入ってもらえてよかったです。あと、これはお弁当です」

「うん？」

　日ひ奈な子こが差し出してきた弁当箱を受け取り、クロウは目をわずかに見開く。

　大きめの弁当箱には、みっしりとチャーハンが詰まっていた。

「ちなみに晩ご飯は、チャーシューたっぷりスタミナチャーハンです」

「へえー、いいんじゃないか」

「いいの!?」

　セフィは大声を張り上げて、クロウと日奈子の顔を交互に見た。

「ちょっとはロウも驚くと思ったのに！　ヒナ、他の料理はまったく作れないのよ！」

「まあ、一種類だけでもつくれりゃたいしたもんじゃね？　俺おれなんて、切ったり焼いたり蒸したりとか、まったくできねえぞ」

「にしたって、ロウは動じなさすぎよ……」

　どうやら、セフィはクロウのリアクションがお気に召さなかったらしい。

　クロウは食事に関しては、美う味まいに越したことはないがあまりこだわらない、というのが基本的なスタンスである。

「とりあえず、食事は一日交替であたしとヒナが担当することになったんだけど、やっぱりこの調子じゃマズイわよね」

「ダメなのですか？」

「あたしは舌が繊細にできてるの。朝からこんな脂っこいもの食べられないわよ」

「こんなって、つくり方を教えたのはセフィではないですか」

「一品だけ延々とつくり続けるとは思わなかったわよ！」

　ふむ、とクロウは考え込みながらお茶を一口すする。

　昨日から薄うす々うす察していたが、セフィと日奈子はだいぶ打ち解けたようだ。呼び方が“〝ヒナ”〟と愛称に変わっているのは、友人同士になった証あかしだろう。

　チャーハンのみの一点豪華主義はともかく、日奈子の料理もセフィから教わったらしい。

　まったく、おかしなことになったものだ。

　セフィと日奈子――この二人は、本来は同じ家に暮らすどころか、言葉を交わすこともあり得ないような関係なのだ。

　七十年前に、世界中を巻き込んで起こった大戦。

　大戦が泥沼化し、各国の軍隊も消しよう耗もうしきったところで、唐突に起きた異変。

　空の扉、と呼ばれる異世界との巨大なゲートがいくつも開き、そこからなだれ込んできたソーディたちの大軍に世界は蹂じゆう躙りんされ――

　大戦の勝利者となったのは、ソーディたちだった。

　さらに、空の扉は開いたときと同じように唐突に閉じてしまい、帰る場所を失ったソーディたちは日本を新天地と定め、新政府を樹立して支配体制を確立させた。

　勝者であり支配者となったソーディと、支配される側の人間――日本人たち。両者には明確な区分があり、差別がある。

　セフィはソーディ政府の頂点に立つ四人の統治者――四よん将しよう家の娘である。

　一方で、日ひ奈な子こは人間であり、セフィとの身分の差は天と地ほどもあるのだ。

　そんな二人――いや、クロウもまじえて三人で同じ屋根の下で同じ釜かまの飯を食っているというのは、常識的にはほとんどありえないことだ。

「……と言いつつ、食べてくれるセフィは割と素敵ですね」

「うるさいわね。残すのはもったいないでしょ！」

　チャーハンをぱくつきながら、セフィが怒鳴る。

「むしろセフィの食べ残しなら、クローが高く買ってくれそうな……」

「そんなこと思いつかなくていいの！」

　本当に仲良くなったようだ、とクロウは二人の少女をあたたかい目で眺める。

　現代日本では、ソーディは人間への差別意識を大なり小なり持っているものだ。

　だが、セフィは数少ない例外である。最高の身分のセフィにとっては、下のほうの身分差などたいした問題でもないのかもしれない。それと、クロウと幼い頃から知り合いだったことも、多少は影響がありそうだ。

　なんにしろ、セフィがつまらない差別意識など持っていないのはいいことだ。

　日奈子は、育った環境が特殊だったため、現代の日本の常識――人間とソーディの差別のことをよくわかっていない。卑屈な劣等感を持っていないことも同じようにいいことだとクロウは思う。

「ロウ、なにをじろじろ見てんの。さっさと食べて、学校――」

「ん？　なんだ、セフィ？」

　セフィの視線が一点で固定されている。クロウが視線の先を振り向くと。

「朝からいい匂においしてんじゃんか。羨うらやましい食生活だなあ、クロウよ」

「……副長？」

　クロウはつぶやいた。

　いつの間に現れたのか、一人の女性が居間のドアのところに立っていた。

　長身で、明るい茶色の髪を後ろで縛っていて、黒い上着に白いブラウス、タイトなミニスカートをはき、真っ赤なコートを袖そでを通さずに羽織っている。腰には、まるで武士のように長剣と小剣を一本ずつ差している。

「フクチョーってなんですか？」

　日奈子が闖ちん入にゆう者しやにも驚かず、マイペースに質問してくる。

「副長は副長だよ。セイバーズの、局長の次に偉い人だ」

　クロウは適当に答えを返す。

　セイバーズとは、クロウが所属している治ち安あん維い持じ組織の名称である。

　副長が着ている黒いスーツとコートはセイバーズの制服なのだ。

　日本の首都――東京ソーディアでは警察が一般の犯罪を捜査し、セイバーズがテロ活動を取り締まっている。警察は主に人間で構成され、セイバーズのメンバーはほとんどがソーディだ。クロウは、セイバーズ唯一の人間の隊員である。

「適当な説明だな、クロウ。おっと、そうだ。セフィ様、お初にお目にかかります。セイバーズで副長を務めているサヴィナと申します」

「……セフィよ。あたしはただの学生だからそんなにかしこまる必要はないわ」

「はい」

　頷うなずきつつも、副長は神妙な態度を崩さなかった。クロウへのぞんざいな口調とはまるで真逆である。

「まあ、なんでもいいんすけど。副長、なんでここに？」

「面倒くせえから、あとで説明する。一緒に来い。セフィ様もご同行願えますか？」

「ああ、ええ」

　セフィが頷くと、副長はクロウの返事は待たずにドアを開けて居間から出て行った。

　もちろんクロウにとっては上司なのだから、来いと言われれば従うしかない。

　クロウはセフィと顔を見合わせ、日ひ奈な子こに一度頷いた。

「一人で大丈夫なんだな、日奈子？」

「そういうことのようです」

　日奈子は無表情で頷いた。

　彼女はわけあって、クロウに護ご衛えいされている。だが、クロウは二週間も入院していたのだ。その間に代わりの護衛がいなかったわけがない。

　目に見えるところにいなくても、どこかで誰だれかが日奈子を見守っている――

　クロウにはそれがわかっているし、日奈子も話を聞いているのだろう。

「行くわよ、ロウ」

　もちろんセフィもわかっているようだ。

　今は日奈子を一人にしても問題はない。クロウは、席を立ってセフィとともにドアのほうへ歩き出した。





　副長に連れて行かれた先は、意外にすぐ近くだった。

　剣の学院には各学年の教室が集まっている本校舎の他に、特別教室や教員たちが使用している施設が集まっている第二校舎がある。

「ここだ」

　その第二校舎の二階にある会議室の前で、副長は足を止めた。

　会議室のドアの前には、二人の女性がいた。それぞれが、ドアの横で衛兵のように立っている。二人を見て、セフィははっとした顔をした。

「ローミス、レーミス。あなたたちがなんで……って、訊きくまでもないわね」

「…………」

　ドアの左側に立っているほうが、セフィの言葉に無言で頷いた。

　ローミスとレーミスと呼ばれた二人は、まったく同じ外見をしている。一目で双子とわかるほど、顔も体型もそっくりだ。年の頃は二十歳はたちそこそこくらいで、表情がほとんどないせいか無機質に見えるが、充分に美人と言えるだろう。

　二人とも、銀色の髪を背中まで伸ばしている。身に着けているのは白を基調としつつ、ところどころに銀のラインが入った薄手の上着と、同じく白いミニスカート。腰に吊つるしている細身の剣の柄つかも鞘さやも白だ。肩に羽織ったマントだけが黒い。

　彼女たちの服装は、“〝剣けん姫き”〟の正装だ。

　ソーディのほとんどは十八歳までに“〝剣けん士し”〟の資格を取得することが多い。剣士の資格は、自分の師匠や学校の教員などから授けられる。クロウも剣士の資格を師匠である剣けん聖せいから与えられた。資格があれば、軍や警備関係など、剣を扱う職業に就くことができる。

　そして、剣士の上に位置する資格が“〝剣姫”〟だ。

　資格を取得できるのは数万人に一人で、言うまでもなく全員が剣の達人だ。ローミスとレーミスはその数少ない剣姫なのだ。ちなみに、副長も剣姫である。

　クロウは彼女たちから視線を外し、身み繕づくろいを始めた。髪を手て櫛ぐしで撫なでつけ、外していた上着のボタンを留める。クロウは双子剣姫のことを知っている。彼女たちが誰だれの警護を務めているのかも。

　この扉の先に待っている人の前では、失礼な格好はできないのだ。

「失礼します」

　クロウが素早く服装を正し終えたのと同時に、副長が会議室のドアをノックした。

　中から「どうぞ」と返事が聞こえ、副長は会議室の中に入っていった。その後ろをセフィとクロウが続く。

　会議室は、妙に広々としていた。

　普段は長机や椅い子すが並べられているのだろうが、今は部屋の奥に机が一つ置かれているだけだ。机の上にはノートパソコンが置かれ、書類らしきものが積まれている。

　そこに座っていた若い女性が立ち上がり、にっこりと微笑ほほえんだ。

「ようこそ、セフィ」

　穏やかでありながら、よく響く声だった。凛りんとした顔立ちに、強い意志を感じさせる大きな瞳。つややかな金色の髪をショートカットにしている。どこか軍服に似ているダークブルーのスーツを着ていて、服の上からもスタイルのよさがはっきりとわかった。

「お久しぶりです、姉上」

　セフィは部屋の中央まで進み出てから、丁寧に頭を下げた。

　そう、スーツの女性の名はシルフィ。セフィの実の姉である。

　政府の頂点に立つ四よん将しよう家の長女であり、後継者でもある。彼女が軍服めいたスーツを着ているのは、四将家は元々は将軍の家系で、今でもその家風を残しているからだ。

　シルフィは年齢は二十六歳とまだ若いが、元げん老ろう院いん議員を務めている。

　ソーディ政府は頂点に四将がいて、その下に元老院と市民院が存在する。実情としては、元げん老ろう院いんが重要な政策の決定権をほぼ握っており、さらに大きな案件のみを四よん将しようが決議する。

　つまり、シルフィは既に国の重鎮で、将来的にはトップに立つことが約束された人物なのだ。

　クロウは部屋の扉のところに、神妙な態度で控えている。人間である彼は、シルフィの前で堂々と出しゃばるような態度は取れない。ソーディで、セイバーズの幹部である副長ですらセフィから一歩下がったところにいるのだから。

　もちろんセフィもそのあたりの機微は心得ている。シルフィと話すのは彼女が適任だ。彼女は姉と向き合って、口を開いた。

「姉上、どうして学院に？」

「セフィに会いに……と言いたいところだけど、実はそうじゃない。今回の事件は、政府でも調査委員会を置くことになってね。私が委員に選ばれたというわけさ」

　シルフィは肩をすくめ、ため息をつきながら席に着いた。

「もちろん、マナカの――ブレイズの件のことだよ。事件が起きたこの学院にも調査用にオフィスを置くことになってね。この会議室を間借りしている」

　そう言って、シルフィはにこりと妹に微笑ほほえみかけた。

　少しの嫌いや味みもない笑みと、澄んでいてなおかつよく響く声。シルフィはまさに人の上に立つために生まれたかのような資質を持っている。

　もっとも、クロウはシルフィがそれだけのソーディでないことも知っているが……。

「さて、それじゃあ報告を聞かせてもらおうかな、クロウ」

「はい」

　唐突に声をかけられても、クロウは動じもしない。用もなく呼ばれるわけもないので、予想された展開だった。クロウが報告して、セフィに補足を入れてもらう形で、ということだろう。副長が呼ばれた理由も察しはつく。

　クロウは一連の事件の説明を始めた。

　まずは、東京ソーディアの人間の居住地区である外層人類区ダウンタウンで起きた、数件の辻つじ斬ぎり事件。これらの犯人は、剣の学院の一年生、それも成績首席と二位の二人の少女たちだった。被害者のほとんどが犯罪者まがいのチンピラではあったが、殺人は殺人だ。

　本来なら、犯人たちも裁かれるはずだった。だが、そうはならなかった。

　首席のミグネという少女は、路上で何者かに殺されてしまった。続いて、二位のフォーアもまた、学院の学年別トーナメントの最中に殺害されたのだ。

「二人を殺したのが、剣の学院の一年生だったネーナという女の子でした」

　セフィの友人であり、ソーディにしては珍しく眼鏡めがねをかけた、お下げの少女。

　いや、ネーナはただのソーディではなかった。彼女は――“〝ブレイズ”〟と呼ばれるソーディの中でも特に戦闘的な部族の一人だったのだ。

　ブレイズは、ソーディに敵対する存在である。しかし、ネーナがミグネとフォーアを殺したのはブレイズの事情とは無関係だった。

　ネーナが二人を殺した理由は単純。ネーナは、チンピラを斬きるなどというくだらないことに剣を使っていたミグネたちが許せなかったのだ。そしてブレイズの一員であるネーナを前に、学院の一年生たちは太刀打ちできなかった。

「ですが、ネーナの本当の目的は、彼女の言動からセフィの殺害だったと思われます」

「間違いありません、姉上。ネーナがあたしに向けてきた殺意は本物でした」

「なんてことだ」

　黙ってクロウの報告を聞いていたシルフィが、セフィの補足を聞いて、初めて表情を歪ゆがめた。未遂に終わったとはいえ、妹に命の危機があったことは見過ごせないのだろう。

「そして、ネーナに指示を下したのが――剣けん将しようマナカだったというわけだね？」

「はい、シルフィ様」

　クロウは答えた。剣将マナカ――ネーナが“〝お姉様”〟と呼んで慕っていた相手であり、ネーナを暗あん躍やくさせた黒幕。

　クロウにとっては師匠の剣けん聖せいヒョウカの実妹で、セイバーズの局長で上司でもあった女性。

　ソーディ最強の七しち剣けんの一人、剣将の称号を持っていたマナカもまた、ブレイズだったのだ。

　マナカは最初に黒幕の正体を暴いた、クロウの兄弟弟子であるラーシュと戦った。続いて、クロウもまたセフィを守るためにマナカと激戦を繰り広げた。

　多くの助けを得て、クロウはかろうじてマナカを撃げき退たいすることに成功した。

　クロウは人間としては桁けた外れに強い。それでも、まだ剣将マナカは太刀打ちできる相手ではなかった。撃退できたこと自体も奇跡だが、その代だい償しようが二週間の入院で済んだのは僥ぎよう倖こうというほかない。

「俺おれ――私からの報告は以上です」

「なるほど。ありがとう、クロウ」

　シルフィは鷹おう揚ように頷うなずいてみせた。人間のクロウには、最高の身分にあるシルフィから礼を言われるなど、まずありえないことだ。

　クロウには一応セイバーズ隊員という身分があり、剣聖の弟子でもあるからだろう。

「君はすぐに入院したんだったね。その先のことは、あまり知らないかな？」

「はい。ＴＶのニュースで報道を見たくらいです」

　クロウは丁寧に頷いた。

　ニュースによると、剣将マナカは既に七剣の称号を剥はく奪だつされている。

　マナカは反政府組織と繋つながりがあり、セイバーズの隊員を斬り、逃亡した――と報道されているのはその程度で、ブレイズの存在までは明かされていない。

「もちろん、我々も捜査は進めているがね。七剣や両院の議員、企業の重役、資産家、まあ社会的立場の高い者たちの中にブレイズが潜んでいないか、経歴を洗ってはいるが、ほとんど引っかからないね。ブレイズをあぶり出すだけでなく、ブレイズと繋がっているソーディや人間がいないか、金や人の流れを調べなければならない」

「気の遠くなるような作業ですね……」

　クロウはつぶやく。そういったちまちました調査は、想像するのも嫌だった。

「まったくだよ。もちろんブレイズたちそのものについても調べている。彼らはいわゆる“〝居きよ留りゆう地ち”〟に住んでいるわけだが、行方がわからなくなっている者はそこそこいるようだ。ただ、消えたブレイズたちが反逆組織と関わりがあるのか不明だし、ブレイズの数は戦後減る一方で、居留地もいくつか閉鎖されてしまっている。それらの記録は散逸していることが多いのだよ」

　クロウにも予想されたことではあったが、やはり捜査は難航しているようだ。

「わからないことだらけだよ。特にマナカの行方は全力で追っているのだけど……」

　シルフィはちらりと副長を見た。副長は一歩踏み出して口を開いた。

「セイバーズでも調査チームを編成して元局長を捜していますが、剣の学院から逃亡して以降の彼女の足取りは掴つかめていません。もっとも、彼女を発見したところで……」

「マナカを仕留めるのは至難の業わざだろうね。ましてや、捕ほ縛ばくなんて。居場所を確認できさえすれば、打てる手はあるのだけどね」

　シルフィは困ったように言って、ほおづえをついた。

　具体的にどうするのか、クロウにはいまいち想像がつかない。裏切り者とはいえ、マナカが実力で七しち剣けんに選ばれたのは間違いない。剣けん姫きクラスが数人がかりでも捕まえるのは困難だろう。

「セイバーズでも、女性隊員を増員して戦闘中隊を強化しています。本来なら、そこのクロウにも戻ってもらうところですが」

「クロウには学業があるからね。マナカが裏切り者だったとしても、太たい陽よう教きよう教祖の娘の護ご衛えいを命じたのは間違いではなかったし。クロウには引き続き、桜さくら井い日ひ奈な子この護衛を続けてもらう。もちろん、学院に通ってもらって問題ない」

「いいんですか」

　クロウは、多少意外な思いがした。

　ブレイズなどという反乱組織が出てきた以上、セイバーズの隊員である自分が呼び戻される可能性も考えていたからだ。特にクロウ自身、ブレイズの一員のマナカと浅からぬ因縁がある。

「正直なところね、政府はどう手を打つか決めかねているんだ」

　シルフィはほおづえをついたまま、ため息をついた。

「私は早急に手を打つべきだと思うんだが、委員といってもまだ若輩者だからね。この状況をどうこうするほどの権限はないんだ。もう事態は動いているというのにね」

「動いている？　姉上、なにか起きているんですか？」

　セフィが真剣な顔で、姉に質問する。どうやらセフィも詳しい事情は知らないようだ。

「ここ二週間の間に、ソーディの役人や複数の企業の重役が五人殺されている」

「五人……重要人物ですか？」

「そうでもないね。そこそこの肩書きはあるが、死んだら代わりがいないというほどでもない。まあ、やや大きめの社会の歯車といったところか」

　ひどい言い方だな、と思ったがクロウは突っ込まなかった。シルフィには迂う闊かつなことは言えない。

「ああ、一件だけ妙な事件があったな」

「妙な事件、ですか？」

　クロウが首を傾かしげる。

「五件中、四件は見事に一太刀で斬きられていた。ただ、そのうちの一件だけ、やたらとめった斬りにされていた死体があったんだ。私も検死報告を見たが、まるで素人のような太た刀ち筋すじだったね。これはブレイズとは無関係かもしれない」

「なるほど……」

　クロウが知るブレイズは二人だけだが、二人ともとてつもない達人だった。ブレイズが無駄な剣を振るうとは考えにくい。

「ただ、もう一つ妙なことがある。全員が斬られたあとに氷漬けにされたり感電死したりと、異常な形でトドメを刺されているんだ」

「……無関係らしい殺人ではどうだったんですか？」

「刀傷以外に、トラックにでもはねられたような打撲の跡があった。それも含めてこの一件だけはよくわからないが……クロウが入院前に書いてくれた報告があったね？」

「術じゆつ法ほうですね」

　クロウは、ゆっくり頷うなずいた。

　ソーディがかつて人類との大戦に勝利した原因は三つあると言われている。

　一つはもちろん、ソーディの圧倒的な身体能力と剣のセンス。

　二つ目が術法――炎や氷、雷などを操る魔法のような能力だ。遠距離からも撃ち込めるその能力は、斬り込んでいくソーディたちの援護を務めた。

　大戦ではほとんどのソーディが使いこなしていた能力だったが、空の扉が閉じ、彼女たちが故郷との繋つながりを断たれた直後に、なぜか多くの者の力が消失してしまった。

　戦後に生まれたソーディたちは、生まれつき術法を使えない。使えないはずだった。

　ところが、クロウが戦ったマナカとネーナの二人は術法の力を自在に操ることができたのだ。

「元々、術法はブレイズが他のソーディに伝えたと言われている。連中が今も術法を使えてもそれほど不思議はないよ。それより、わざわざ術法でトドメを刺して、わかりやすく我々を挑発しているほうが気になるね。まるで、追いかけてくれと言わんばかりだ」

　クロウは感心していた。さすがは若くして議員になるだけあって、シルフィはものを考えている。クロウ自身も、術法のことはさほど重視していない。危険な要素ではあっても、あくまでブレイズという種族が持つ特徴の一つでしかないだろう。

「まあ、というわけでブレイズたちは動き出している。我々も本格的に手を打つ必要はあるのだがね。それでも、さしあたりできるのはマナカの事件の調査くらいなわけだ」

「……あの、姉上」

　セフィが遠慮がちに挙手をする。

「なんだい、セフィ？」

「ネーナがあたしの命を狙ねらった理由ってなんだったんでしょう？　彼女自身も命令されただけで知らなかったみたいですけど」

「ああ、それは私も知らないが、推測はできるよ」

　シルフィは今度は両りよう肘ひじをついて、顔の前で手を組み合わせる。

「ブレイズの粛しゆく清せいと隔かく離りの件は知ってるね？」

　セフィは「はい」と答える。

　クロウも、その話は聞いていた。ブレイズはソーディの中でも特に優れた戦闘能力を持ち、大戦において大活躍したが、戦後はその強大な力と好戦的な性格を政府に疎まれ、粛清を受けたのだ。

　さらに、粛清を生き残ったブレイズたちは居住地も隔離され、剣を持つこともできず、危険な性格を矯正するプログラムを受けることとなった。

「七十年前、粛清と隔離を強引に推し進めたのが当時の四よん将しようの一人、ラナフィだよ。智ち将しようと呼ばれたお方で――私やセフィの曾そう祖そ母ぼだ」

「え？　曾ひいお祖ば母あ様さまが――って、そのときの恨みをまだ持ってるってことですか！」

　セフィが仰天している。実際、命を狙われた身としては、七十年も前のことをいつまでも根に持たれてはたまったものではあるまい。

「曾お祖母様は残念ながら、三十年ほど前に他界されているしね。その子孫を狙うのはありえることだ。今のうちの一族で、一番セキュリティが甘いのがセフィだしね」

　納得できるような、できないような話だった。

　今もブレイズたちは隔離され、剣に生きるソーディの一人でありながら、帯たい剣けんもできず、警察や軍などの戦闘組織への就職も許されない。

　現在進行形の恨うらみ辛つらみが原因での復ふく讐しゆう、というならクロウにも話はわかるのだが。

「理解できない、という顔だね、クロウ。君は優秀な剣けん士しらしいけど、まだまだ人の心理はわかっていないようだ」

「申し訳ありません。私は、ほんの一年ほど前まで山ごもりの毎日でしたので……」

　剣けん聖せいと、兄弟弟子のラーシュと三人きりでの七年にも及んだ山での生活。時折、剣聖を訪ねてくる者がいたとはいえ、クロウにはほとんど“〝他人”〟との付き合いはなかった。

「いいかい、クロウ」

　シルフィは穏やかに語り始めた。

「復ふく讐しゆう心しんは時間の中で薄れていくとは限らない。君が修行で技を練り上げているように、復讐の牙きばが長く時間をかけて研がれていくこともある。七十年前に粛清を受けたブレイズたちの中にも、存命の者がいるだろう。おそらく、今回の反乱を企たくらんだ首しゆ謀ぼう者しやはそういった老人たちじゃないかな。心とは――意外に折れないものなのだよ」

　そう言ったシルフィは、どこか嬉うれしそうにすら見えた。

　彼女もまた、折れない心を持った者なのかもしれないと――クロウはそんなことを思った。





　ばたん、と会議室の扉が閉まった。

　仕事があるからと、副長がセイバーズの本部へ戻っていったのだ。局長がいなくなったあと、副長がその仕事を代行しているらしく、やるべきことは山積みなのだろう。

　できればクロウも戻りたかったのだが、シルフィにはまだ話があるそうだ。

「セフィたん！」

「きゃあっ!?」

　クロウが扉のほうに目を向けていた一瞬の間に、異変が起きていた。彼が振り向くと、シルフィがセフィに抱きつき、激しく頬ほおずりしているところだった。

「ちょっ、ちょっと姉上！」

「はー、もう姉上は寂しかったよ。家からでも通えるのに、セフィたんがわざわざ寮になんて入っちゃって」

　まがうことなきシスコンがそこにいた。

　クロウは、四よん将しようの後継者がさらしているアホのような姿にも、特に驚いてはいない。

　これが、クロウが知っているシルフィのもう一つの姿だ。

　シルフィは剣けん聖せいの友人でもあった。昔から、シルフィが剣聖を山に訪ねてくることも多く、クロウがセフィと幼い頃に出会ったのも、シルフィにくっついてきたからだった。

　当然、シルフィが重度のシスコンを患わずらっていることも、クロウはよく知っているのだ。

「あ、あたしももう十六歳です。そろそろ自立しないといけませんよ！」

「うーむ、セフィたんが立派になって嬉しいような、寂しいような。あと十年くらいは私のお膝ひざの上に載せておきたいくらいだったのに」

「じゅ、十年はちょっと……」

　セフィの顔がひきつってしまっている。

　十年も経たったら、独立どころか結婚していてもおかしくない年齢だ。シルフィの過保護ぶりは度を超している。

「ところでセフィたん、変な虫はついてないだろうね？」

「……ま、まさか」

　セフィの返答に一瞬間が空いたのは、多少身に覚えがあるからだろう。

　というより、その変な虫が今まさにこの会議室にいるのだが。むろん、クロウは余計なことは言わない。

「セフィたんには結婚まで純じゆん潔けつでいてもらいます。いえ、結婚しても綺き麗れいなままで」

「……姉上、それは無む茶ちやでは」

「処女であれば、他はなにやってもいいのかな」

　クロウは、そんなことももちろん言わなかった。セフィへのセクハラがシルフィにバレたら大変なことになる。

　シルフィの権限をもってすれば、人間のクロウ一人くらい簡単に処しよ刑けいできるのだから。

「と、そうだ、クロウ。礼を言っておくよ」

「え？」

　突然話を振られて、クロウはぎょっとする。

「ブレイズからセフィたんを守ってくれたんだろう。本当にありがとう」

「……いえ。とんでもありません」

　クロウはそう言って一礼した。実際、礼を言われるようなことでもない。クロウにとって、セフィは大切な女の子だ。守るのは当たり前のことだ。

「謙虚だな。できれば礼をしたい。個人としての礼ではたいしたことはできないが」

「では、質問を許していただけますか？」

　クロウは即答する。

　最初から訊きこうと思っていたことがあったのだ。

「そんなことでいいなら、もちろんどうぞ。なにかな？」



    

  
    
      



    

  
    
      

「剣けん聖せいのことは……どうされるおつもりですか？」

　クロウの師匠、剣聖ヒョウカ。

　彼女は一年ほど前に行方不明になっている。ブレイズだったマナカの実の姉である以上、ヒョウカもまたブレイズであることは間違いない。

　行方をくらませているとなると、政府にしてみれば怪しいなどというレベルではないだろう。クロウは剣聖について、政府も掴つかんでいないある事実を知っているが、それはこの際問題ではない。

「ヒョウカに関しては、これもまた打つ手はないな」

　シルフィはあっさりと言った。

「一応、警察が捜索してはいるがね。それほど本格的に捜しているわけでもない。別にブレイズの件が起きてからではなく、行方不明になったからだしね。ヒョウカがブレイズという素性を隠していたのは事実だろうが、彼女がなにかやらかした証拠もない」

「つまり、師匠せんせいをすぐに捕まえるとかそういうことは……」

「ないね。もちろん、ヒョウカの弟子だからといって、クロウやラーシュに嫌疑が及ぶこともない。君たちがブレイズと繋つながりがないことは明白だし、そもそもヒョウカの関係者を捕まえるなら、彼女の友人だった私もお縄をちょうだいすることになる」

「はー……」

　安あん堵どのため息を漏らしたのは、セフィだった。

　彼女もそこを心配していたのだろう。強気ではあるが、優しすぎて若干心配性なのがセフィという少女なのだ。

「それに、友人として言わせてもらうと……ヒョウカが反乱なんかに関わるタイプとは思えないね。彼女はきっと、俗なことにはまるで興味がないよ」

「ええ、そうですね」

　その点については、クロウも同感だった。

　剣聖ヒョウカは、ひたすら剣のために生きている女だったのだ。

　たとえ彼女がブレイズとして差別され、隔かく離りされた経験があったとしても、それを恨みに思って剣を振るったりするとは考えにくい。

「だから、ヒョウカのことは今は気にしなくていい。私たちも、あまり重視はしていない。他にわからないことがいくらでもあるしね。たとえば――これとか」

　シルフィが机に戻り、一枚の写真を手に取った。

　大きく引き伸ばされたその写真に写っているのは、広い青空と――その一部に入った真っ黒な亀裂だ。

　空の扉――

　七十年ぶりに開き、その直後にまた閉じてしまった、ソーディの故郷へ繋がる異空間ゲート。

　扉は、東京ソーディアの住民たちの多くが目撃しているのだ。

「クロウたちも、空の扉が開いた原因はわからないのだろう？」

「はい、そのとき私はマナカとの戦闘中でしたので」

　クロウは真顔で答えた。

　実のところ、空の扉が開いた原因に対しては心当たりがないでもない。

　しかし、それを話すことは――クロウが親しくしている者たちに危険が及ぶ可能性があるのだ。セフィも知っているが、黙ってくれているようだ。

「参ったね。このままじゃ、我々は無能にもほどがある。せめて、マナカとネーナという少女だけでも捕まえないとね」

　やれやれと、シルフィは困ったように言った。実際、困っているのだろうが。

　今のところ、クロウには協力できることはほとんどない。マナカともう一度戦うのも、実力差を考えれば遠慮したいところだった。

　話題が尽きたかと思われたそのとき。

　トントン、とドアがノックされた。

「どうぞ」

　シルフィが、シスコンの顔はどこへやらで真面目まじめな表情に戻ってそう言った。

　すぐに「失礼します」という声とともにドアが開かれた。

「はじめまして、シルフィ議員」

　よく通る綺き麗れいな声だった。

　入ってきたのは、剣の学院の制服を着た少女だった。ネクタイの色を見ると、どうやら三年生らしい。

　薄いグリーンの髪を伸ばし、後ろで結んでいる。整った顔に浮かんでいる表情は穏やかで、いかにも優しげな印象だ。体型はすらりとしていて、胸はあまりなさそうだが、いわゆるモデル体型だ。

　こんな綺麗な人が、学院にいたのか――

　クロウは横を通り過ぎてシルフィの前に歩いて行く少女に、思わず見とれてしまう。すぐにセフィに睨にらまれているのに気づいて、慌てて視線を逸そらした。

「私は剣の学院の生徒会長を務めているイシュトと申します」

「へえ、生徒会長さんか。どうぞよろしく」

　シルフィが笑顔で応え、二人は握手を交わす。

「さっそくですが、議員にご許可をいただきたいことがありまして。こちらをご覧いただけますか？」

　イシュトは、数枚の書類をシルフィに差し出した。受け取ったシルフィは、素早くそれらに目を通して――

「なるほど、部外者の私に許可なんて何事かと思ったけど、そういうことか。ふむ、まあいいだろう」

「ありがとうございます」

　イシュトは、ぺこりとシルフィに頭を下げた。

　シルフィは穏やかに微笑ほほえんで、机に戻り、一枚の書類に押印した。

「これでいいかな？」

「はい、ありがとうございます」

　シルフィに書類を戻してもらい、イシュトがにっこりと笑った。

　生徒会長が、議員であるシルフィにいったいなんの話を持ち込んだのか。

　クロウとセフィが状況が飲み込めず、ぼんやり立ち尽くしていると。

「ああ、生徒会長さん。そこの二人に事情を話してあげてくれるかな？」

「そうですね、すぐに発表することですから」

　イシュトが今度は、クロウとセフィの前に立つ。

「二人とも、一年生だな？　君らには可哀かわい想そうなことになっちゃったからな。まさか、入学して最初のトーナメントが中止になるなんて」

　クロウは、小さく首を傾かしげる。

　剣の学院の学年別トーナメントは、フォーアが殺害されたことで中止になってしまった。クロウは学年の序列を定めるトーナメントなどにはあまり興味がなかったので、気にしていなかったのだが。

「そういうわけで、生徒会が代だい替たいイベントを開催することにしたんだ。ただ、そのまま、トーナメントをもう一度やっても面白くないからな。ちょっと趣向を凝らしてみることにした。校内のイベントなんで、ここに席を置かれているシルフィ議員にも許可をもらいに来たというわけだ」

　そう言って、イシュトはちらりとシルフィを見た。

「もう一つ、頼み事もしたけど、それはあとのお楽しみで」

「はあ、それはいいんですけど。イベントっていうのはいったいなんですか？」

　セフィがイシュトに質問した。彼女は入学時の成績は学年三位で、五月のトーナメントで一位を獲とるつもりだったのだ。その代替イベントと言われると無関心ではいられないのだろう。

「お遊びみたいなものではあるんだけどな。まあ、要するに――」

　イシュトは、再びにっこりと笑った。生徒会長というだけあって、人を引きつけるものがある笑顔だった。

「バトルロイヤルというやつだ」





　生徒会主催の、中止になってしまったトーナメントの代替イベント。

　第一回バトルロイヤルは、クロウたちが話を聞いた三日後に開催されることとなった。

　意外に早い展開だが、あまりのんびりしていると次の正規のトーナメントに影響が出かねない、ということらしい。

　そういうわけで、バトルロイヤル当日。

　一年生たちは、学院のグラウンドに集められていた。

　グラウンドには大型のテントが張られ、イベントの運営スタッフである上級生や教師たちがその中で忙しそうに動き回っている。

　クロウはテントから離れたところに立ち、イベントが始まるのを待っていた。彼は今日も制服姿だ。トーナメントもそうだったが、剣の学院では制服が正装であり、この手のイベントには制服着用で参加する。学院の制服は動きやすい素材でできているので、戦闘に支障はない。クロウにとっても、女子がミニスカ制服で参加してくれるので嬉うれしい。

　装備は、訓練用の木ぼつ剣けんだ。生徒全員が同じ木剣を使用する。

　クロウはその木剣を握った手をぶらぶらさせつつ、周りを見渡した。

　周りにいるのは、ほとんどが女子生徒である。

　ソーディも人間社会と同じく、小中高大学と学校に通うが、剣の学院は高校にあたる教育機関だ。しかし、ソーディは剣に生きる種族だ。当然ながら、カリキュラムにも剣の授業が含まれている。

　ソーディの教育機関の中で最高峰と言われているのが、クロウやセフィが通う剣の学院なのだ。

　そして、ソーディは人間と異なり、女性のほうが身体能力が優れており、剣のセンスも高い。

　ソーディは『光コウ』と呼ばれる強力な生命エネルギーを体内に秘めており、『光』の総量が多いほど身体能力も高くなる。この『光』の量は一般的に女性のほうが多いため、男性よりもパワーもスピードもはるかに上なのだ。

　女性のほうが男性よりも、はるかに強い。

　ソーディはそんな種族だからこそ、優秀な者が集まる剣の学院も、自然と女子生徒だらけになるというわけだ。

　クロウは男とか女とかいう以前に、ソーディの男性にも劣る人間である。本来なら、剣の学院に生徒としてグラウンドに立っているのはあり得ない。

　実際、時折女子生徒たちがクロウに向けてくる視線には、力で劣る人間への侮ぶ蔑べつとともに、珍獣でも見るかのような好奇心すら含まれていた。

　やれやれ、とクロウは内心でため息をつく。

　クロウは、そろそろ剣の学院でもそれなりに存在を知られているはずだ。それでも、まだ妙な視線を向けられるとは。

　とはいえ、人間でありながらソーディの師匠に育てられ、その後もソーディ社会で生きてきたクロウには慣れていることだ。

　彼は、今後もソーディの中で生きていくことを決めている。日本においてソーディは“〝貴族様”〟であり、身分上の様々な特権を持っている。クロウはそのソーディとしての身分を手に入れるため、ソーディの学校に通っているのだ。

　人間でもソーディとしての社会的身分を手に入れることはできる。ただし、それはほとんどの場合“〝金で買う”〟のが普通だ。

　しかし、クロウの場合は違う。

　彼は剣の腕をもってして、ソーディの一員と認められようとしている。だが、剣に長たけているだけでは、ソーディの身分の象徴である、紋章を刻んだ“〝短剣”〟は授与されない。短剣の授与を扱う紋もん章しよう管かん理り院いんが出してきた条件が、ソーディの学校の卒業資格だった。

　もちろん、無事に卒業するためにも今回のバトルロイヤルにもきちんと出場して、それなりに結果も出せれば御おんの字だ。

　ソーディの身分を手に入れ、堅実な生活を送る。クロウの望みはそれだけなのだ。

「クロー」

「……うん？」

　正面から、日ひ奈な子こがぱたぱたと近づいてくるのが見えた。今日は家にいるのかと思ったら、見学に来たようだ。彼女も人間であるが、なんとなく剣の学院になじんでしまっている。

「はあ、はあ、疲れました……。走るのはダメですね……」

　日奈子はクロウの前で立ち止まり、ふうふうと息を整える。

　今日の日奈子が着ているのは、チアガールの衣装だ。派手な黄色のノースリーブに、太もももあらわなミニスカート。こういうものを着るときは見えてもいい下着をつけるのだが、日奈子はそれを知っているだろうか。

「……なんでもいいんだが、なんなんだ、その格好は？」

「これは応援用の服らしいのでちょうどいいかと思ったのです」

　日奈子は、無防備にスカートの裾すそを軽くめくりながら言った。白い太ももがちらりと見え、クロウはまたスカートの内部を想像してしまいそうになる。

「確かに間違いじゃねえけど。わざわざそんなもん着なくても」

「それよりクロー。先に出て行くなんて、ひどいです。もうわたしに飽きたのですか？」

「なんて人聞きの悪いことを。そうじゃなくて、出るとき声かけたけど、おまえなんかやってたじゃん。遅刻したらまずいし」

「クローは最近、わたしを放置気味ですね」

「それはな……」

　クロウは、日奈子に説明を始める。

　シルフィと話したあと、副長から正式な通達が届いた。

　引き続き、桜さくら井い日奈子の護ご衛えいを行うこと。ただし、剣の学院の校内であれば日奈子に単独での自由行動を許すこと。

　護衛対象にあまり動き回られては守りにくくなるのだが、実際のところ、マナカの事件を受けて学院のセキュリティレベルも上がっている。クロウが四六時中張りついて護衛する理由は薄くなったと言える。

　クロウとしても、それは悪くないことに思えた。

　桜さくら井い日ひ奈な子こは、幼い頃からある部屋に閉じ込められ、十五歳になるまで一度も外の世界を見たことがなかった。

　剣の学院の広い敷地内を自由に動けるだけでも、日奈子にはいい影響があると思う。

　それに、クロウが常に張りついていては、息が詰まることもあるだろう。一人になれる時間は誰だれにでも必要だ。

　日奈子も最近は、少し――ほんの少しだけ常識をわきまえてきたようだし、できる限りの放任は積極的にやるべきだとクロウは考えている。

「放置の理由はわかりましたが、クロー。質問があるのです」

「相変わらずマイペースに話をするな。なんだよ？」

「バトルロイヤルってなんですか？」

「…………うん」

　そう、日奈子は監かん禁きん生活のせいで知識もひどく偏っているのだ。誰でも知っているようなことを意外なほど知らない。

「要するに、一対一とかじゃなくて、複数が同時に入り乱れて戦うってことだ。今回は一年生全員、二百人くらいいるのかな。その全員で一度に戦う。負けた者は脱落していって、最後に残った一人が勝者になるってわけだ」

「ふむ、ふむ……それだと、まず最初に強い人が集中的に狙ねらわれてしまうのでは？」

「それが定石ではあるな」

「思いっきりクローが狙われそうですね。クローが剣けん聖せいの弟子ということも、マナカを撃げき退たいしたことも知られているのでしょう。南無」

「拝むな！」

　日奈子はいつもの無表情なので、本気なのか冗談なのかわからない。

　彼女の言うとおり、クロウが狙われる可能性は低くない。

　人間であるクロウに負けることを恥と考え、立ち会うことを避ける者も多いだろうが、今回のバトルロイヤルは基本的にお祭り騒ぎ――遊びだ。

　遊びならば、人間に負けても“〝お遊びだから、サービスで負けてやった”〟などと口実もつけられる。そう考える者が多くても不思議はない。

「具体的に、どういうルールでやるのですか？」

「このあと、一人ずつ、校内の指定されたポイントに移動することになってる。全員が散らばったところでスタートだ。動き回るも、その場に留とどまるもよし」

「つまり、この前のトーナメントみたいに観客がいるわけではないのですね。誰にも見られていないなら、ますますクローに挑む人が増える気がします」

「だろうな」

　剣の学院の面積から考えると、二百人の生徒はかなり広範囲にばらけることになるだろう。誰が誰に負けたのか、戦った本人たち以外には知られにくい状況になる。

「生徒は、この番号が書かれたプレートを胸に着けて」

　クロウはポケットから、96と書かれた丸いプレートを取り出し、胸のところに着けた。

「他の生徒を倒すか、降参させてプレートを取り上げる。で、プレートをぱきっと割っちまえば、やられた生徒は失格。剣で直接プレートを割ってもＯＫらしい」

「なるほど」

　日ひ奈な子こは、こくりと頷うなずいた。

「プレートを獲とるフリをして、おっぱいに触り放題というわけですね」

「おお、日奈子もわかってきたじゃないか」

「おまえは、護ご衛えい対象になにを教えとんだ」

「あれ、副長」

　いつの間にか、クロウたちのすぐそばに、セイバーズ副長サヴィナの姿があった。

「あれ、じゃねえよ。おまえ、仕事ナメてんのか」

「いえ、そういうわけでは……」

　日奈子はクロウから余計なことを学んではいる。しかし、誓って日奈子に指一本触れてはいない。十五歳という若さで自活している彼は、学院の学費すら自分で払っている。下へ手たなことをしてクビにでもなったら、ソーディの身分どころではなくなる。それを避けるためなら、欲望より理性を優先するつもりだ。

「桜さくら井い日奈子は護衛対象だぞ。ちゃんと着けてヤってるんだろうな」

「そういう問題かよ！」

　真面目まじめくさった副長の言葉に、クロウは思わずタメ口で突っ込んでしまう。

「なにもしてないっての。俺おれだって我慢くらい知ってますよ」

「そうか。まあ、我慢できなくなったら私を呼べ。乳くらいなら揉もませてやる」

「ええぇっ、いいのか!?」

　これまで別に、副長とは親しくなかった――というより、言葉を交わしたこともほとんどなかったが、こういうフランクな性格だとは知らなかった。

「かまわん。人間の女だって、飼い犬に顔をナメられても恥ずかしがったりしないだろ」

「……ですよね」

　一見、フランクに思えても副長もソーディである。人間のクロウは見下すべき存在だ。部下だから口をきいてもらえているだけで、それ以上のことは望んではならない。

「というか、副長はなにしにきたんです？」

「シルフィ様に定期報告だ」

　副長は、テントのほうを指さした。そこに置かれたパイプ椅い子すにシルフィが座っていて、セフィとなにやら楽しげに話している。シルフィも見学に来たようだ。

「シルフィ様は報告書だけじゃなくて、直で報告を聞きたがってるからな。こうして出向いてきたってわけだ」

「さすがシルフィ様……」

　将来の四よん将しよう閣かつ下かともなると、仕事がきっちりしている。今も有能な政治家として知られているようだが、トップに立てば世の中をよくしてくれるのではないだろうか。

「ああ、そうだ。ラーシュがそろそろ退院するらしいぞ」

「へえ。意外に早かったですね」

　ラーシュは、クロウの兄弟弟子で、セイバーズでは相棒でもある。

　ソーディは回復力も人間よりはるかに優れている。それでも、ラーシュが回復に時間がかかっている理由は簡単だ。彼がマナカとの戦いで負った傷は、死んでもおかしくないほどの重傷だったからだ。二週間ちょっとでの回復は早すぎるくらいだ。

「ラーシュも引き続き学院に通うそうだ。おまえら二人、ここでこれ以上のトラブルは起こすなよ。お偉いさんの令嬢とかもけっこういるんだからな」

「わかってますよ」

　クロウが頷うなずくと、副長はテントのほうへ歩いて行った。その歩き方には、わずかに疲れが滲にじんでいるように見えた。突然に局長の代行をやらされて、ソーディの彼女にも疲れが出ているらしい。

「ところで、クロー」

「なんだ？」

「着けるって、なにをですか？」

　日ひ奈な子こは、話を聞いていないようで聞いていたようだ。

「……それは、そのときが来たら教えてやるよ」

「もったいぶりますね。セフィに訊きいてもいいですか？」

「よくない！」

　セフィがあらぬ誤解をするのは目に見えている。クロウはマゾではないので、わざわざ怒られるようなことはしたくない。

　そのとき、アナウンスがいくつかの番号をコールした。それにはクロウの番号も含まれていた。あらかじめ指定されている待機地点に移動しろ、ということのようだ。

「んじゃ、行ってくる」

「あ、ちょっと待ってください。これを」

　日奈子が、小さな巾きん着ちやく袋を差し出してくる。

「チャーハンおにぎりです。小腹が空すいたら食べてください」

「家でなんかやってたのはこれか。ありがとよ」

　とことんチャーハンにこだわるつもりらしい。だが、決着までどれくらいかかるかわからないので、エネルギー源を確保できたのはありがたい。

「クロー。がんばー、です」

　ここで初めて、日奈子がチアガールらしい台詞せりふを言った。もっとも、棒立ちで無表情のまま言われても、あまり張り切る気にはなれないが。

　クロウは苦笑しつつ、日奈子に軽く手を振ってから歩き出す。





　校内に、甲高いサイレンの音が鳴り響いた。

　午前十時、時間どおりにバトルロイヤルの幕が切られた。

　クロウもその音を聴いていた。彼が待機していたのは、住んでいる林にある、ひときわ太い杉の木のそばだった。

　クロウは、サイレンと同時にその木から離れ、林の中を走り出した。

　始まったといっても、決して騒がしくなったわけではない。サイレンの音が消えたあとは、むしろ静まりかえっているほどだ。

　だが、バトルロイヤルに参加している生徒たちは、神経を研ぎ澄ましている。動き出した二百人の生徒たちの息づかいや足音を、敏びん感かんに察知しているだろう。生徒たちの耳には、様々な音が響いているに違いない。むろん、クロウも同じだ。

　バトルロイヤルのルールは単純だ。とにかく、相手を倒してプレートを割ればいい。移動せずに待機場所に留とどまっていても問題ない。

　クロウは体力においてもソーディより劣っている。消しよう耗もうを避けるためにその場に留まるのも選択肢の一つだったが、彼はあえて移動することにした。

　学院の敷地内であれば、どこでも移動はＯＫ。ただし、建物の中は不可。ソーディの強力な剣は、校舎内の壁や床を破壊しかねないという恐ろしい理由による。

　バトルロイヤルなど、クロウも経験したことはない。なにがどうなるか、さっぱりわからないが、とにかく他の生徒を見つけたら倒せばいいのだ。じっとしているより、動いていたほうが余計な考えが吹き飛ぶ。

「ま、どうにでもなれ」

　負けてもいいとは思わない。しかし、このバトルロイヤルは成績にも関係なく、あくまでお遊びイベントなのだ。ルールから考えても、強い者が勝つとは限らないだろう。

　林を抜けて、庭園へと出た。どこからか、木ぼつ剣けんを打ち合わせている音が聞こえてくる。さっそく始めている者たちがいるようだ。

　とりあえずその戦闘を見物してみようかと、考えていると。

「クロウっ！」

「……ん？」

　遠くから、一人の女子生徒が駆けてくる。

　ソーディの脚力は凄すさまじく、あっという間にクロウのそばへとやって来た。

「……えーと」

「リマだリマっ！　もう忘れたの!?」

「ああ、そうだった」

　おでこが出るほどのショートカットの、いかにも活発そうな女の子。

　セフィの取り巻き――友人の一人で、クロウは以前に彼女に絡まれたことがあった。

「もうケガはよくなったのか？」

「そんなもの、とっくに治ってる」

　リマは、トーナメント一日目に校内に侵入してきた太たい陽よう教きよう徒とにライフルで肩を撃たれている。そのあと、入院したはずだった。

「銃で撃たれた傷がそんなに早く治るか？　俺おれ、ケガ人とやりあうのはやだなあ」

「治ったって言ってるだろう。見ろ、これ！」

　リマは上着を脱ぎ、ブラウスもはだけて肩を見せた。白い肌にかすかに銃創が残っているが、確かに傷は癒いえているようだ。

「わざわざ見せてくれて、どうもありがとう。目の保養になった」

「……あっ？　は、はかったな！」

　リマが真っ赤になりながら、服を元に戻す。ブラジャーまでばっちり見えてしまっていたが、意識せずにやっていたらしい。

「まあ、治ってよかったよ。さすがソーディだな」

　ソーディの回復力は人間を大きく超えている。リマも、強力な三〇口径のライフル弾で撃たれた傷がたった二週間でほぼ消えているのだ。かつての大戦時も、ソーディは撃たれても生きてる限りすぐに前線に戻ってきたと聞く。人間側にとってはたまったものではなかっただろう。

「わ、私のことはどうでもいい。さっさと始めよう」

「せっかちだなあ。なんか、俺とやりたがってたみたいだな」

　リマが木ぼつ剣けんを中段に構え、クロウも同じ構えを取る。

「あんたには借りができたみたいだからね。このままじゃいられないのよ」

「へぇ……」

　確かに、リマを撃った連中を追い払ったのはクロウだ。しかし、借りを返すために礼を言うのではなく、クロウをぶちのめしに来たというのが、人間には理解しづらい。

「ところで、ネーナのことは聞いてるのか？」

「聞いた。あの子には言いたいことが山ほどあるよ」

　それはそうだろう、とクロウは思った。ネーナはセフィの友人で、リマの友人でもあった女の子だ。しかし彼女は偽りの経歴で学院に潜入したブレイズの一員であり、その目的はセフィを殺すことだったのだ。

「裏切るなら裏切るで、それでもいい。でも、なにも言わずに姿を消したのは許せない！　一言、私らにも言っていけっていうのよ！」

「そういう問題なのかよ」

　やはり、ソーディの思考回路はわかりにくい。リマがやや特殊なのかもしれないが。

「それはあとでもいいのよ。とにかく、今はあんたのこと」

「ま、そうするか」

　最終的に何人と戦わなければならないかすら、わからないのだ。のんびりおしゃべりしていても仕方ない。

「覚悟ーっ！」

　リマが気合いとともに踏み込んでくる。

　足で地面をえぐりながら、木ぼつ剣けんが稲妻のように走る。スピードといい、太刀行きの速さといい、人間には目視できないほどの一撃だった――が。

　クロウは並の人間ではない。剣けん聖せいの訓練を受け、つい先日は最強の七しち剣けんの一人と剣を交え、生き残ったほどの男だ。

　リマも才能はあるのだろうが、まだ一年生の未熟な剣けん士しだ。彼女が振り下ろした強力な一刀は、クロウの身体からだの横ギリギリをかすめ――

「…………っ！」

　リマが短い悲鳴を上げる。クロウがかわしながら横に薙ないだ木剣は、リマの側頭部に命中していた。

　人間ならば、死んでもおかしくないほどの一撃。だが、『光コウ』で強化されているソーディの肉体には木剣の攻撃は致ち命めい傷しようになり得ない。

「クロウ……っ」

　リマが、クロウを睨にらみながら、がっくりと崩れ落ちる。致命傷にはならなくても、脳が大きく揺れればソーディといえども立っていられない。

「悪いな」

　クロウは仰あお向むけに倒れたリマにそう言って、木剣の先で彼女の胸元のプレートを割った。

　まずは一人。

　リマはどうせすぐ目を覚ますだろうし、係員も救出しに来てくれるだろう。

「さて、と……」

　どっちへ行こうかと悩みつつ、クロウがきびすを返すと。

「……あれ？」

　クロウの周りに、女子生徒が数人――いや、数十人集まっていた。

　全員が木剣を手に、クロウに向けて殺気を放っている。

「すっかり人気者だなあ、俺おれ」

　クロウは苦笑いして、木剣を構える。

　強い者を先に倒すという定石に従っているのか、それとも人間のクロウへの集中攻撃いじめなのか。

　どちらにせよ、逃げるのは難しいだろう。

　まあ、どこへ行くか考える手間が省けた――と、クロウは今度はにやりと笑った。





　クロウは本校舎の裏庭へ駆け込み、校舎の壁に背中を預けるようにして座り込んだ。

　裏庭はつつましい花壇と数本の木々、それにゴミの集積場があるくらいで、どこか寂しげな雰囲気が漂っている。他に人ひと気けはなく、一休みできそうだ。

　呼吸は荒く、制服のワイシャツは汗で重いほど濡ぬれている。

　バトルロイヤルが始まって、まだ一時間足らず。

　ここまでで、三十人ほども倒しただろうか。

　ソーディは、一対多数の戦いを嫌う。奇襲や背後からの攻撃も、まともな剣けん士しならばまずやらない。戦争や、セイバーズのような任務時ならば別だが、基本的に卑ひ怯きような戦い方はしないのだ。

　ソーディのそのバカ正直とも言える習性のおかげで、クロウも大勢に取り囲まれて一度に斬きりかかられるようなことはなかった。

　といっても、一対一を三十回ほどやったわけで、疲労は確実に蓄ちく積せきしている。一箇所に留とどまっていては次々に戦闘を挑まれるため、移動する必要もあった。

　人間としては体力も十二分にあるクロウだが、さすがに二週間の入院のあとでは多少スタミナは不足している。

　上着のポケットに入れておいた日ひ奈な子このおにぎりを取り出して、がつがつと食う。疲れた身体からだに味付けの濃いおにぎりがありがたい。

「ふー……」

　食べ終わって、クロウは一息ついた。

　さすがに、すべての生徒がクロウを狙ねらい打ちにしているわけではないはずだ。他でも、いくつも戦闘が起きているだろう。

　疲労を考えると、できる限りつぶし合ってもらえたほうが都合がいい。

「……んん？」

　一人の生徒が、クロウと同じように裏庭に駆け込んできた。

　クロウ以上に呼吸を乱しているその生徒は、男子だった。

「お疲れー」

　クロウは軽く挨あい拶さつをしたが、男子のほうは反応しなかった。彼もソーディだ。人間のクロウを見下しているのか、それとも疲れ切っていて挨拶を返す余裕もないのか。

　剣の学院にも、わずかながら男子生徒はいる。そのほとんどが剣の腕ではなく、家柄のよさで入学してきたらしい。現れた生徒もその一人だろうか。

　男子生徒はそのまま、小走りにクロウのそばを通り過ぎ、建物の向こう側へ姿を消した。彼も一休みしたかったのだろうが、場所を変えることにしたようだ。

　悪いことをしたかな、とクロウが苦笑していると。

「ぐあっ！」

　いきなり悲鳴が響き、さっきの男子生徒がごろごろと転がってきた。男子生徒は完全に白目をむいていて、ついでに胸のプレートも粉々に割れている。

　クロウはすぐに男子生徒から視線を外し、身構えた。

　ゆったりとした動作で、今度は一人の女子生徒が姿を現した。

「…………？」

　クロウはわずかに首を傾かしげた。

　現れた女子生徒は、制服姿に木ぼつ剣けんを持っているところは他の参加者と同じだったが、どういうわけか、目の周囲を覆う仮面を着けている。はっきり言って怪しい。

「……その仮面、なんだ？　イベントの主旨が変わったのか？」

「…………」

　クロウの軽口に、女子生徒は答えなかった。

　仮面の生徒はじりじりとクロウに近づいてきて――一気に間合いを詰め、剣を振るった。

「っと……！」

　鋭い斬ざん撃げきを、クロウはギリギリで剣先を見切ってかわす。

　さらに仮面の生徒は止まることなく、次々に斬撃を放ってくる。いずれも太た刀ち筋すじの決まった、精せい妙みような剣だった。かわしているにもかかわらず、肌がびりびりと痺しびれるような強力な斬撃。

　だが、クロウは人間では残像も捉とらえられないほどの攻撃をすべて見切っていた。

　仮面の生徒のほうは、人間に攻撃をかわされていることに驚きはないようだった。鋭く踏み込み、容赦なく急所を狙ねらった斬撃を加えてくる。

「おっ？」

　不意に、クロウの動きが止まった。いつの間にか花壇のところまで追い込まれていたのだ。花壇の周囲の柵――二〇センチほどしかない低い柵に、足を引っかけてしまう。

「うおっ!?」

　ひときわ鋭い一振りが、クロウの顔面のすぐそばを薙ないでいった。

　足が一瞬止まったにもかかわらず、クロウは上半身を反らして、またもやギリギリのところで攻撃をかわしていた。

「っと、と。あっぶねぇ」

　クロウは花壇から離れ、仮面の生徒から距離を取る。

　わずかに頬ほおに熱を感じ、手でぬぐってみると、そこには真っ赤な血が付着していた。

　かわしたつもりだったが、木剣がわずかにかすっていたらしい。

「よりによって顔に入れられるとはな。俺おれの女が泣いちゃうよ」

「…………」

　クロウの軽口に、仮面の生徒はまたもや反応しなかった。

「無視かよ。ま、いいけどね。俺もあんたにちょっと悪いことしたし」

「…………？」

　仮面の生徒は口元だけで不審そうな表情を浮かべたが、クロウはなにも答えなかった。

　答えずに、無む造ぞう作さに間合いを詰め始めた。

　少しだけ仮面の生徒が慌て、構えを取り直す。

　クロウはそれにかまわず前進して――

「…………っ！」

　クロウが仮面の生徒の横を通り過ぎたときには、彼の剣が一いつ閃せんし、仮面の生徒は地面に膝ひざをついていた。

「なに、今のは……？」

「おっ。やっとしゃべったな」

　クロウが嬉うれしそうに言ったのと同時に、仮面がはらりと外れ、地面に落ちた。彼が頭に打ち込んだ一刀の衝撃で外れたのだろう。

「なかなか美人だな。マスクなんぞ着けてんのはもったいない」

　そう言いつつ、クロウは彼女を観察する。その顔には、見覚えがなかった。

　彼女の顔は驚きに満ちている。向こうには、クロウがただ何事もなく通り過ぎただけにしか思えなかったのだろう。

　彼女は驚いた表情のまま、クロウをまっすぐ見ながら口を開いた。

「なんで私、人間の剣なんかくらってるの……？」

「聞いてるんだろ？　俺おれの剣はちょっとばかり普通じゃない」

　ソーディでも人間でも、相手の剣の振り始めの動作から、軌道や速度が予測できる。特にソーディならば、人間の剣がどこをどう走り、どの程度の速さで振られるかなど、一瞬で判断可能だ。

　しかし、クロウの剣は違う。

　彼の剣は相手の予測とは異なる軌道を描き、スピードも違う。クロウと立ち会った相手は、彼の変幻自在の剣にタイミングを狂わされ、簡単に一撃をくらってしまうのだ。

「少なくとも、ただの人間の剣じゃねえ。負けても驚くことはねえよ」

「……悪いことってなに？」

「ちょっと甘く見てたってことだ。柵に足を取られるなんて、我ながら油断しすぎだったな。あんたみたいな強つえぇ人相手に余裕ぶってる場合じゃなかった」

　そう、仮面の生徒は今日クロウが倒した三十人とは比べものにならないほど強かった。のんきにかまえていて勝てる相手ではなかったのだ。

「そう……まあいいわ。そこそこ得え難がたい体験をさせてもらった」

　仮面を失った女子生徒はよろよろと立ち上がると、胸のプレートを外し、自らへし折った。つまり降参ということらしい。

　彼女はプレートを投げ捨てると、そのまま歩き去って行った。

「……なんだったのかな、あれは」

「二年生よ」

「うん？」

　クロウが振り向くと、そこには――セフィの姿があった。

　木ぼつ剣けんを右手に持ち、ゆっくりとクロウに近づいてきている。

「気づかなかった？　タイの色が緑だったでしょ」

「ああ、それは気づかなかった……けっこう胸はでかいなと思ってたけど」

「それこそ気づかなくていいことよ！」

「大丈夫、さっきの人よりセフィのほうがでかいよ」

「それも言わなくていい！」

　セフィは吼ほえるように言った。相変わらず冗談が通じない女の子だ。

「つーか、なんで二年生が？　バトロワって、一年生しか参加できないんじゃ？」

「どうも、何人か上級生が参加してるみたいね。二年だけじゃなくて、三年も見かけたわ。あたしは三人倒したけど」

「ふうん……」

　バトルロイヤルは、お遊びのイベントだ。これで一年生の席次が決まるわけでもない。上級生の特別参加、くらいのサプライズは用意されていてもおかしくはない。さきほどの二年生のふざけたマスクといい、冷やかしで参加しているのだろう。

「でも、ロウが倒した人のほうが強かったわね。参加してる人もピンキリみたい」

「さっきの人レベルのがいっぱいいたら、ほとんどの一年生は勝てねえだろうな」

　おそらく、上級生たちは適当に何度か戦ったら勝手に抜けているのだろう。あくまで、バトルロイヤルは一年生のためのイベントだ。

「なんにしても、もうだいぶ減ったみたいだけどね。ロウも相当倒したんでしょ？」

「俺おれもある意味、人気者らしいからな」

　セフィの言葉から察すると、彼女もかなり倒してきたようだ。

　このバトルロイヤルの決着は、意外に時間がかからないのかもしれない。

「ところで、セフィ」

「なに？」

「なんで、顔真っ赤にしてるんだ？」

　クロウはさきほどから気になっていた。現れたセフィは、なぜか耳まで真っ赤にして、目もわずかに潤んでいるように見える。

「な、何度も戦って暑くなったからよ！」

「汗一つかいてないように見えるけどなあ……」

「うるっさい！　いいからさっさとやるわよ！」

　セフィは叫んで、木ぼつ剣けんを上段に構える。

　ずいぶんとせっかちなことだが、クロウはセフィが赤面している理由がだいたいわかる。

　ソーディは人間とよく似ている。しかし、身体能力をはじめ、違っているところも少なからずあるのだ。

　そのうちの一つが――ソーディは“〝剣に恋する種族”〟ということだ。

　ソーディの本能は強い剣けん士しを求める。強い者に惹ひかれ、恋をする。特に思春期の女性ソーディ、それも強者ほどその傾向が強いという。

　セフィはその条件にぴったりと合致している。

　彼女は、クロウと仮面の二年生との戦いを見ていたようだ。クロウの太た刀ち筋すじに感じるものがあったということだろう。以前にも、似たようなことがあったのだ。

　もっとも、その“〝恋”〟が本気なのか一時的にのぼせ上がったものなのか。おそらく後者だろうと、クロウは思っているが。

「いくわよ！」

　セフィが一気に踏み込んできて、木ぼつ剣けんを上段から振り下ろす。

　ごうっ、と風を巻く音とともにクロウの真横を木剣が嵐のように通り過ぎた。

「…………っ！」

　クロウは、肌にさっきの二年生の剣よりも強烈な圧力を感じた。

　セフィの剣は、手数に頼らず、一刀にすべてを込めるタイプである。人間はもちろん、そこらのソーディではセフィの渾こん身しんの一振りを受け止めることはできないだろう。

　星ほし崩くずし――セフィは、そう名付けた鋼鉄のかたまりのような剣を軽々と振り回すような膂りよ力りよくの持ち主だ。木剣といえども、全力で振るえば人体をも打ち砕く。

「やべー、危ねえ、危ねえ」

　クロウはさっとセフィから距離を取って、軽口を叩たたく。

　しかしセフィは軽口には応えず、今度は木剣を横に一いつ閃せんさせた。まるで空間そのものを斬きり裂くような豪ごう剣けんを、クロウは後ろにわずかに下がってかわす。

　かわしながら、クロウは確信した。

　退院して戻ってきて、セフィの素振りを見たとき。

　マナカとの戦いの際に空の扉が開いたあと、セフィから感じたこと。

　その二つが、クロウの頭の中で結びついた。

　そして――セフィの三刀目が、またもや上段から襲いかかってきて。

「…………っ！」

　クロウは、木剣が勢いで歪ゆがむほどのセフィの一撃を、みずからの木剣で弾はじき、軌道を逸そらした。

　体勢を崩されそうになりながらも、セフィは木剣を引いて、構えを取り直す。

「あたしの剣を……弾いた？」

　セフィの顔にははっきりと驚きが浮かんでいる。

　彼女は、クロウの剣をよく知っている。“〝古コ流リユウ”〟と名付けられたその剣術を。だからこそ、驚いたのだ。

　クロウの父親は、ソーディを研究する学者であった。

　彼は、古来から小さな空の扉を通って地球にたびたび姿を現していたソーディと、日本の武芸者たちとの戦闘記録を調査していた。剣けん豪ごうと呼ばれた者の中には、ソーディに打ち勝った者たちもいたという。父親は武芸者が編み出したソーディと渡り合うための秘伝を調べ上げていたのだ。

　ソーディを倒すためなどではなく、あくまで学術的な興味として。

　クロウがまだ幼い頃に父親は非業の死を遂げたが、彼の研究成果は残った。

　父親の死後、クロウを拾った剣けん聖せいはその研究成果を活いかし、弟子になった少年にソーディと戦う技術――古コ流リユウを叩たたき込こんだ。

　古流の基礎となるのは、鉄をも軽々と断つソーディの剣をさばくことから始まる。

　人間の動体視力や反応速度では対応できないソーディの剣を、振られる前から軌跡を読むことでかわす。ほとんど未来予知にも似た能力を身につけることが必要とされるのだ。

　幼い頃から剣聖の剣を受け続けてきたクロウは、並の剣けん士しが相手ならば太た刀ち筋すじを読み、剣を合わせることなく体術でかわすことができる。

「強くなったな、セフィ。もう余裕こいてかわすだけじゃおまえの剣は受けきれない」

「あたしが……？」

　本当に強い相手と戦うとき、クロウは敵の剣を受け流す。かわしきれないとなると、剣を打ち合わせて相手の太刀筋を逸そらすのだ。もちろん、まともにソーディの剣を受けては、クロウの剣ごと腕を叩き折られる。相手の剣の勢いに逆らわず、敵の力をも利用して弾はじくのだ。

　クロウが太刀を合わせるということは、一ひと筋すじ縄なわではいかない相手ということだ。

「この短期間で成長したな……。身体からだの発育も急成長してくれるともっと嬉うれしい」

「いらんこと付け加えなくていい！」

「いやもちろん、今のセフィの乳もなかなかのサイズだと思う」

「だからやめろ！　乳とか言うな！」

　がーっ、とセフィが吼ほえる。

「ちぇっ、褒めたのに。でもまあ、強くなったのは間違いねえよ」

「……あんたとネーナの戦いを二度、剣けん将しようマナカとの戦いも見たわ。ロウが入院してた間は、ずっとあんたたちに勝つ方法ばかり考えてたのよ」

「普通、見ただけじゃ強くはなれねぇけどな。ま、才能ってやつか。それに……自分でも気づいてるよな？」

　クロウの言葉に、セフィは少しだけ間を置いてこくりと頷うなずいた。

　マナカとの戦いの最中、空の扉が開き――その直後、セフィの『光コウ』が爆発的に増大した。本人もすぐには気づかなかっただろうが、あまりにも明確すぎる変化だ。クロウが入院している間に気づかないほうがおかしい。

　ソーディの『光』は多ければ多いほど、パワーやスピードも増す。もはや、セフィの身体能力は以前とは別物だろう。

「『光』は、時間をかけて練り上げることで増えるんだよな。なんでいきなりそうなったのか、わかってるのか？」

「いえ……あたしにもわからないわ。あのとき、なにかが起きたのは間違いないけど」

　やはり、セフィも自分が空の扉と関わりがあることは自覚しているようだ。

　しかし、クロウと同じく自分でも理由はわかっていないらしい。シルフィも言っていたように、空の扉については不明なことが多すぎる。

「まあ、わからないことはどうでもいいわ。今大事なのは……あんたと戦うことよ」

「やっぱ、そうなるよなあ」

　クロウが苦笑いするのと同時に、セフィが再び剣を振るう。

　あまりにも重く、それでいて目にも留まらぬほどの速さ。クロウは古コ流リユウで彼女の剣を弾はじき、次第に後ろに下がっていく。

　本当に強くなった――

　クロウは一つ間違えれば木ぼつ剣けんで身体からだを打ち砕かれるやり取りの中で、笑ってしまった。幼い頃から剣を交わし合った相手が、どんどん自分に近づいてきている。そのことが嬉うれしい。

　ひときわ強く木剣を弾かれ、セフィが動きを止める。

「て言っても、やっぱりロウは強いわね……ちっ」

「舌打ちされたよ。まあ、セフィにはまだ足りねえものがあるってことだな」

「足りないもの？」

「単純な話だ。実戦経験だよ」

　セフィには特定の師匠はいない。

　彼女が暮らしていた四よん将しようの屋敷には、多くの手て練だれの剣けん士したちが出入りしていて、彼女たちと手合わせをするのがセフィの日課だったらしい。

　しかし、それはあくまで稽けい古こ。剣士たちも四将家の娘であるセフィを相手に、なかなか本気にはなれなかっただろう。

「セフィには、命のやり取りの経験がない。ネーナに一方的に襲われたくらいか？　それじゃダメだ。命を知らない奴やつは、剣じゃ強くなれねえ」

「あんたは……どうなの？」

「俺おれも師匠と山ごもりして、ただ山猿みたいに暮らしてたわけじゃねえんだぞ。意外と客は多かったからな。師匠に勝負を挑みたがるバカには不自由しなかったよ」

　剣けん聖せいと戦いたければ、まず弟子と立ち会ってもらう――そういうことはいくらでもあった。言うまでもなく、命の懸かった真剣勝負だ。剣聖は挑んできた相手を見て、弟子に勝てそうな者だけ任せていた節はあった。だが、剣聖が直接相手をする機会などほとんどなかったのも事実だ。

「ソーディだろうと人間だろうと、命のやり取りの数だけ強くなれるのは同じさ」

「そうね……あたしは人を斬きったことすらないわ」

　逆に言えば、セフィも人斬りの経験を積めば間違いなく強くなる。ソーディは、剣士同士の勝負であれば命を奪うことはタブーでもなんでもない。

「いいことを教えてくれてありがとう。ついでに、こちらからも訊ききたいことがあるんだけど、いいかしら？」

「どうぞ」

「あたしもあんたの強さはよく知ってる。確かにあたしは強くなったみたいだし、さっきの二年生も強かった。だとしても、クロウが顔に剣をくらうなんて信じられないわ。それに、どこか動きが鈍にぶいようにも見えるわね」

「……へえ」

　まさか気づかれるとは、とクロウは驚いた。

　退院したあと、素振りをしていたときに自分でも気づいていた。どこか太刀行きが鈍い。速度も威力も、それに身のこなしもいつもとは違ってしまっていた。ただし、鈍いといっても微妙な違いでしかないはずだ。それを見抜かれるとは。

「やっぱりケガのせいなの？　裏切り者ではあっても、マナカの剣の腕は七しち剣けんにふさわしいものだったわ。そのマナカに人間が斬きられて、たった二週間で全快するとはちょっと考えられない」

「セフィ、おまえは二つ勘かん違ちがいしてるよ」

　クロウはセフィの言葉を遮り、諭すように言った。

「まず一つ。ケガ自体は本当に治ってる。傷がばっくり開いたままだったら、退院させてくれるわけねえだろ」

「それはそうだけど……」

「セフィには教えただろ。“〝光こう身しん”〟だよ」

　ソーディの高い身体能力の源となっている『光コウ』は、人間は持っていないというのが常識だ。

　しかし、七剣ほどの強力な『光』の持ち主の前では、人間も圧倒されてしまい、身動きできなくなることすらある。人間にも『光』を認識することはできるのだ。

　人間でも『光』を受信できるのなら発信も可能なのではないか――そんなバカげたことを考えたのが、剣けん聖せいヒョウカだった。

「うちの師匠、マナカ以上のとんでもない量の『光』だったし、『光』を操るのも得意だったからさ。人間の中にもほんのちょっぴり『光』があることに気づいてたらしい。で、俺おれもなんとか自分の『光』を認識して――使えるようになったのはよかったけど、結局人間は『光』に耐えられないみたいでさ」

　クロウは『光』を制御できず、全身から溢あふれ出ださせる状態になってしまう。

　しかし、全身に『光』がめぐっていることで肉体が強化され、ソーディほどではないにしても人間を超えたパワーやスピードで戦うことができる。それが――光身だ。

「『光身』を発動させてる間は、ケガの治りも早いんだ。おかげで肩の治りも早かったんだけど、身体からだ全体は反動で――まあ、しばらくまともに動けなくなるわけだ」

「なるわけだ……って、あんた本当に大丈夫なの!?　というか、それってロウのとんでもない弱点じゃない!?　そんなこと教えていいの!?」

「確かに……光身を使った直後の弱ってるところをセフィに襲われたら、ひとたまりもなく俺の純じゆん潔けつが奪われちゃうな」

「奪うかそんなもの！」

　どちらかといえばもらってほしいくらいなのだが、照れ屋なセフィはまだほしがってくれないようだった。

「でも、それはわかったわ。つーか、それじゃあやっぱりあんたは万全じゃないってことじゃないの。そんな状態のあんたに強いなんて言われても――」

「セフィの勘かん違ちがいの二つ目だ」

　クロウは、人差し指と中指を立てて言った。

「今の俺おれは、光こう身しんの影響で動きがちょいと鈍にぶくなってる。そいつは間違いないけど……戦えもしないのに戦場に出てくるほどのんきじゃない」

　クロウは木ぼつ剣けんを構え直し、にやりと笑う。

　勝てるときに戦う――それが勝負の鉄則である。先日は、七しち剣けんマナカに挑むという無謀きわまりない勝負をしてしまったが、あれは例外だ。

　クロウが戦うということは、勝てること。

　それは師匠である剣けん聖せいヒョウカに教え込まれたことでもある。

「あ……あははっ、なるほどね。なるほど、確かにあたしの勘違いみたいだわ」

　セフィは頬ほおを真っ赤に染め、何度も頷うなずいている。クロウは少しばかり殺気を込めて笑ったつもりだったのだが、セフィには通じなかったらしい。迫力という意味では、クロウはセフィに及ばないのも事実だが。

「そ、それじゃあ遠慮はいらないってことね。ふふ、ふふふふふ」

　セフィが妙に浮かれた笑い声を上げて、再び木剣を振り始める。さっきまでより、さらに大きな、それでいて鋭い振りだった。

　どうやら、セフィはクロウの凄すごんだ笑みに怖がるどころか、喜んでいるようだった。

　まったく、ソーディって奴やつらはよくわからない。クロウは呆あきれながら、セフィの打ち込みをかわし、弾はじき、距離を取りつつ下がっていく。

　二人は剣を交わし合いながら、裏庭を抜け、その先にある駐車場へと入っていく。学校にしては広い駐車場で、五十台ほどが駐車可能だ。今日は生徒たちに破壊されるのを恐れてか、自動車はほんの数台しか駐とまっていない。

「なにやってるの、ロウ！　反撃しないと、いくらあんたでも負けるわよ！　ほら、早くかかってきて！　早く早くっ！　来て来て来てっ！」

　セフィのテンションはだいぶ上がってしまっているようだ。

　剣に恋する種族の本能が剥むき出だしになると、彼女は若干キャラが変わってしまう。

　クロウも反撃できないわけではない。ただ、もう少しセフィの剣を見ていたい気持ちが確かにある。

　本当にセフィは強くなっている。急激に上がったパワーやスピードを上う手まく制御し、太た刀ち筋すじも伸びがあり、油断すると簡単に一撃をくらいかねない。

　セフィが一振りするごとに、太刀筋の精度が上がっているように思える。元々、セフィには才能がある。未熟だからこそ、伸びしろも大きい。一人の剣けん士しが成長していくさまを目の当たりにするのは、人間のクロウにとっても見み物ものである。

「つーか、セフィ」

「なによ!?」

　セフィは止まることなく、嬉うれしそうに打ち込み続けながら言った。

「こんなにめちゃくちゃ斬きりかかられたら、キスする暇がないじゃん」

「そんな暇は潰つぶれてしまえ！」

　クロウの軽口に、セフィの太た刀ち筋すじがほんの少しだけ乱れる。

　以前もセフィがクロウの剣に興奮したあまり、斬りかかってきたことがある。しかも、そのとき使っていたのは真剣だった。暴走するセフィを傷つけずに止めるため――と称して、クロウは彼女にキスをして、そのショックで我に返らせたのだ。

「もう忘れようとしてるのに……蒸し返すんじゃないわよ！」

　暴れ回るセフィの剣を、クロウは軽々とかわしていく。

　どうやら、セフィを動揺させすぎたようだ。だいぶ剣が荒くなってしまっている。

　そろそろ決めるか――クロウがセフィの木ぼつ剣けんを弾はじき、彼女が後ろに跳びすさる。セフィの体勢は崩れていて、今なら確実に一刀を入れられる。

　セフィが苦し紛れに木剣を振ろうとしたが、もう遅い。クロウが踏み込もうとしたそのとき――

「…………っ!?」

　クロウは思わずぎょっとした。

「なん、だ……今のは！」

「えっ？」

　セフィのほうも目を丸くして、剣を振り下ろしたまま固まっている。

　クロウは顔をしかめながら、自分の木剣を見た。木剣の先端がへし折られてしまっている。

「なんだ――なにが起きた？」

　いや、クロウはなにが起きたのかほぼ察している。だが、なぜそんなことが起きたのかが解せない。

　セフィが苦し紛れに振るった剣は、間合いが遠すぎた。牽けん制せいにはなっても、クロウにも彼の木剣にも、かすることすらなかったはず。

　一瞬、空間になにか黒いものが見えた。まるで小さな――空の扉のような亀き裂れつが走り、そこからセフィの木剣の刀身だけが現れ、クロウの木剣をへし折った。

　実際にクロウが目撃したのは、そういう流れだった。しかし――

「どうなってんだ……よっ、と！」

　クロウは戸惑いながら先が折れた木剣を横よこ薙なぎに一いつ閃せんさせる。

「え？」

　セフィの顔に、また驚きが浮かぶ。クロウの剣が――あまりに平凡に見えたからだろう。ごく普通の速度と軌跡を描く、当たり前すぎる太た刀ち筋すじ。

「ふっ……！」

　だが、次の瞬間にはクロウが真上から振り下ろした一刀が、セフィの胸元のプレートを粉々に打ち砕いていた。

「あっ!?」

　セフィが小さな悲鳴を上げ、砕けたプレートを確認するように胸元に手を置いた。

　勝負は――クロウの勝ちだった。

「なんなの、今の……？」

「古コ流リユウの小技の一つさ。朧おぼろ三み日か月づき――平凡な一撃を打ち込むと見せかけて、本命は二太刀目だったってわけだ」

「……それって、ただのフェイントじゃないの？」

「そうとも言うな」

　クロウは、にっこりと笑った。

　変幻自在のクロウの一撃に慣れた相手だからこそ通用する技だ。彼から普通の人間のような斬ざん撃げきが放たれたことで、セフィは動揺して固まってしまった。そこにいつもの一撃を叩たたき込こんだ――ただそれだけだ。二度目は通じない、本当に単なる小技だ。

「くっ……ま、負けた言い訳はしないわ」

　どうやら、セフィは通常のトーンに戻ったようだ。落ち着いてはいるが、しょうもない技であっさり負けたのがショックなのだろう。

「でもなあ……」

　クロウも、多少ショックを受けていた。セフィの不可思議な一撃はいったい……？

「でも、じゃないでしょ。それはあたしが言いたいわよ。やっぱり全然本調子じゃないじゃない。こう言っちゃなんだけど、あたしなんかに剣を折られたりとか」

「……ま、勝ったんだからいいだろ」

　セフィのほうは、自分の奇妙な剣に気づかなかったようだ。かなりはっきりした異常であったのに、相当に興奮していたせいだろう。

「そうね、負けたあたしが文句言うことでもないわね。はい、ロウ」

　そう言ってセフィはクロウに歩み寄り、彼の木ぼつ剣けんを取り上げ、代わりに自分の木剣を渡した。

「その木剣じゃやりにくいでしょ。あたしの、あげるわ」

「ああ、どうも」

　クロウが木剣を受け取ると、セフィはさらに身体からだを寄せてきた。彼女は手を伸ばして、クロウの頬ほおの傷にそっと触れる。

「動き回ったせいね。傷が開いちゃってるわ」

「たいしたことはねえよ。セフィが泣くことはないぞ」

「あんたの女って、やっぱりあたしのことか！」

　セフィは、クロウと二年生の会話もしっかり聞いていたようだ。

「……バカ。そんなわけないでしょ」

「えー、ダメなの？」

「当たり前よ。あんたの……足下にも及んでないのに。ほら、これで血を拭ふきなさい」

　セフィはハンカチを押しつけ、一人でさっさと去って行ってしまう。

「……ま、そうだよな。セフィの性格なら」

　クロウに負けっぱなしで、のんきに馴なれ合あう気にはなれないのだろう。

　しかし、セフィがクロウの足下どころかもっと近くまで昇ってくるのはそれほど遠い未来でもないかもしれない。

　明白なパワーアップといい、さきほどのおかしな剣といい、セフィには大きく成長する見込みがある。間違いなく、彼女は強くなるだろう。

「いやー、はっはっは。面白かった」

　クロウは、ばっと後ろを振り向いた。

　そこには大型の四駆の車と――そのボンネットに腰掛け、ぱちぱちと拍手している少女がいた。

　薄いグリーンの髪と、すらりとしたモデル体型。それに、三年生の青いネクタイ。

　剣の学院の生徒会長、イシュトだった。



    

  
    
      



    

  
    
      



「よっこいしょ」

　年寄りくさい掛け声を出して、イシュトは車のボンネットから滑るように降りた。ふわりとスカートが舞い上がる。

　イシュトの右手には木ぼつ剣けん、胸元には「０」と書かれたプレートを着けている。

「……あんたも参加してたのかよ」

「三年と一年の接点って、なかなかないからね。今年の一年には面白い子たちがいるみたいだし、見てみたいと思って」

「ふーん」

　理由はわからないでもないが、一年生のお遊びイベントに生徒会長が出張ってくるとは予想外だった。といっても、クロウはさほど驚いてはいない。なにが起きても心を揺らさないのも、実戦経験を積んできた者の強みである。

「質問、いいすか？」

　クロウは、軽く手を挙げた。

「はい、どうぞ」

「生徒会長ってことは、あんたが学院で一番強いのか？」

「そういう決まりがあるわけじゃないんだけどね。三年の首席が会長を務めるのが慣例になってる」

　予想どおりの返答だった。なんと言っても、剣がものを言う学院だ。学業の成績がいいだけの生徒がトップに立つこともないのだろう。

「ふうん……いきなり学院最強かー」

「おや？　少年、ビビっちゃってるわけじゃないよな？」

「少年って」

　生徒会長もクロウより二つ年上なだけのはずだ。イシュトはお姉さんぶりたいタイプなのかもしれない。

「いや、あのさ、もっとこう……二年の猛者とか三年の四天王とか、そういうのと戦ってから最後に出てくるのがよかったなあ」

「ゲームかなんかと間違えてない？」

　イシュトは呆あきれた顔をして、肩をすくめる。

「まあでも、私が最強とは限らない。三年はもちろん、二年にも相当できる子たちがいるから」

「そんなのが参加してたら、もうバトロワ終わってるんじゃないか？」

「志願参加したみんなが学院のトップクラスってわけでもない。ていうか、二年や三年でもヤバい子たちの参加は私が会長権限ではねつけた」

「はねつけた？」

「そう。手加減知らない子たちもいるからな。無む理り矢や理り係員をやらせたりとか、反省室に閉じ込めて念入りに参加できないようにした子もいる」

　この会長さんも手段を選ばないな、とクロウは呆あきれる。

　反省室、というのもあまり穏やかではない。そこに入れられないように気をつけたほうがよさそうだ。

「強い子が無む茶ちやしたら、一年生たちはあっという間にフルボッコだから。といっても、今はもう生き残ってるのは私と少年だけみたいだ。少年とセフィ様がまとめてやりすぎちゃったな。まあ、私もちょっぴり遊んできたけど」

「あらま」

　セフィも相当倒したようなことを言っていたが、もう二人しか残っていないとは。ちょっぴり、というのもたぶん控えめな表現なのだろう。

　ということは、目の前にいる会長を倒せば自動的にクロウの優勝ということだ。

「じゃ、さっそく見せてもらおうかな、少年！」

「――――！」

　突然、クロウの間合いの中にイシュトが踏み込んでいた。充分に警戒していたにもかかわらず、敵の接近を許すとは――クロウは動揺しつつ、振るわれたイシュトの初太刀を木ぼつ剣けんで逸そらした。かわすなど思いもよらず、弾はじくしかなかった。

「さすが！」

　イシュトは叫び、続けて木剣を振るってくる。二刀、三刀――止まることなく、連続攻撃を繰り出してくる。踏み込みは鋭く、地面が大きくえぐられている。

　セフィほどの重い攻撃ではない。マナカと比べれば、剣も身のこなしもずっと遅い。剣けん聖せいのような一分の乱れもない太た刀ち筋すじでもない。

　それでも、イシュトの斬ざん撃げきは重さも速さも、そして太刀筋の決まり方も――すべてにおいてバランスが取れている。

　生徒会長イシュトは――まだ学生とは思えないほどの、完成された剣けん士しだった。

「うおっ、と！」

　クロウがかわしたイシュトの一撃が、駐車場の車をはね飛ばした。木剣が折れるどころか、車体が一瞬浮き上がり、ボディには車が正面衝突したかのような大きなへこみができてしまう。ドン、と音を立てて車が地面に落ちた。

「……光こう刃じんか」

　クロウはぼそりと言った。

　イシュトが構えている木剣が、白く淡い輝きに包まれている。

　ソーディの中でも一流の剣士だけが使える、みずからの『光コウ』を刀身に伝え、剣の耐久性と切れ味を上昇させる技術だ。もっとも、今回は木剣であるため、切れ味は関係ないだろうが。

「このくらいは使わせてもらわないと、君にはちょっと勝てそうにないな」

　イシュトは笑って、白く光る木ぼつ剣けんの切っ先をクロウに向けてくる。

「しかし、聞いてはいたけど信じられないな。人間にはソーディの剣を――剣けん姫きの剣をかわすことも受け流すことも、できるわけがないのに」

「できてるだろ」

　クロウは、軽く笑い飛ばした。

「まあそうだろうと思ってたけど、あんたが学院唯一の剣姫なんだな」

「ああ、知ってたか。確かに一応、剣姫の資格は持ってる。でも資格を返上したくなってきたよ。年下の子に、こんなに簡単に受けられるなんて」

「簡単ではないけどな。ま、ギリギリの戦いはいつものことさ」

　イシュトの剣は凄すさまじい。だが、剣けん聖せいにはとても及ばない。最強の剣けん士しを相手に修行を積んできたクロウには、イシュトの攻撃はさばききれないレベルではない。

「見たところ、少年は受け流すにしてもかわすにしても、私が動く前に動いてるね。太た刀ち筋すじを見極めるんじゃなくて、もっとその前のなにかを見てる」

「……正解っすよ」

　別に隠すようなことではない。クロウは、口を開く。

「ソーディは、速く強く剣を振ることに自分のすべてを懸ける。それがソーディの強みであり――呪いなんだよ」

「呪のろい……？」

「実際に振り始める前から、ソーディたちの剣は既に奔はしっているんだよ。俺おれはそれを見てる。あんたたちは止まれない。魂を込めた一撃は、自分にすら止められない。俺は、来るとわかっているそれを、たださばけばいい」

　実際は、言うほど簡単なことではない。

　かわしきれなければ、当然斬きられて死ぬ。

　受け流すにしても、絶妙のタイミングと角度で剣をぶつけなければ、剣を折られてそのまま斬られる。

　ソーディとの戦いは、常に一太刀ごとに薄はく氷ひようを踏むような危険なものなのだ。

「呪い、か。なるほど、確かにそのとおり。私たちは相手を斬ろうという意志――斬ざん気きが強すぎるのかもしれない。斬るために生まれてきたような本能は、どうしようもないな」

「そこに勝機を見みい出だすのが俺の技――古コ流リユウだ」

　そしてもう一つ。

　彼自身の剣けん技ぎは、斬気を完全に消して繰り出される。

　奇妙な軌道や速度を描く、変幻自在の剣というだけではないのだ。相手が気づいたときには既に振られている剣、そしてさらに読めない太刀筋。その二つの技術を合わせることで、初めてソーディにも防げない剣になりうる。

　敵の攻撃を完全に読み、こちらの攻撃は読ませない。それが古流の剣技である。単純ではあるが、予知にも等しい読みと、精せい妙みような剣さばきが必要とされる。ソーディに人間が対抗するためのたった一つの術じゆつ理りなのだ。

　クロウは、すっと剣を中段に構えた。いつもの彼の構えだ。

　技をどれだけ練り上げても、人間の体力ではソーディにはかなわない。クロウが勝つためには、時間をかけずに勝負を決することがなによりも重要だ。

「それじゃ悪いけど、会長さん。あんたの負けだ」

　師匠の口癖が移ったかのような勝利宣言。

　イシュトもまた、クロウと同じく剣を中段に構える。やや切っ先を突き出すようにして、姿勢も前傾しているが、クロウはそんなことは気にしない。

　クロウは中段の構えのまま、じりじりと距離を詰めていき――

　腹に力を込め、古コ流リユウの一いつ閃せんを振り下ろす。

「…………っ！」

　イシュトの顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。クロウには見慣れた顔、彼の剣を見たソーディのいつもの反応だった。

　しかし――

　イシュトの頭を狙ねらった一撃は、彼女のグリーンの髪をかすめ、幾いく筋すじかの髪の毛が宙に舞っただけ。

「ぐっ…………！」

　いや、それだけではない。

　イシュトが繰り出した稲妻のような突きが、クロウの胸のど真ん中に打ち込まれていた。彼は、自分の胸で鈍にぶい音が響くのを感じた。

　クロウは後ろに数メートル飛ばされ、駐とまっていた自動車のボディにしたたかに激突した。

「うっ……くっ……！」

　クロウは地面に膝ひざをつき、打ち込まれた胸元を手で押さえる。片手で木ぼつ剣けんを掴つかんだまま放さなかったのは、剣けん士しの本能というべきか。

　周囲の景色が滲にじみ、妙に遠くに見えたり近くに見えたりと、激しく視界が歪んでいる。

　木剣とはいえ、ソーディの一撃をくらってしまったのだ。気絶すらしなかったというのは、もはや奇跡といっても過言ではない。

「なるほど……」

　イシュトは、自分の髪を撫なでながら言った。

「髪とはいえ、剣を当てられたのは久しぶりだ。やるなあ、少年」

「……やられてんのは俺おれ、だよ」

　クロウは胸を押さえながら立ち上がった。膝ががくがくと震えている。軽口を叩たたいていても、余裕はまったくない。

「褒め言葉は素直に受け取っておきなよ。まあ、年下は生意気なくらいが可愛かわいいけど」

　イシュトが、つかつかと無む造ぞう作さにクロウに近づいてくる。さりげない仕草でクロウの左腕を掴つかむと、袖そでをまくり上げた。

　彼の左手首にあるのは、剣けん聖せいの紋章が刻まれた白い金属製の腕輪だった。継承印コードと呼ばれる、剣聖を継ぐ者の証あかしである。

「さすがは剣聖の継承者、といったところか。今の、よく死ななかったな」

「……殺す気だったんですか、先輩」

　薄うす々うすそうではないかと疑っていたが、やはりそうなのかとクロウは恐ろしくなる。

「君相手なら、それくらいのつもりじゃないと勝負にならない。実際、さっきの突きもプレートを狙ねらったけど、君が身をよじったせいで外れた。おまけに、派手に吹き飛んだのは、半分以上は君が自分で跳んだからだろ？」

「それでも、身体からだに大穴が開いたかと思った。ヤバいのはあんたもじゃねえか」

　イシュトの言うとおり、ギリギリのところでなんとかダメージを減らすことはできた。そうしていなければ、少なくとも病院に逆戻りは間違いなかった。

「なんなんだ、あんたは。なんで俺おれに――見えなかった？」

　マナカのような高速の剣とも違う。イシュトの突きをかわせなかったのは、速さや重さのせいではなく、ただ――クロウには彼女の斬ざん気きが見えなかったのだ。

「ソーディの呪のろいって言ったな。私にかかっている呪いは、少しばかり弱いのかもな」

「なんだそれ……」

　クロウはまだ突きのダメージに震えながら、イシュトを睨にらむ。

　剣聖やマナカと比べれば劣るはずのこの生徒会長に、なぜこうも圧倒されてしまっているのか。クロウには理解できなかった。

「でも私より、君のほうがはるかに面白い。君の剣ははたから見れば眠たくなるほど遅いのに、こうして向き合ったら……なんだろう。いつ振られたのか、どんな太た刀ち筋すじだったのかまったくわからない。不思議だ、少年、君は本当に不思議だ」

　イシュトは嬉うれしそうに言って、クロウのあごを掴んで上を向かせた。

「私、君が気に入っちゃったよ。食べちゃいたいくらいだ……」

「噛かまれるくらいなら……かまわねえけどな！」

　叫ぶとともに、クロウは胸を押さえていた手をひらめかせていた。

　剣はなくとも古コ流リユウの動き――動くことを相手に読ませない、不意の一撃。

　今度は、それが――

「ちょっ……!?」

　会長の顔から笑みが消え、はっきりと焦りと驚きが浮かんだ。それと、もう一つ。

「ど、どこを触っ……!?」

　イシュトの顔が真っ赤に染まる。クロウの掌しよう底ていが会長のプレートを叩たたき割わり、そのまま彼女の胸を揉もんでいた。勝利とともに欲望を満たす、古流の技術の悪用である。

「というわけで、俺の勝ち……ていうか、会長」

「い、いつまで触って……ってなに!?」

　クロウは、かまわずにイシュトの胸をぐにぐにと揉もんで。

「会長、綺き麗れいだけど胸は貧しいっすね」

「ふふん♪」

　羞しゆう恥ちで真っ赤になっていたイシュトの顔に、また笑みが浮かぶ。

　生徒会長は優しい笑顔をクロウに向けて、木ぼつ剣けんを大きく振り上げた。

「え？　あれ、会長。バトルロイヤルは俺おれの優勝――」

　イシュトは聞く耳を持たずに、木剣を激しく振り下ろした。

　クロウは惜しみつつ会長の胸から手を放し、かろうじてその一刀をかわす。

　今の一刀ははっきりとクロウには読めたが、込められた殺気も恐ろしくなるほど感じてしまった。

　どうやら、麗しき生徒会長には触れてはならないタブーがあったらしい。

　小さな胸の感触を思い出しつつ、クロウは脱だつ兎とのごとく逃げ出した。生きて表彰式を迎えるためには、会長との第二ラウンドに勝たなければならないようだ――





「……なーにやってんだか」

　ぐっと缶ビールを飲み、女は苦笑混じりに言った。

　剣の学院の第二校舎、その屋上にある円筒形の給水タンクの上に彼女の姿はあった。偉そうにタンクの上に座り込み、そのそばにはビールの缶が散乱している。

　買ってきた半ダースのビールは、バトルロイヤルを見物している間に残り一本になっていた。

「あのガキの女好きはもう病気ね」

　ビールをあおっている女の名前は、マナカ。

　ソーディであり、七しち剣けんの一人“〝剣けん将しよう”〟の称号を持っていた剣けん士しだ。

　今年二十四歳になるのだが、見た目は十代の少女にしか見えない。ソーディは『光コウ』の影響で人間と比べて老化が遅いのだ。

　肩までの青い髪に、緑の瞳。顔立ちは整っており、胸もほどよく盛り上がっていて、手足はすらりと長い。どこに出しても恥ずかしくない美女だった。

　彼女はブレイズの一員であり、経歴を偽ってソーディ社会に潜り込み、七剣にまで昇り詰めた女だ。かつてはセイバーズの局長を務め、クロウの上司でもあった。

　その彼女はソーディ社会に叛はん旗きを翻したにもかかわらず、今日も堂々とセイバーズの制服を着ている。彼女自身がデザインを発注したその制服がお気に入りなのだ。

「結局、優勝はクロウ君か。妥当すぎて面白くないわね」

　マナカはバトルロイヤルの開催を聞きつけ、大会を見物していたのだ。

　彼女は高速移動により分身を生み出すことすら可能だという、一種の怪物である。その高速の動きの中で獲物を捉とらえる視力もまたずば抜けている。彼女の目ならば校内を一望できるタンクの上から、戦う生徒たちの姿を見通すことはたやすい。

　クロウとイシュトの戦いも、彼女はすべて見ていた。

「ま、お遊びじゃあこんなもんかしら。暇潰つぶしにはなったけど」

　マナカがそうつぶやいたその瞬間。

　ビールの缶が、突然真横にすっぱりと斬きられていた。まだ残っていた中身がこぼれたときには、既にマナカの身体からだは宙に跳んでいた。

「おおっ？」

　のんきにつぶやいたマナカの眼下で、給水タンクがみじん切りになっていた。バラバラになったタンクから大量の水が溢あふれ出だし、屋上の床を一気に覆い、校舎の下へと落下していく。

　マナカは水浸しになった屋上に着地し、腰に差していた剣を抜いた。

　舞まい姫ひめ――そう名付けた彼女の愛あい剣けんは、片刃の長剣で、刀身は紙のように薄い。

「ははっ。バカでかいタンクをすぱっと斬るとか、相変わらずおっそろしい技ねえ」

　マナカは不敵に笑って、屋上に現れた一人の女を見つめた。

　しかし、相手のほうはマナカに視線を向けていない。

　いや――固く閉じられたその女の両目は、なにも見ていないのだ。

「お久しぶり、“〝絶ぜつ剣けん”〟シュナーク」

「ええ、お久しぶりですわね、元“〝剣けん将しよう”〟マナカ」

　シュナークの声は、心なしか弾んでいるようだった。

　彼女もまた、七しち剣けんの一人である。

　現在の七剣はまだ年若い者が多く、シュナークの年齢は十九歳。絶剣の座に就いたのは三年前、まだ十六歳のときだった。

　薄茶色の髪はセミロングの長さで、三つ編みにしている。

　着ているのは七剣の正装だ。デザインは剣けん姫きのものとよく似ている。黒を基調にした上着に金色のラインが入っていて、同じく黒のスカートの丈は短めだ。双子剣姫のようなマントは羽織っていない。

　腰にはやたらと拵こしらえが豪華な小刀を差しているが、それが飾りであることをマナカは知っている。

「さすがですわね、マナカ。タンクごと輪切りにして差し上げようと思いましたのに」

「タンクはいいけど、ビールを斬ったのは余計だったわね。まだ中身が残ってたのよ」

「それは大変失礼しましたわ」

　くすくすと笑って、シュナークは優雅に一礼する。

　彼女は過去に何人も七剣や剣姫を輩出している名家の生まれだ。ソーディの中にはある種の特殊な剣を扱う者たちが存在するが、その中でもシュナークの家に伝わる剣はさらに特殊なことでも有名だった。

「では、ついでにもう少し失礼いたしましょう。ソーディを裏切った挙げ句にあっさりと始末されるという不名誉をあなたに差し上げますわ」

　シュナークは、すっと両手を胸の前で交差させた。

　彼女は黒い革製の手袋を着けており、五本の指には鉄製のリングがはめられている。

　リングから伸びているのは、五本のワイヤーだ。“〝鋼こう糸し剣けん”〟と呼ばれるそれが、マナカの大事なビールとタンクをバラバラに切断したのだ。

　シュナークの鋼糸剣は、数十メートル先まで届き、人体など豆腐のように斬きってしまう。相手の間合いのはるか遠くから攻撃可能な、恐るべき秘剣なのだ。

　マナカはその秘剣を以前に何度か目にして、その驚異的な威力も知っている。

　しかし――マナカは笑った。

「あはは、この私が今さら不名誉なんて嫌がるとでも？　私に嫌がらせをするなら、もっとあくどくなることね。そういうあなたも、七しち剣けん様のくせに、学院の警備員にでも就職したのかしら？　名誉にはなりそうにないわね」

「お金をいただいておりますから」

　シュナークはこともなげに言った。

　彼女は七剣でただ一人、金で動く剣けん士しである。正当な報ほう酬しゆうさえもらえれば、危険な仕事はもちろん、酒場の用心棒だろうと引き受けるという噂うわさだった。マナカも半信半疑であったが、どうやら事実らしい。

「シルフィ様のご依頼でしてね。この学院には重要人物が数人いらっしゃるようですので。まあ、この仕事には私が最適任でしょう」

「確かに、他の七剣たちもバカみたいに強いけど、広範囲をカバーできるのはあなただけだものね」

「ええ。見えなくても、私には――すべてが感じられますので」

　絶ぜつ剣けんシュナークの閉じられた瞳は光を失っている。

　しかし彼女は、周囲２キロ範囲の状況を知覚できるという。視覚ではなく、音と空気の動きで人や物の動きを完全に把握しているのだ。視力を失っている代わりに他の感覚が鋭敏になっている――だけでなく、彼女だけの特殊な技術も使っているらしいが、その詳細はマナカでも知らない。

「それと、あなたクラスの剣士がまたセフィ様や太たい陽よう教きようの子を狙ねらうかもしれませんでしたからね。そうなれば、人数を揃そろえても、手て練だれの剣けん姫きを集めても、無駄な犠牲が出るだけです。私でしたら学院全体の警備と七剣クラスへの対処が可能ですわ」

「なるほどねー。まあ、私にもあんたが待ち受けてたのは意外だったわ」

「私も意外ですわ。まさか、つい先日ここで大暴れした人が、のこのこ戻って来てビール片手に学生さんのお遊びを見学しているなんて」

　マナカは、シュナークの鋼糸剣がわずかに動いているのを確認した。鋼糸剣の一本一本は目に見えないほど細いが、マナカの視力ならば充分に捉とらえることが可能なのだ。

「姉さんの弟子のガキたちにやられた傷も治ったんでね。久しぶりのお散歩がてらに来てみたってわけよ」

「なるほど、なるほど。では散歩のついでで殺されるというわけですね。お気の毒……ですわっ！」

　シュナークが指を動かしたのと同時に、屋上の床に這はっていた鋼こう糸し剣けんが突如跳ね上がる。

　十本の鋼糸剣はまるで別々の生き物のように動き、マナカを檻おりの中に閉じ込めるようにして取り囲み――一気に彼女を数十の肉塊へと分断した。

「…………あらまあ」

　シュナークは、ぼそりとつぶやいた。

　鋼糸剣が絡みついてくる直前にマナカは跳び、数メートル離れた屋上の鉄柵の上に立っていた。シュナークに斬きられたかのように見えた――シュナークには見えないが――のは、マナカの残像だったのだ。

「一瞬でずいぶんと遠くまで。まったく、ちょろちょろと落ち着きのないことですわね」

「今日の予定にあんたとの立ち会いはなかったのよ。悪いけど、今日はこのまま帰らせていただくわ」

「惜しいですわね。あなたを仕留めれば、特別報ほう酬しゆうが出ますのに」

「前から訊ききたかったんだけど、あんたそんなにお金貯ためて、どうしようってーの？」

「私は視覚以外の感覚を鍛えてますが、味覚も妙に鋭くなってしまいましてね。手間暇かかったお高いお料理以外は受け付けなくなったんですの。それでお金がかかるんですわ」

「……大変ね」

　マナカは呆あきれて言った。半分以上は冗談だろうが、嘘にも聞こえないところが怖い。

　元剣けん将しようのマナカと向き合っての、この落ち着き。さすがに、盲目でありながら七しち剣けんまで昇った剣けん士しはものが違う。

「といいますか、本当にこのままお帰りになるのですか？」

「ええ、そのつもりよ」

「あの坊やには――お会いにならないんですの？」

「…………」

　シュナークが言っているのは、もちろんクロウのことだろう。

「剣けん聖せいのお弟子さんのあの子、退院して戻って来てすぐに私の存在に気づいたようですわね。さっきの生徒会長さんとの戦いぶりといい、なかなか面白い子ではありませんか」

「面白いことは否定できないわね」

「あの子の奇妙な剣は、私の鋼糸剣も防げるのでしょうか。一度手合わせをお願いしたいくらいですわ」

「……シュナーク、一つ言っておく。クロウ君に手を出したら……殺すわ」

　マナカはそう言って、舞まい姫ひめを鞘さやに収めた。

　シュナークの返答を待たず、マナカは屋上から身を躍らせた。

　四階建ての校舎である。落ちればソーディといえども無傷では済まない。しかし、彼女は窓の桟やパイプなどのわずかな足がかりを伝って、あっという間に下まで降りてしまう。

　シュナークの鋼こう糸し剣けんが追ってくる気配もない。あちらも、本気でマナカとやり合うつもりはなかったのだろう。戦えば、どちらが勝つかわからない。少なくとも、報ほう酬しゆうを目当てにマナカとやり合うのは彼女にもリスクが大きいはずだ。

　学院内を走りながら、マナカは思った。

　シュナークの口からクロウの名が出たとき、自分は確かに――ほんの一瞬にも満たない間ではあったが、心が少しだけ揺れてしまった。

　ほんの二週間ほど前、命を懸けて立ち会い、傷を負わせた少年。

　マナカが心から尊敬する実の姉、剣けん聖せいヒョウカの弟子。

　そしておそらく――ヒョウカを斬きった男。

　クロウはかつて自分の部下であり、弟のような存在でもあった。

　しかし、今は違う。

　マナカははっきりと姉の仇かたきである彼を憎んでいる。

　だが、その憎しみは――クロウへの強い執しゆう着ちやくでもあることを自覚している。

　シュナークに言われたとおり、事件を起こしたばかりのマナカが現場に舞い戻るなど、普通ではない。実は、自分でも理解できない行動だった。

　クロウへの執着が自分になにをもたらしているのか。

　その答えは、彼女の中にはまだ存在していなかった。



    

  
    
      


２章　少女たちの休息





　その日、桜さくら井い日ひ奈な子こは学院の庭園にあるベンチでのんびり本を読んでいた。

　バトルロイヤルが終わって三日が過ぎ、何事もない日常が続いている。

　今は午後三時。ついさきほど授業も終わり、校舎のほうが少しだけ騒がしくなっている。もうすぐクロウやセフィも帰ってくるだろう。

　日奈子は、これまでは常にクロウにくっついて授業にも出ていたが、彼の入院後に校内での自由行動が認められた。学院の授業に出ることも多いが、たまにこうして外の風を感じながら本を読んでいるのも悪くない。

　ページをめくろうとして、日奈子はふと手を止めた。なんとなく、動こうとするたびに窮屈さを感じる。

　日奈子が着ているのはいつものコスプレではなく、剣の学院の制服だ。生徒でもないのに制服を着ているのには理由があるのだが、露出度の高いコスプレ服と比べると制服はどうも重たく感じられる。戦闘時にも着用する服なので、動きやすいはずなのだが。

　わたしは薄着が好きだったのか、と日奈子は今さら自分の好みに気づいた。

　日奈子は、物心ついた頃から太たい陽よう教きようの施設で監かん禁きん生活を送っていた。そこでは、服も与えられるものをただ着るだけだったのだ。

　彼女が十五歳になるまで過ごしていた部屋は快適ではあったが、自由はなにもなかった。当然、そこから外に出ることは許されなかった。

　太陽の乙女――

　日ひ奈な子こは、太たい陽よう教きようではそう呼ばれていたらしい。そんな呼び名を持ちながら、彼女は太陽の下に出たことがなかったのだ。

　日奈子の監かん禁きんは、太陽教の教祖である彼女の親の命令であり、常に周りには監視を兼ねたお付きの者たちが数人いた。

　おそらく、長く仕えてくれたお付きの者たちは日奈子に同情してくれていたのだろう。外に出たがった彼女の願いを聞いてくれた。お付きの者たちの手助けで、日奈子は長い長い時間を過ごした部屋から脱出することに成功した。

　しかし、その直後に日奈子と彼女を逃がした者たちは捕らえられ、施設に戻されることとなった。日奈子を捕らえる際に太たい陽よう教きよう徒とたちは警察相手に騒ぎを起こしてしまい、彼らを追ってきたクロウによって彼女は保護されたのだ。

　日奈子は、自分を逃がした者たちは一人残らず殺されただろうと考えている。太陽教は街中に普通に教会があり、別に秘密組織というわけでもない。だが、一部の教徒は武ぶ装そうしており、ソーディに叛はん旗きを翻している。政府に逆らい、違法な銃じゆう火か器きをも用いるような連中が、裏切り者をそのままにしておくとは思えなかったからだ。

　自分を助けてくれた者たちへの感謝を忘れたことはない。気の毒なことをしてしまったとも思う。

　それでも、自分が外へ出たことは後悔していない。

　外は、素晴らしい。彼女が求めていたものが、ここにはある。

　日奈子はこうして空の下で風に吹かれて、静かな時間を過ごしたかったのだ。

「あら、ヒナ。こんなところにいたの？」

　話し掛けてきたのは、カバンを手に持ったセフィだった。下校してきたところらしい。

　セフィは「人間二人を監視している」という名目を得たため、今は普通に日奈子にもクロウにも話し掛けてくる。人前ではことさらに親しい様子は見せない。もっとも、クロウに対するツンツンした態度は人前でなくても同じことだ。

「ええ、今日はいいお天気なので」

　日奈子は答えた。もうすぐ季節は夏になろうとしている。寒くはなく、暑すぎず、外で過ごすにはいい時期だ。

「そういえばわたし、夏って初めてです」

「は？　初めてって……」

「ずっと箱入りでしたから。エアコンで快適ではありましたが、夏とか冬とかほとんど関係ありませんでしたね」

「そ、そうなの……」

　セフィは若干引いているようだ。日奈子には、驚かせるつもりはなかったのだが。

「えーと、それはいいんだけど……あんた、なんで制服着てるの？」

「ああ、これですか」

　日ひ奈な子こは、自分のスカートの裾すそを軽くつまんだ。

「学院の職員さんが届けてくれました。入学はさせられないけど、せめて目立たないように制服を着ておくようにと」

「なるほど。まあ、それが一番目立たないわね」

　学院には人間の職員も何人かいる。ただし、彼らはあくまで労働力として認められているのであって、クロウのように生徒として入学した人間や、入学したわけでも働いているわけでもない日奈子は、生徒たちから見れば相当に目障りな存在だろう。

　少しでも目立たないようにするために、制服姿というのは悪くないはずだ。

「でも、なんでカチューシャ着けてるの？　それ、前まで着てたメイド服のやつでしょ？」

「わたしはクローに尽くすために来ましたので。初心を忘れないためにです」

「初心なんてとっくに忘れてるように見えるけど……」

　セフィは呆あきれているようだ。

　実際、日奈子はかなり忘れていたが、命懸けで守ってくれている彼のためになにかできれば――という気持ちは確かにあるのだ。ただ、今のところなにも実行できていない。

「ヒナ、隣いいかしら？」

「どうぞ」

　セフィは、日奈子の隣に腰を下ろした。

「そういえば、クローは一緒じゃないんですか？」

「なんであたしが、あいつと並んで下校するのよ」

　こういう女の子をツンデレという。日奈子は俗なことも学習しつつある。

「それより、なに読んでるの？」

「少女漫画、というやつです。学校が舞台で、女の子がかっこいい男の子に恋してます」

「ざっくりした説明ね……。まあ、少女漫画ってそういうものかしら」

「わたしと同じ年頃の女の子は、こういう生活をしているのですね」

「どうかしらね。それは漫画だし」

　フィクションだということは、日奈子も理解している。

　だが、日奈子と同年代の女の子たちが、漫画に描かれているように毎日学校に通い、友達と遊び、男の子に恋をすることは当たり前のことだ。

　日奈子は、自分がどれだけ異常な環境で生きてきたのか、理解してきた。

　ソーディに囲まれている現状もあまり正常とは言えないが、ここでの生活は悪くない。外で読書を楽しめるし、着る物を自分で選ぶこともできるのだから。

「あのね、ヒナ」

「……はい？」

「あんたには太たい陽よう教きようのこととか、いろいろあるから、すぐには無理かもしれない。でも……状況が落ち着いたら、普通に学校に通えるようにしてみるわ」

「え、そんなことが……？」

「別に難しくはないと思う。だって、ヒナはなにも悪いことはしてないんだもの。母上か姉上にお願いすれば、きっとできるわ」

　セフィの母は四よん将しようの一人だと聞いた。その程度のことは、確かに簡単だろう。

　しかし、四将の娘であるセフィが人間一人のために……。

「セフィはいい人ですね」

「なっ、なにをいきなり……！」

　セフィは頬ほおを紅こう潮ちようさせて、そっぽを向いた。

　日ひ奈な子こはふと思う。セフィは四将の娘ではあるが、政治家には向かないだろう。底抜けにお人ひと好よしすぎる。日奈子でも、綺き麗れい事ごとだけでは政治はできないことくらい知っている。

「ちなみに、俺おれもいい人だぞ」

「きゃっ!?」

「……なにしてるのですか、クロー」

　いつの間にか、クロウが日奈子たちが座っているベンチの後ろに立っていた。

「なにがいい人よ。セクハラ魔のくせに」

「あれは本能だ。俺の優しさとは関係ない」

「偉そうに言うな！」



    

  
    
      



    

  
    
      

「わかってもらえなくて残念だな。まあ、いいところで会った。二人に話がある」

　クロウはそう言って、わざわざセフィと日ひ奈な子この間に割り込んで座った。

　セフィはなにか言いたそうな顔をしたが、ベンチの端に寄っただけで黙ったままだ。

「ちょっとさ、シルフィ様に呼ばれてたんだよ」

「姉上に？」

「ほら、このまえ俺おれ、バトルロイヤルで優勝しただろ」

「優勝したあと、なんかしばらくもだえてましたよね」

「……そんなこともあったかな」

　日奈子の言葉に、クロウはすっとぼける。

　彼は三年生の生徒会長という人に一撃入れられたらしく、その日の夜から丸一日ほど、家に閉じこもって唸うなっていた。食事も喉のどを通らず、相当なダメージがあったようだ。

「それはともかく、優勝者にはご褒ほう美びが出るんだってさ。それもシルフィ様から」

「ああ、会長が姉上に話を通してたのはそういう理由もあったのね……」

「学校からご褒美を出すより、シルフィ様のほうが気前よくいいものを出してくれそうだからな。会長も、気が利いてる」

「それで、ご褒美というのは？　わたしたちになにか関係があるのですか？」

　クロウは、にやりと笑って頷うなずいた。

　彼は日奈子の肩をぽんと叩たたき――

「喜べ。日奈子、外に出られるぞ」

「外……ですか？」

「そうだ、シルフィ様が手を回してくれて許可が下りた。今度の日曜、街でお買い物といこう」

「街で……お買い物……」

　日奈子は、ぼんやりとつぶやいた。

　ずっと閉じ込められて生きてきて、剣の学院に連れて来られて。

　校内での自由行動が許されたと思ったら、今度は街へ出ていいという。

　どんどん世界が拡ひろがっていく。

　それは、日奈子にとって多少不安がないでもなかったが――

「行きます。クロー、わたし、行きます」

　日奈子は珍しく目を輝かせ、何度もクロウに向かって頷いてみせたのだった。





　日曜になるのを待って、クロウは日奈子を連れて街へとやって来た。

　当たり前のような顔で、セフィも同行している。買い物をするなら女の子が付き添ったほうがいい、とセフィのほうから同行を申し出てきたのだ。

　剣の学院から自動車で二十分程度。そこに、ソーディの若者たちでにぎわう街があるのだ。

　東京ソーディアには大きく分けて、中央特別区センターと外層人類区ダウンタウンの二つのエリアがある。

　中央特別区は政治と経済の機能が集約され、ソーディたちが生活する領域だ。

　一方、外層人類区では、主に人間たちが暮らしている。

　二つのエリアの境目に壁や検問などがあるわけではなく、基本的にはソーディも人間もどちらのエリアにも自由に行き来することが可能だ。

　しかし、法律的にはなんの問題もなくても、二つのエリアの境目には見えない壁が確実に存在している。わざわざ、その境界を越えようという者もそうはいない。

　三人がやって来たのは、もちろん中央特別区の街である。

　朝から空は晴れ渡り、気温は五月にしてはそこそこ高かったが風も吹いていて、過ごしやすい日だった。

　クロウたちはシルフィに手配してもらった車を降りると、さっそくセフィの案内でショッピングということになった。セフィがよく通っているというデパートが第一目標として選ばれた。彼女は若者向けのファッションビルなどより、落ち着いた店のほうがお好みらしい。クロウには違いがよくわからなかったが。

「おおお、クロー、見てください」

　デパートに入るなりそう言った日ひ奈な子この顔は無表情のままで、目だけがきらきらと輝いていた。

「なんだよ、まだ入り口だぞ」

「だって、ほら……階段が動いているのです！」

「…………」

　クロウは、日奈子が視線を向けているほうを見る。確かにそこには、昇りのエスカレーターがある。

「……俺おれ、帰っていいかな」

「待ちなさい。あんたが連れて来るって言ったんでしょ」

「そうだっけ……」

　すっとぼけたクロウを、セフィが睨にらみつけてくる。

　日奈子が度を外れた箱入り娘であることは、クロウもセフィも承知している。

　しかし、これほどまでの世間知らずだとは想像もしていなかった。

「言っておきますが、冗談なのです。エスカレーターくらい知っています」

「……だよなー」

「そ、そうよね」

　クロウは呆あきれ、セフィのほうはごまかすように笑った。

「と、とりあえず行くわよ。まずは服よね。あたしがよく行ってるお店でいいの？」

「……あの、セフィ。質問が」

　日奈子は、入り口近くのフロア案内のボードを穴が開くほどまじまじと見ている。

「この、地下にある食品コーナーというのは？　そういえば、心なしかどこからか甘い匂においがしてきます」

「いきなり食い気を出すんじゃないの。いいから、ついて来なさい」

　そう言って、セフィは日ひ奈な子この手を取って歩き出す。

　日奈子はまだ未練たらしく地下に目を向けているが、逆らわずについていっている。

　クロウは、苦笑しながら二人の後ろを追いかけた。

　ブティックが並ぶフロアに入り、セフィが先頭に立って、慣れた感じで進んでいく。

「そうねえ、ヒナにはどういう感じの服がいいかしら」

　セフィはずいぶんと楽しそうだった。彼女は休日の今日も、学院の制服姿だ。

　日奈子が外に着ていけるまともな服が制服しかないため、彼女に合わせて自分たちも制服で、とセフィが提案したのだ。

　もちろんクロウも制服姿である。彼にとっても制服のほうが都合がよかった。ソーディの街を人間がうろついても法律的には問題ないが、人間だと気づかれると面倒なことになりかねない。剣の学院の制服を着ていれば、少しは気づかれにくくなるだろう。

　ちなみにクロウはいつもの日本刀を腰に提げ、セフィも帯たい剣けんしている。いつもの星ほし崩くずしはさすがに目立つということで、差しているのは彼女が予備で使っている両りよう刃ばの直刀だ。とはいっても、もしなにか起これば、クロウは一人で敵を引き受けるつもりだ。セフィを戦わせるつもりは毛頭ない。

「そうそう、春物も一応買っておいたほうがいいわね。もう夏だけど、まだ冷えることもあるだろうし」

「はあ、そういうものですか。わたしはすべてをセフィにゆだねます」

「……少しは自分でも考えてよね」

　日奈子は、街が物珍しくはあるようだが、オシャレにはあまり興味がないようだ。

「まったくもう。ずっとメイドだのナースだの、コスプレばかりだったから、ヒナに変なイメージがついちゃってるのよね。あたしにも選ぶの難しいわ……」

　セフィはぶつぶつ言いながら、近くのブティックに入って、服を物色し始めた。文句を言いながらも、セフィのほうはかなり乗り気らしい。

「……ところで、クロー」

「なんだ？」

「よくわたしの外出許可が出ましたね。わたしはセイバーズに軟禁されてる状態なのではないですか？」

「軟禁とは人聞きが悪い。保護だよ。まあ、おまえは太たい陽よう教きようだけじゃなくてブレイズにまで狙ねらわれてるっぽいからな。外に出すと多少危険はあるんだけど」

　実際のところ、セイバーズも日奈子の保護は最優先事項というわけではない。日奈子はテロ組織である太陽教の教祖の娘であっても、彼女自身は犯罪者でもなんでもない。しかし、野放しにもできず、保護という名目でセイバーズが身柄を押さえているというだけだ。

　クロウが日ひ奈な子この外出許可を求めたのはシルフィだが、正確には彼女のほうからセイバーズに依頼してもらって、許可を得た。

　案外、セイバーズは日奈子を外に出せば、太たい陽よう教きようかブレイズが寄ってくるとでも思っているのかもしれない。それでクロウが敵の一人も確保できればもうけものだ。

　なにより、名目上はバトルロイヤル優勝のご褒ほう美びだ。法的にも問題なく、予算も必要ないことなのだから、シルフィが許可を出すのは当然のことでもある。

　クロウがそこまで説明すると、日奈子は「なるほどです」と頷うなずいた。

「ですが、意外とクローは信頼されているのですね」

「別に、俺おれが失敗して死んでも日奈子が連れ戻されるだけだからな」

「ドライな世の中なのですね」

　クロウの死に、日奈子はそこまで関心がないようだ。

「ま、どちらかというと許可が大変だったのは……」

　クロウは言って、ちらりとセフィのほうに視線を向けた。顔見知りらしき店員と、なにやら相談しているようだ。

「セフィも、ブレイズに狙ねらわれているのでしたね」

「今思い出したみたいに言うなよ。つっても、セフィも学校に閉じ込めておくわけにもいかないしな。ブレイズの撃滅なんていつになるかわからんし」

　シルフィは賛成こそしなかっただろうが、妹の性格はよく知っているだろう。学院にこもって、いつまでも守られているようなセフィではない。

「一応、俺がいるしな」

　クロウは、腰に差した日本刀をぽんと叩たたいた。

　誰だれが襲って来ようと、セフィと日奈子を逃がす時間くらいは稼げるつもりだ。セフィも腕を上げている。ブレイズが相手でも、日奈子を連れて逃げるくらいは可能だろう。

「ちょっと、ヒナ！　こっち来て！」

「はいはい」

　日奈子が、ぽてぽてとセフィのほうへ歩いて行く。

　クロウは、ブティック内で服を合わせ始めた二人を眺める。今日はなにも考えず、買い物を楽しんでくれればそれでいい。

　いつも張り詰めてばかりでは、人生はつまらなすぎる。

「しかし、女の子の買い物に進んで付き合うなんて、クロウは怖いもの知らずだよなあ」

「…………」

　突然、ぽんと肩を叩かれてクロウはバカのように口を開ける。

　すぐそこにいたのは――

「ラーシュ？　おまえ、なんで？」

「クロウの携帯電話ケータイもＧＰＳついてるだろ？　セイバーズうちの電子作戦部に頼んで位置の割り出しを――」

「いやいや、そういう意味じゃなくて。いきなり湧わいて出るなよ」

　現れたのは、クロウの兄弟弟子にしてセイバーズでの相棒、ラーシュだった。今は、クロウに付き合って剣の学院に入学している。別にクロウたちに合わせたわけではないだろうが、彼も制服姿だった。腰には愛あい剣けんの“〝獣じゆう斬ざん”〟を差している。

「ま、護ご衛えいの追加ってわけさ。退院したばかりなのに、副長も人使いの荒いことだよ」

「……ふむ」

　多少驚いたものの、クロウにとって文句があるような話ではなかった。ラーシュもまた剣けん聖せいの継承印コードを持ち、腕前はクロウとほぼ互角。彼がいれば、たとえマナカが相手でも時間稼ぎが可能だろう。それと――

「おーい、セフィ、日ひ奈な子こ！　財布係が来てくれたぞ！」

「ええっ、ちょっと待ってクロウ！」

「おまえ、四よん将しようん家ちの坊ちゃんだろ。金なんか腐るほどあるんじゃーって感じだろ？」

「だろ？　じゃないよ。俺おれも独り立ちしてるんだから、親の金なんか関係ないって」

「このデパートごと買えちゃうかもなあ。値札なんてガン無視でいけるな」

「あのさ、クロウ……人の話を聞こうよ」

　セフィと日奈子が服選びを中断して、のんびりと近づいてくる。

「なんだ、ラーシュ。あんたも退院したの？」

「そういえば、ラーシュは存命だったのですね」

「熱烈な歓迎だなあ」

　セフィと日奈子の言葉に、ラーシュは苦笑で応える。

「まあ、ちょうどよかったわ。あたしもそんなに手持ちなかったのよね。でも見てると、あれもこれもってほしくなっちゃったわ」

「ん？　セフィのお家うちはお金持ちではないのですか？」

「うちは代々真面目まじめに政治家やってたからね。四将の収入だけじゃ、そんなにたいしたことないのよ。貧しいとは口が裂けても言わないけどね。ただ、ラーシュのところは戦後に土地転がしでぼろ儲もうけして、事業もけっこう成功させてるのよ」

「特権を利用してお金を稼いでいたわけですね。成金ですね」

「…………いや、俺があくどく稼いでるわけじゃないからね？」

　ラーシュが、困った顔で釈明する。

　彼の家もセフィと同じく、四将家の一つである。ただし彼は一人息子であるため、何事もなければいずれこの国の頂点に立つことになる。

　もっとも、ラーシュに家を継ぐ気があるかどうかは怪しい。少なくとも、クロウが知る限り、ラーシュは実家の権力にも財力にもほとんど関心を持っていない。

「と、こんな話してる場合じゃないわ。ヒナ、続きよ」

「はい」

　ラーシュには興味をなくしたようで、セフィと日奈子はブティックの中に戻っていく。

　取り残された男二人は、互いの顔を見た。

　そして、こつんと拳こぶしを打ち合わせて、笑った。

　人間とソーディ、種族は違っていても、ともに育った兄弟のような二人には再会の挨あい拶さつはこれで充分だった。





「うん、やっぱりこっちのほうがいいんじゃない？」

　セフィがふんわりとした桜色のスカートを、掲げてみせた。

「どちらかというと、わたしはこのスカートのほうが……」

「ええ？　でもそれ、ちょっと短すぎない？」

「大丈夫です。クローのセクハラはセフィが一手に引き受けてくれてるので、わたしは安全です」

「一手に引き受けてるわけじゃないって！」

　日ひ奈な子この問題発言に、セフィががーっと噛かみつく。

「……彼女たち、楽しそうだね」

「それはけっこうだけど、もう何軒目なんだよ……」

　クロウはラーシュにそう言って、うんざりした顔をする。

　セフィの行きつけのデパートを皮切りに、既に数軒のデパートや、ファッションビルなどに足を運んでいた。ラーシュが言ったとおり、女の子の買い物に付き合うというのは、かなり命知らずな行動だったようだ。

「今日という日はなかったものにするのが賢明なようだよ」

「おっかしいなあ。女の子と楽しいお出かけのはずだったのに」

　クロウは、深々とため息をついた。

　セフィたちから少し離れたところに立っている彼の足下には、いくつもの紙袋が置かれている。中身は全部、日奈子の服だ。

「クロウはまだいいじゃないか、単なるお供なんだから。俺おれなんて財布係だよ？」

「ついでに俺の服と靴と、あと腕時計とか買ってくれないかな」

「そこまで面倒見られるか」

　じろり、とラーシュに睨にらまれてしまう。兄弟の絆きずながあっても、お金のことは別問題のようだった。

「ロウ、ちょっとこっち来なさい」

「へ？　ああ、はい」

　セフィに手招きされ、クロウは逆らわなかった。逆らって余計な時間を浪費するのもバカバカしい。

「ロウ、このスカートとこれ、どっちがいいと思う？　あたしは、日奈子が持ってるやつは短すぎると思うんだけど」

「う、うーん……」

　セフィと日ひ奈な子こにスカートを一着ずつ見せられ、クロウは腕組みして悩む。

　クロウも別にスカートは短ければいいとは思っていない。足首まであるロングスカートにも、それなりのおもむきがあり、シチュエーション次第でいくらでもエロくなると考えている。

「よし、どっちも買え」

「人のお金だと思って！」

　クロウの適当な判断を聞きつけたラーシュが抗議してくる。

「つーかセフィ、日奈子の服しか買ってねえだろ。自分のも買ったらどうだ？」

「え？　でも今日はヒナの買い物で……」

「いいから、いいから。これと……これなんか似合うんじゃないか？」

　クロウはぱっと目についたカットソーとスカートを手に取った。どうせ買い物が長引くなら、目の保養くらいはさせてもらいたい。

「そうですね。わたしのばかりではセフィに悪いです」

「ちょっとは俺おれにも悪いと思ってください」

　ラーシュは、すっかりツッコミ役になってしまっている。

「うん……じゃあちょっと合わせてみようかな。別に買うわけじゃないからね」

　セフィは、クロウに勧められたものを素直に買うと言えないようだ。それでも試着するあたり、意地を張りきれないのだろう。彼女は服を手に、試着室へと入っていく。

「わたしも試着してみるのです」

　日奈子もスカートと、他に何着か服を持ってセフィの隣の試着室へと入った。

「俺は頭痛くなってきたから、その辺のベンチに座っとくよ」

「お大事に」

　クロウは店を出て行くラーシュにひらひらと手を振り、試着室の前で腕組みして二人が出てくるのを待つ。日奈子のほうから、「んー」とか「あー」とか唸うなり声が聞こえてくるのは気にしないことにする。

「セフィ、この上着に合うのはどっちのスカートでしょうか？」

「おおい！」

　いきなり試着室のカーテンが開いて、日奈子が姿を見せた。

　彼女は制服のブラウスの前を全開にして、スカートが足下に落ちたまま――要するに、ほぼ下着姿だった。

「あ、セフィもお着替え中なんでした」

「いいから、中に戻れ！」

　クロウが、試着室のカーテンを閉め直そうとしたところで。

「ちょっと、あんたたちまさか！」

　シャッ、とその隣のカーテンも開き、今度はセフィが出てきた。彼女のほうは下着姿ではなかった。

　スカートははいているが、上は裸でブラジャーも着けていない。

「……さすがセフィです。あざとくクローを誘うことについてはプロですね」

「は……？　って、きゃああああああああああああ！」

　セフィはソーディならではの素早さで、鋭く身を翻して試着室の中に戻った。そして、すぐにカーテンの隙すき間まから顔だけ出して、クロウを睨にらみつけた。

「み、見た？」

「ていうか、前にも風呂上がりの姿とか見てるし」

「蒸し返すな！　何度見れば気が済むの！」

「いや、今のはセフィが見せてきたんじゃ……」

「うっ、そうね……ごめんなさい」

　セフィは赤面したまま、小さく頭を下げた。すぐに自分の非を認めるのは彼女のいいところである。

「ん？　なんでセフィ、下着まで外してたんだ？」

「そ、それは……ちょっと最近ブラがきつくなって……着け直そうとしてたのよ」

「ふーん」

　ソーディの成長期も人間とほぼ変わらない。下着のサイズが合わなくなるのも無理ないことだろう。

「ついでですから、クローにも見てもらいましょう。どっちのスカートが合うと思いますか？」

　日ひ奈な子こは上着とスカートを、クロウに見せてくる。

「ついでじゃなくて、さっさと戻りなさい！　ロウ、あんたも見ないの！」

「仕方ないですね」

　不承不承といった風に、日奈子は試着室のカーテンを閉めた。クロウは、もうちょっと日奈子は恥じらいがあったほうがいいな、などと勝手なことを考えつつ、カーテンの前から離れた。

「もう……また見せちゃうとか……。アホなのか、あたしは」

　セフィが涙目になってぶつぶつ言いながら、ブラジャーを着け直している。試着室の中は狭く、二人が入るとかなり窮屈だ。

「あ、ホック留めてやろうか？」

「ありがとう」

　クロウは頷うなずいて、淡いグリーンのブラのホックをぱちんとはめる。

「……なんであんたも入ってきてるんだ！」

　セフィがようやく気づいて、ばっと振り返る。室内が狭いせいで、向き合うと同時にセフィの柔らかな胸がクロウの身体からだに当たる。

「きゃっ…………」

「おおっ」

「おお、じゃない。だから、なにしてんの！」

「いや、姫君のお着替えをお手伝いしてしんぜようかと思って」

「いらんわ、バカっ！」

　セフィに強めに押されて、クロウは試着室から追い出されてしまう。少し久しぶりのセクハラはあまり上う手まくはいかなかった。

　クロウは店を出て、通路にあるベンチで休んでいるラーシュに歩み寄る。

「なんかセフィの大声が聞こえたけど、またなにかやったの？」

「まあ、いつものお遊びだな」

「あれで実はセフィも楽しそうだからなあ。よくわからないよ、おまえとセフィのことは」

「俺おれにできるのは、セクハラくらいだからな。セクハラまで、かな」

　クロウは笑って、ラーシュの隣に腰掛けた。それ以上のことは言わない。

　セフィと同じく四よん将しようの子であるラーシュには、クロウが言っている意味は充分にわかるはずだ。

「そうだ、思い出した。クロウ、生徒会長って人に一発やられたんだって？」

「おまえは相変わらず耳ざといなあ。なんでそんなピンポイントな情報を知ってるんだよ」

　クロウは今度は苦笑して、会長の突きをくらった胸をとんと人差し指で叩たたいた。

「あの会長、どこかおかしいんだよな……。一瞬だったが、攻撃が読めなかった」

「クロウが？　それは確かに妙な話だな」

　そう、いつものクロウならば敵の斬ざん気きを読むことができる。速すぎてさばききれないことはあっても、まったく読めないというのはまずありえない。

　しかし、生徒会長イシュトの一撃をくらったとき、確かに一瞬気配を読み損なってしまったのだ。

　クロウは深く座って、壁に背中を預ける。

「まーったく。そりゃ俺たちだって、ただの剣けん聖せいの継承者候補だ。七しち剣けんにはかなわねえし、剣けん姫きの強い連中にもまだ勝てないだろうな」

　ソーディの中にも勘かん違ちがいしている者がいるが、継承印コードはあくまで候補者に与えられるものであって、それがあれば自動的に七剣の称号を継げるわけではない。“〝弟子”〟の次の段階が“〝継承者”〟だと言えるだろう。継承者としてさらに修行を積み、師である七剣の承認を得て、ようやく次代の七剣となれるのだ。

　まだクロウとラーシュは、現役の七剣にはとうてい及ばない。

　剣姫の中にもイシュトのような強者がいた。七剣ほどの知名度がなくても、強いソーディなどいくらでもいるのだろう。

「……なあ、クロウ。マナカも、どこまで本気だったのかな。本当なら、俺とクロウが、こうしてのんきに女の子の買い物を待っていられなかっただろうね」

「あいつは、俺に復ふく讐しゆうする気満々だったみたいだぞ」

　マナカには、クロウの命を狙ねらう理由が充分にある。クロウも、彼女に殺されても文句は言えない。殺されるつもりもないが。

　ラーシュは、手を頭の後ろで組んでにやりと笑った。

「マナカとは、俺おれもおまえも子供の頃からの知り合いだ。師匠せんせいのところへしょっちゅう来てたからね。もう一人の師匠って言ってもいいくらい。必殺の乱みだれ舞まい姫ひめも見せてもらってたし。いくらマナカが大ざっぱといっても、信頼してない相手に奥の手は見せないだろう。たぶん、マナカは……」

「憎いだけじゃないっていうのか」

　クロウは、ぼんやりと言った。

　マナカとの戦いは綱渡りではあったし、一つ間違えば死んでいただろう。だが、ラーシュが言うとおり、マナカの実力からいえばクロウを殺すことはそこまで難しくなかったはずだ。

「俺はね、クロウ。マナカはそこまで冷れい酷こくになれる女じゃないと思ってるよ」

「……どうかな」

　クロウは答えをごまかした。

　彼とマナカとの間の因縁は、簡単に答えを出せるようなものではなかったからだ。





　壁際に置かれた大型の液晶ＴＶでは、昼のワイドショーが流れている。

　芸能界のニュースがメインになる番組だが、最近は面白いスキャンダルなどもないようだ。芸能人の恋愛疑惑など、毒にも薬にもならないニュースが報じられている。

　そこは、とある廃ビルの一室だった。五階建てで、以前はいくつかの会社の事務所が入っていたらしい。今は店たな子こがいなくなり、放置されてしまっている。

「ふわぁ……退屈ね」

　ＴＶの前に置かれたソファに座っているのは、マナカだった。今日もセイバーズの制服を着て、だらしなくあぐらをかいている。

　芸能関係のニュースが終わり、次のコーナーが始まった。その内容は――“〝剣けん将しようマナカ、謎なぞの裏切りの真実”〟だった。

「あらら」

　マナカは思わず苦笑した。

　この番組を作っているのは確か人間の制作会社だったはずだ。

　ソーディは人間を差別する社会構造をつくりあげてはいる。しかし、基本的に報道の自由は認めているし、人間を徹底的に締め上げるようなマネもしていない。

　人間が武器を持って立ち上がれば、ソーディは即座に叩たたき潰つぶすだろうが、逆に言えば武力以外の方法で反抗されてもまったく気にしない。報道の自由は、差別されている人間たちのガス抜きになるというのもある。

　だからこそ、ソーディ剣けん士しのトップにいたマナカをゴシップとして取り上げることもできるのだ。

　十四歳のマナカが先代の剣けん将しように弟子入りしたところから始まり、わずか三年の修行ののちに称号を継いだこと、戦闘スタイルや得意技、はては食べ物や酒の好みまで紹介されている。マナカ本人ですら忘れているようなことまで語られていた。

「……なんだかねえ」

「お姉様、なにをご覧になっているんですか？」

　部屋のドアが開いて、ネーナが中に入ってきた。白いブラウスの下に学院のスカートをはいている。

　ネーナは弟子というわけではないが、マナカを姉のように慕ってくれているブレイズの少女である。剣の学院で事件を起こしたマナカとネーナ、揃そろって二人で身を隠しているというわけだ。

「なんだ、ワイドショーですか。わざわざこんなもの見なくても……あ、今映ってるの、先代の剣将ですよね」

「ええ、私の師匠よ」

　先代の剣将は、既にこの世の人ではない。

　彼女はまだ若かったが、旅行で出かけた外国で飛行機事故に遭い、帰らぬ人となったのだ。いくら頑丈なソーディでも、空中で飛行機が爆発すれば助からない。

「いい人だったわね。お酒が好きで、戦う前にも飲んでたくらい。不思議と、飲んでるときのほうが強かったりとかね」

「いかにも、お姉様の先生らしいですね」

　ネーナは苦笑して言った。彼女はマナカの酒好きを口に出してとがめはしないが、いつ戦闘になるかわからない状況であるため、控えてほしいと思っているようだ。

「本当に強かったわよ。今の私でも、確実に勝てるかって言われたら悩むくらいに。尊敬できる人でもあったわ」

「でも……お言葉ですけど、ソーディですよ」

「誰だれでも彼でも憎んだってしょうがないでしょ。あんただって、セフィのことは好きだったんじゃないの？」

「う……」

　ネーナは、セフィの命を狙ねらうために剣の学院に生徒として潜入していた。セフィに近づくことはできたが、接近しすぎてあの四よん将しようのお姫様を好ましく思うようになったようだ。

「ていうかさ、ネーナ。あのまま、学院で学生生活を続けてもよかったのよ？」

「冗談はやめてください！」

　ネーナが顔を紅こう潮ちようさせながら、ぐっと身を乗り出すようにして言った。

　彼女はブレイズの“〝居きよ留りゆう地ち”〟での生活がよほど厳しかったと聞いている。ソーディに粛しゆく清せいされたブレイズの生き残りである祖母から聞かされた繰り言も、彼女に強い影響があったのだろう。

「わたくしは、ブレイズとして最後まで戦い抜くつもりです。もちろん、セフィ様が前に立ちはだかるのでしたら――」

「ま、あまり気負いすぎないことよ。私らがやってることは、控えめに言っても非生産的なことだから。せいぜい楽しまないとね」

　マナカは気楽に言って、リモコンでＴＶのチャンネルを変えた。剣けん将しようマナカの特集も終わり、最近見ているドラマが始まったのだ。

「といっても、今の私たちは動きにくいけどね。完全に面が割れちゃってるからねえ」

「でしたら、学院に出かけたりしないでくださいよ。絶ぜつ剣けんと鉢合わせなんて危なすぎます。いえ、お姉様が負けるはずがありませんけど」

「どうかしら。まあ、学院にはちょっかい出さないほうがいいみたいね。シュナークは探知能力がある上に、鋼こう糸し剣けんは一人で集団を相手にすることもできる。ちょいとばかり、厄介なのよね」

「動き出したのは……セフィ様の姉と絶剣だけなのでしょうか。他の七しち剣けんたちも……」

「まっさか。ソーディ政府もアホじゃないわ。七剣ほどの貴重な戦力をわざわざ私らにぶつけたりはしないでしょうね。それで七剣に損害が出たりしたら、大損すぎる。シュナークはシルフィが個人的に使ってるだけだし。政府に使われるのは、捨てても惜しくないような奴やつらよ。クロウ君なんかちょうどいいでしょうね」

「……わたくしたちの相手は、人間なんかじゃありません」

「政府は、こっちの望みどおりの敵をぶつけてくるほどサービスはよくないでしょうね」

　マナカは笑って肩をすくめる。

　彼女の読みでは、七剣たちを引きずり出すにはまだ時間がかかる。最初に矢や面おもてに立たされるのは、彼女がつい先日まで率いていたセイバーズだろう。あの組織は規模が小さく、男性隊員が多いが、戦力は侮れない。剣けん姫きも数人いるし、クロウとラーシュもいる。

「まあ、しばらく私たちはのんびりよ。酒飲んで、寝て暮らしてるしかないわ」

「他の仲間はどう動くのでしょう？　何人か暗殺に出ているらしいですが」

「脅しと嫌がらせの暗殺ね。効果はいまいちだけど、想定どおりだからいいとして。我らがボスは……あの連中を動かすみたいよ」

「あの連中って……まさか、“〝死し剣けん使つかい”〟ですか！」

　ネーナが目を丸くして、胸のところを押さえている。

　死剣使い――ネーナは彼女たちをあまり好ましく思っていないようだ。敵であるセフィに好意を持ち、味方に嫌悪感を持つというのは皮肉な話だが、それもやむをえないことだとマナカは思う。

「では、あの子がここに来たのは……お姉様のお仕事に協力させるためなんですか？」

「協力していただくのよ。ま、お手並み拝見といきましょう」

　マナカは会話を打ち切って、ＴＶの画面に集中し始める。

　せっかく、七しち剣けんだのセイバーズ局長だの重責から解放されたところだ。休めるときに、のんびり休ませてもらおう――マナカは、冷たいビールが飲みたくなってきていた。





　買い物を一時中断し、クロウたちはセフィの馴な染じみの和食屋で昼食をとった。

　クロウは、庭園やお座敷があるような気取ったお店に連れて行かれたらどうしようかと戸惑ったが、雰囲気は気さくで、ランチメニューの値段も常識の範囲内ではあった。クロウが食べた天ぷらのランチは美う味まかった。多少、量が物足りなくはあったが、おごりなので文句は言うまい。もちろん、おごったのはラーシュだ。

　ところで、一時中断――というのはつまり続きがあるという意味だ。

「さあ、買うわよ！」

　と、セフィはエネルギーを補給して元気いっぱいだった。もはや、日ひ奈な子こを着せ替え人形かなにかと思っているようだ。

　セフィと日奈子は、再び買い物に向かい、ラーシュが彼女たちについていった。

　そしてクロウはといえば、一人であてもなく街をぶらついているところだった。

「あーあ」

　クロウは深いため息をついた。

　セフィが言うには「ここからは女の子だけの買い物！」だそうで、クロウの同行は認めてもらえなかったのだ。護ご衛えいなしというわけにはいかないので、ラーシュはお財布係も兼ねて同行している。

　こういうときに普段の行動がものを言うんだな、とクロウは悟っていた。たぶんセフィたちは下着でも買いに行ったのだろう。それは是非同行したかったのだが。

「ま、たまには俺おれも羽を伸ばすかね」

　ダメなものは仕方がない。クロウも山を下りて一年はセイバーズの任務、ここ最近はトーナメントだの入院だのバトルロイヤルだので、大変に慌ただしかった。一人になって、のんびり過ごすのも悪くはない。

　買い物が終わったらメールをもらえるらしい。それまでは自由時間ということだ。

　本屋やＣＤ屋など、何軒か冷やかしで店をうろうろしつつ、クロウは一人の時間を楽しむ。なにか買ってもいいのだが、これというものが思いつかなかった。彼は特に趣味もないし、実のところ金のかからない男なのだ。

「おっ」

　クロウは、ある店に目を留めた。入り口のところにクレーンゲームの筐きよう体たいが二基並べられたゲームセンターだった。ソーディたちも、娯楽にはそれなりに興味を持っている。こういったゲーセンは街のあちこちにある。

「久しぶりにちょっとやってくか」

　山を下りてセイバーズに入った直後は、ゲームというものが珍しかった。剣けん聖せいの弟子になってからは、現代文明とは無縁で育ったからだ。たまにパトロールをサボって、ラーシュと遊んだりしていたものだ。

　クロウは店の中に入り、ずらりと並んでいる筐きよう体たいを順に眺めていく。日曜の昼間だけあって、かなり客も入っている。客は若い男が多いようだ。

　ソーディのゲーセンでは、素手で殴り合うタイプの格闘ゲームが今ブームらしい。なぜか、人間のゲーセンでは剣で斬きり合うゲームが人気だそうだ。おかしな話である。

　ここ最近は太たい陽よう教きようが活発に動いていたため、遊んでいる暇もあまりなかった。しばらく見ない間にゲームもかなり入れ替わっているようだ。

「あーんっ、また負けたっ！」

　キーン、と耳に響く甲高い声が響いた。

　クロウがそちらに目をやると、筐体の前に一人の少女が座っていた。筐体に立てかけている革のギターケースは彼女のものだろうか。

　少女はピンク色の髪を頭の両側で二つにくくり、羽の形をした子供っぽいヘアピンを着けている。クリーム色のだぶっとしたセーターを着て、赤いチェックのミニスカートをはいている。どこかの高校の制服のようだ。

　大きな瞳は紫で、その目は筐体のモニターを恨みがましく睨にらんでいる。

　思わず目を離せなくなるような美少女だった。セータの胸元はほどよく盛り上がっていて、腰は細く足がすらりと長い。バランスのいい、抜群のスタイルだ。

　つい、我を忘れてクロウがぽかーんと彼女を眺めていると。

「あれ、見ない顔だね。いらっしゃい」

　少女が一瞬クロウを見てきょとんとしてから、にっこりと笑いかけてきた。薄暗い店内がぱっと明るくなるようないい笑顔だった。

「ああ、どうも……」

　クロウはその笑顔になんとなく押されて、適当な挨あい拶さつしかできなかった。

「あ、これやる？　代わってあげようか」

　少女は笑顔のまま立ち上がり、クロウの肩を掴つかんで筐体のほうへと押した。ふわりと、少女の甘い香りが漂ってくる。

　クロウがどうしたものかと、珍しく戸惑ってしまう。

「なんだよ、せっかくリンネちゃんが言ってくれてんのに」

「いいからとっとと座れよ。俺おれがボコボコにしてやるから」

　少女の向かいの筐体に座っていた茶髪の男と、その友人らしき短髪の男がクロウに寄ってくる。二人ともクロウと同い年くらいだろう。

　リンネ、というのは少女の名前のようだ。

「ん？　おい、おまえ……人間ヤートじゃないのか？」

「ホントかよ。おっ、日本刀なんぞぶら下げてるな」

　茶髪の言葉に、短髪が驚いたような顔をして、じろじろとクロウの顔を舐なめるように見てくる。二人ともソーディのようだ。もっとも、この街で遊び歩いているのはほとんどがソーディだろうが。

「俺おれは人間だけどなにか？　“〝人間お断り”〟とはどこにも書いてないぞ」

　クロウは調子を取り戻して、にやっと笑う。こういう手合いの相手は大得意だ。

「なんだと！　ソーディ相手にいい度胸だな！」

　茶髪の男が激げき昂こうする。男は帯たい剣けんしていないが、男性ソーディでも人間を素手で殺す程度の力は充分にある。普通ならば、怒らせるのは得策ではないが――

「自分もソーディの女の子に比べりゃ弱いくせになあ。人間に凄すごむなよ」

「なにぬかしてんだ!?　人間のくせに調子に乗りやがって！」

　短髪の男も、クロウに掴つかみかからんばかりの勢いで身を乗り出してくる。

「いい気になるなよ！　そうか……てめえも最近うろちょろしてる宗教の奴やつか？」

「宗教？　太たい陽よう教きようか？」

　クロウは、やや驚きながら尋ねた。

「ああ、そんな名前だったか？　なにを勘かん違ちがいしたのか、勧誘なんぞしてやがるんだよ、この辺で。誰だれにも相手にされてねえけどな」

「ふーん」

　短髪の男の説明に、クロウはまた驚いた。

　太陽教が街中で勧誘していることはクロウも知っていたが、中央特別区センターでもやっていたのは初耳だ。ただ、宗教法人として国に認可されている団体なので、法律上はなにも問題はない。

「ま、俺は太陽教なんかじゃねえし、見てのとおりただの学生だよ」

「なーにがただの学生だ。ちっ、剣の学院みたいな制服着やがって。パクんなよ」

　どうやら、彼らは剣の学院のことは知っていても、クロウがそこの生徒だとは夢にも思っていないようだ。

「つか、こいつムカつくわ。表出るか？」

「おまえ……剣なんぞ持ってても、ソーディに勝てると思ってねえよな？」

「勝つとか勝たないとか、頭の悪いことを言うなよ」

　クロウは笑いを浮かべたまま言った。ケンカを売っているわけではないが、この手の男を見るとからかいたくなるのがクロウの悪あく癖へきである。

「はいはい、そこまで」

　綺き麗れいな澄んだ声とともに、リンネがぱんぱんと手を叩たたいた。

「ここでケンカをするなら、ゲームでやろうよ。勝っても負けても恨みっこなし。それがここのルールだよ」

「……そんなルールあったか？」

　短髪の男が首を傾かしげる。

「今、ボクが決めたの。ダメかな？」

　リンネも首を傾かしげる。短髪の仕草とまったく同じなのに、まるで可愛かわいらしさが違う。男が可愛らしくても困るのだが。

「ま、まあリンネがそう言うなら……」

「人間をゲームで叩たたきのめすのも面白そうか……」

　茶髪と短髪は、戸惑いつつも納得したようだ。

　いつの間にかギャラリーがクロウたちを取り囲むように集まっていて、彼らもうんうんと頷うなずいている。

　どうやら、このゲームセンターではリンネはお姫様扱いのようだ。

「じゃあ、まずはボクら四人で勝ち抜き戦でもやろうか。ボクの相手は誰だれがしてくれるかな？」

　リンネはにこっと笑って、再び筐きよう体たいの前に座った。

　なんとなく、クロウは自分のペースが狂わされているような気がしてならなかった。





「いやー、あっはっは」

　リンネは弾むような調子で歩いて行く。髪とスカートと、肩にかけたギターケースが足取りに合わせて揺れている。

　なぜか、クロウはゲームセンターを出て彼女と二人で街を歩いているのだった。

「今日は楽しかったなあ。こんなに勝てたの、初めてだよ」

「そりゃーよかった……」

　楽しげなリンネに対して、クロウはあまり面白くなかった。

　茶髪と短髪を交えた勝ち抜き戦、そのあとでゲーセンの常連たちとも何度も格闘ゲームで対戦したのだが、クロウはそのすべてに負けたのだ。

　特にリンネとは十回ほど対戦して、かなりいい勝負をしたものの、やはり全敗した。

　常連たちとは勝負にすらならなかったが、リンネにはギリギリのところで負け続けたため、悔しさもひとしおだった。

「まさか、ボクが連勝できる相手がこの世にいるなんて」

　リンネは目をキラキラさせている。

　自分をボクと呼ぶ、底抜けに明るい少女もまたゲームが下へ手たくそだった。ゲーセンでは常連のようだが、彼女は店内のランキングでもずっと最下位の座を誰にも譲ったことがないらしい。その弱さと可愛らしさで、あのゲーセンではお姫様扱いになったようだ。

「あっ」

　リンネはふと表情を引き締め、二つにくくった髪をぴょこんと揺らして頭を下げた。

「ごめん、あんまり喜ばれたら面白くないよね。ボク、初心者にも勝ったことなかったから。勝てたのが嬉うれしくてさ」

「まあ、いいけど」

　素直に謝られて、クロウはようやく気分を立て直した。実際の戦いならば敵の攻撃が読めるのに、パターンが決まっているゲームキャラの動きはまるでわからないのだ。ちなみにラーシュは強く、いつもクロウはゲーム代を払わされたものだ。

「ところで、なんで一緒に来たんだ？」

　ゲームに負けまくって、クロウが引き上げようとしたところで、なぜかリンネもついてきたのだ。

「今日は楽しかったからだよ」

　リンネは屈託なく言った。あまり答えにはなっていないが、クロウはまあいいかと納得する。リンネと一緒に歩くのは悪い気分ではない。

「そうだ、忘れてた。ボクはリンネ。呼び捨てでいいよ、みんなそうしてるから。そっちのお名前は？」

「クロウ。本名は葛かつら城ぎ九く郎ろうだが、それで通してる」

「ふむ、クロちゃんだね」

「ク、クロちゃん？」

　クロウの戸惑いを気にせず、リンネはその呼び方が気に入ったらしく、何度も頷うなずいている。

「いっぱい遊んだらお腹空すいちゃったなあ。クロちゃん、あれ食べようか」

　リンネは、歩道の脇に出ている屋台を指さした。そこから、鉄板で肉が焼ける香ばしい匂においが漂ってきている。



    

  
    
      



    

  
    
      

　アウドという、薄切りにして焼いた豚肉を数枚重ねて、千切りにしたキャベツなどと合わせて、軽くあぶったパンで挟んだものである。要するに、サンドウィッチの一種だ。ソーディたちの故郷ソーディアではポピュラーな食べ物らしい。セフィのように行きつけの店が和食、というほどソーディたちも日本の食文化になじんでいるが、かつてのふるさとの味も忘れていないというわけだ。

　クロウは辛からめの味付けのアウドを、リンネは甘めのものを選び、自販機でジュースも買って、近くにあった公園のベンチで食べることにした。

「うーん、うんまいうんまい。ここのが味付け最高なんだよ」

　リンネはクロウの隣に座り、上機嫌でアウドを頬ほお張ばっている。クロウも昼食が物足りなかったので、ちょうどいい。確かに味付けも悪くない。

　それにしても、とクロウは横目でリンネを眺める。

「なにかな、クロちゃん？」

「いや……君はソーディなんだよな？」

「そうだよ」

「……俺おれは人間だぞ？」

「ああ、なんか気にしてるの？　さっきの二人も悪い人たちじゃないんだよ。人間は自分たちより格下、とか教えてる人たちが悪いの」

「…………」

　一見、なにも考えてなさそうなリンネだが、意外とものを考えているらしい。少なくとも、与えられた身分にあぐらをかいて人間を見下すような連中とは一線を画している。

「ボクにはね、他人っていうのはソーディとか人間とかじゃないんだよ。区別するのはゲームをする人としない人、くらいかな」

「それはそれで、ざっくばらんすぎないか……？」

　やはり、なにも考えていないように思えてきた。

「いいの、いいの。それにクロちゃんは、ボクには特別な存在だよ」

「つい三十分前に会ったばかりみたいな気がするが」

「だって――自分と同じレベルで戦える相手だもん。めっちゃ貴重だよ」

「……そういうもんかね」

　レベルが近くても常にギリギリのところで負けたクロウとしては、いまいち納得できない。確かに、対戦では相手が強すぎても弱すぎてもあまり面白くならないが。

　同じレベル、か……。

　クロウは、リンネを頭からつま先まで眺める。クロウだからこそわかることが一つある。おそらく、彼女は――

「ボク、いっつも甘いやつ食べてるんだよね。そっちの辛いのってどう？」

「ん？　ああ、なかなかいける。めちゃくちゃ辛いってわけでもないし」

「ふーん……じゃ、一口ちょうだい」

「え？」

　クロウが返事をする前に、リンネが身を乗り出してきていきなり彼のアウドを一口囓かじった。不意打ちのような行動に、クロウは反応できなかった。

「むぐむぐ……うん、うんまい。ホント、こっちもいけるねー」

「おいおい」

　クロウの食べかけに躊ちゆう躇ちよなくかぶりつくとは。セフィだったら絶対にやらない行動だ。

「クロちゃん、今度はこっちも食べてみ――ううっ!?」

　アウドを咀そ嚼しやくしていたリンネが、いきなり絶句する。

　じわじわと彼女の目に涙が浮かんできて、口元を押さえ、なにかもごもご言っている。

「なんだ、どうしたんだ？」

「……うああああ、辛からい、辛いよっ！　クロちゃん、嘘つき！　めちゃくちゃ辛いよ、これ！」

　リンネは涙目でクロウを睨にらんでくる。

　そうかなあ、とクロウは自分のアウドに視線を落とした。そこまで辛いとは思わないが、そういうのは個人差があるものだろう。

「ううっ、ボク泣きそう……」

「いや、泣いてるし」

　身体からだが頑丈なソーディでも、辛味に弱い者もいるようだ。

「もうっ、ばかっ」

　どんどん、とリンネはクロウの肩を叩たたいてくる。充分に手加減はされているようだが、地味に痛い。

「いや、痛いてぇって。こら」

　クロウは、さっとリンネの拳こぶしを掴つかんだ。軽く振られただけの拳だったが、ずしんと重かった。

　拳を掴まれたリンネが、きょとんとした顔になる。

「……うぁ？」

「ああ、悪い」

　クロウは、思わず握りしめてしまっていたリンネの拳を解放する。

　それでもリンネは、まじまじとクロウの顔を――違う、クロウの顔の後ろのなにもない空間を見ているかのようだった。

「……なに？」

「んー……」

　きょとんとしたままのリンネの顔が、わずかに赤くなっていく。どことなく恥ずかしそうな表情を見ると、辛い食べ物のせい――というわけでもなさそうだ。

「んーん、気にしないで」

　リンネはなんでもない顔に戻って、りんごジュースをごくごくと一気に飲みきる。拳というか、手を握られたのが照れくさかったのだろうか。

「……ふわぁ。やっぱ、ボクは甘いのがいいや」

「そのほうがよさそうだな」

　クロウは苦笑して、残りのアウドを素早く口に放ほうり込んだ。いかにも無邪気そうなリンネが、手を握られただけで照れるとは思わなかった。

「……クロちゃんもこっち食べる？」

「いや、遠慮するよ」

　自分のアウドを差し出してきたリンネに、クロウは首を振ってみせた。

　そっか、と頷うなずいてはぐはぐとアウドを食べ始めたリンネをじっと観察する。

　クロウはだんだん、この女の子が気に入り始めていた。





　時間は、午後三時を回っていた。

　まだクロウは、リンネと行動をともにしていた。

「よっ、ほっ、よっと」

　リンネが、とんとんと歩道橋を二段飛ばしで上っていく。

　クロウはリンネに続いて階段を上りながら、きわどいところまで見えている彼女のスカートを眺めつつ、ふと今さらの疑問を思いついた。

「リンネ、ギターやるのか？」

「え？　ああ、まあ趣味だよ」

　リンネは頷いて、肩にかけているギターケースを軽く叩たたいた。ついでに、じゃじゃーんとギターを弾くマネをする。地球の――日本の文化に完全になじんでいるソーディたちだ。楽器をやっている者も珍しくない。

「つーか、ふらふらしてていいのか？　俺おれは暇だけど、リンネは？」

「ボクも基本的に暇なんだよ。バイトもやってるんだけど、あんまりお仕事がなくて」

「どんなバイトだ？」

「ふふ、ないしょ」

　リンネは、くすくすと笑った。

「今日もバイトはお休み。あとはお家うち帰って寝るだけかな」

「そりゃつまんねえな」

「うん、つまんないんだよ。今日はクロちゃんと会えてよかった」

　リンネは階段を上りきり、歩道橋の上をふらふらと歩いて行く。

「あ、そうだ。クロちゃん、アドレス交換しようよ。ゲーセンのみんなとも交換してるんだよ。新しいゲームとか、ボクが勝てそうな新人さんとか来たら教えてもらってるの」

「ああ、いいよ」

　クロウはポケットからケータイを取り出し、リンネと赤外線通信で番号とメールアドレスをやり取りする。

「よし、来た。でも実は、ボクはあんまメールとかしないんだけどね」

「俺おれも。ケータイ持ったの、ほんの一年くらい前だからなあ」

　それも当然である。剣けん聖せいとその弟子たちがこもっていた山は、ケータイの電波も通じなかったからだ。たとえ通じても、電話する相手はいなかったが。

　ふと、クロウのケータイから着信音が響いた。通話ボタンを押す。

「はい」

『ハロー、クロちゃん聞こえますか？』

　リンネは歩道橋の欄らん干かんに肘ひじをつき、ケータイで話しながらクロウにいたずらっぽい目を向けていた。

「聞こえてるよ。わざわざ、今かけてこなくても」

『ちゃんと通じるか確認したかっただけ。ボク、けっこう心配性なんだ』

　にっこり笑って、リンネはケータイをポケットにしまった。

　なんだろう、とクロウは不意に彼女に違い和わ感かんを覚えた。元気で明るい、ただの可愛かわいい女の子ではない。

　いや、彼女は違和感だらけだ。

　どこかちぐはぐというか、闊かつ達たつそうに見えるのに不安定にも思える。クロウが考えすぎているのかもしれないが。

「よいせっと」

　リンネがふわりと身を躍らせて、欄干の上に片足のつま先だけで着地した。欄干の幅は、せいぜい十五センチほど。歩道橋の下は自動車がひっきりなしに行き交う道路である。普通は、そんなところに飛び乗ったりはしない。だが、ソーディにとっては子供にでもできる芸当だ。

「……つーか、リンネ」

「はい？」

「そんなところに立ってると、パンツ見えるぞ」

　実際、彼女のミニスカートがひらりと風に揺れるたびに中が見えそうになる。

「あっ、こら。ダメだよ、勝手に見ちゃ」

「俺が覗のぞき込んでるわけじゃねえだろ」

「むー……。見たいの？」

　リンネはスカートを手で押さえながら、唇を尖とがらせる。

「まあ、どちらかと言えば見たいかな」

「エッチだなあ。やだやだ、男の子って」

　リンネは苦笑して、首をぶんぶんと振った。

「ゲーセンの男の子たちも、よくボクの足とか見てるしね。ていうか、いけないなあ、あんなのじゃ。相手に目線を読まれてるようじゃダメだよね」

「別に、戦ってるんじゃねえんだから」

　ゲーセンの常連たちもソーディである以上、剣を学んでいることは間違いない。

　しかし、クロウはあの場にいた者たちにはまったく脅威を感じなかった。たった一人を除いては。

「やだやだ、つまんないなあ。気づかれないうちにパンツ盗とられてる、みたいなこととかないかな。ま、それもやだけど」

　リンネは笑いながら言って、つま先立ちのままぴょんぴょんと跳ねながら欄らん干かんの上を進んでいく。

　クロウもリンネを追いかけて行く。まさか落っこちたりはしないにしても、彼女から離れるつもりはなかった。

　歩道橋を下りきったところで、クロウのケータイが再び着信音を鳴らした。今度は、セフィからだった。

「はい、どうした？」

『あ、ロウ？　ごめん、まずいことになっちゃったわ』

　聞こえてきたセフィの声からは、少し焦りが感じられた。

「まずいってなにが？」

『ちょっと、自分の買い物に熱中しちゃって……ラーシュもその、外してもらってたんだけど……そしたら』

「日ひ奈な子こが迷子にでもなったのか」

『うっ……当たりよ。本当にごめん。油断しちゃったわ……』

　セフィは本気でへこんでいるようだった。

　彼女も女の子だから買い物に夢中になってしまったのは仕方ないとして、ラーシュが気づかなかったというのは少々意外だ。

　下着売り場にはセフィが近づかせなかったとか、そんなところだろう。そうでなければ、あの男が護ご衛えい対象をロストすることなどあり得ない。

「ケータイは？　日奈子に電話してみたのか？」

『考えてみれば、ヒナってまだケータイ持ってなかったのよ……』

「あ」

　しまった、とクロウもそこで気づいた。常に校内にいる日奈子にはまったく不要のものだったので持たせていなかったのだ。

「最初にケータイを買ってやるべきだったな。そりゃ俺おれもうっかりしてた」

『とにかく、こっちでも捜してるけどロウも合流して』

「了解」

　待ち合わせ場所を決めて、クロウは電話を切った。

　そこまで意外な事態というわけでもない。日奈子は、いつもふらふらしている。街に連れてくればこうなるのも無理ないことだ。

「悪い、リンネ。用ができて――」

　と、リンネに話し掛けたところで。

　前を歩いていたはずの彼女が立ち止まり、ぼけっとなにかを見ていた。

「よろしくお願いします！　よろしくお願いしまーす！」

　威勢のいい掛け声とともに、クロウの前になにかのチラシが差し出されてきた。

　何度も見たことがある紋章と、ロゴがチラシの一番上に載っている。

「太たい陽よう教きよう……」

「よろ――ク、クロウ!?」

　クロウにチラシを差し出してきたのは、白いベールに青いシスター服をまとった、一人の少女。

　木き戸ど明あか里りという、クロウが何度も対テロ活動中に出会った太陽教のシスターだった。

「この人たちがさっき言ってた太陽教の人たちだよね。クロちゃん、知り合いなの？」

「まあ、知り合いというか……」

　きょとんとしているリンネに答えて、クロウは苦い表情を浮かべた。

　仕事ができたのにややこしいことになったぞ――とため息をつかざるをえなかった。





　そこは、駅の出口そばにある広場だった。

　クロウは全然気づいていなかったが、歩き回るうちに駅の近くまで来ていたのだ。

　人通りの多いその場所に、太陽教のシスターが三人、信徒服を着た十人の男性信者がいた。全員がチラシを手に、通行人に配っている。

　教徒たちは徹底的に無視されていた。道行く者たち――ほとんどがソーディだろうが、誰だれもが教徒たちに気づいていないかのようだ。蔑さげすみの視線を向ける者すらいない。

「あのな、おまえら……」

　クロウはぽりぽりと頭をかきながら口を開いた。

「こんなところで、なにやってんだ……？」

「見てわからないの!?　太陽教の教えを広めてるのよ！」

　明里が挑戦的な口調で答える。彼女はいつもこんな調子だ。クロウは、彼女が怒っているか半泣きになっているところしか見たことがない。

「んなバカな。よりによって中央特別区センターで布教とかありえねえだろ。この辺にいる連中、みんなソーディだぞ。人間の宗教なんぞ信じるわけが……」

　というよりソーディたちのほとんどは宗教を持たない。ソーディアにはいくつか宗教らしきものもあったらしいが、こちらの世界にまで信仰を持ち込んでいる者はほぼいないと聞いている。

「勝手に決めるな！　わたしらの中にはソーディだっている！」

「そりゃ、用心棒としてじゃねえの？」

　クロウも何度か、太たい陽よう教きように雇われたソーディの剣けん士しと戦ったことがある。たいていは、誰だれでもいいから強い敵と戦いたいというイカレた手合いだった。

「どっちみち、こんなところでチラシ配ったって信者が集まるわけが……って、そうか、明あか里り。おまえ、実働部隊から離れたのか？」

「ぐっ……！」

　明里は以前、他の教徒たちとともに剣の学院にまで侵入してきたことがある。そのとき追い払ったのがクロウで、彼女にはもう戦ってほしくないと言ってあった。明里はクロウとはっきり敵対する立場なのだが、どうにも彼女は憎めないところがある。正直言って、命の危険があるようなことはやってほしくなかった。

「こ、これも大事な活動よ！　今は武ぶ装そうしてないけど、すぐにまたおまえを撃ち殺しに行ってやるんだから！」

「こりねえなあ……」

「あはは、クロちゃん、この子と仲いいんだね」

　リンネが快活に笑いながら口を挟んでくる。

「どこが仲がいいんだ！　ていうか誰だよ、おまえは！　クロウ、日曜に女とデートなんていいご身分だね！」

「日曜だからデートするんだよ」

　リンネがわざわざ油を注ぐようなことを言う。

　あっさりデートだと認められて、逆にクロウのほうが恥ずかしくなってきた。

「お、おまえ……デートとか……」

　明里が握りしめた拳こぶしが、ぶるぶると震えている。

「じゃあ今度、明里も俺おれとデートするか？」

「やるかそんなもん！　おまえはセイバーズで、わたしらの敵だろ！」

「そうだっけ」

　クロウはすっとぼけたが、無反応で済まなかったのが他の太たい陽よう教きよう徒とたちだった。

　男性教徒たちが色めき立ち、クロウを取り囲むようにした。ついでに、リンネまで一緒になって囲まれてしまった。

「明里、こいつがセイバーズって本当か。日本刀持ってるってことは、あの噂うわさの人間の隊員なのか」

「あ、えーと、その……」

　男性教徒の一人が凄すごみながら言い、明里はしどろもどろになってしまう。

　クロウは不審に思った。なぜ、明里はさっさと認めてしまわないのだろう。クロウはこれまでに何人も太陽教徒を斬きり殺している。そろそろ、教団内でクロウの噂が拡ひろがっていても不思議はない。クロウを憎む者たちも多いだろう。明里が否定しても無意味だし、そんなことをする理由もないはずだ。

　明里は、なんとか気を取り直して仲間の教徒たちの顔を見回した。

「みんな、今日の目的は布教だから。今、こいつと揉もめてもしょうがない」

「……そういや、前から思ってたんだけど」

「あんた、黙っててよ」

　口を挟んだクロウを、明あか里りはキッと睨にらみつけてくる。

「いやさ、明里っていつも偉そうにしてるけど、教団の幹部かなにかなのか？　まだ高校生くらいだろ？」

「この状況でそれを気にするの……？」

　明里が、今度は呆あきれた目を向けてくる。

　武ぶ装そう集団としても知られる太たい陽よう教きよう徒とたちに囲まれた状況では、確かにふさわしくない質問だったかもしれない。だが、クロウは微み塵じんも彼らを恐れていなかった。

「そんなことはどうでもいい！　仲間が何人やられたと思ってるんだ！　そいつがセイバーズのクロウって奴やつなら、黙って引き下がれるか！」

「はいはい、セイバーズのクロウですよ」

「あっ、あんた……！」

　あっさりとクロウは認め、明里が目をむいて絶句する。

　太陽教徒たちは誰だれも武装していない。彼らはご禁制の銃器を密輸して所持していることも多いが、ビラ配りにまで武器を持ってこないだろう。たとえ持っていても、クロウにはたいした問題でもない。

「お互いに命懸けの斬きった張っただったんだし、恨みっこなし……って言いたいとこだけど、そうもいかねえよな」

「当たり前だ！」

　男性教徒の一人が吼ほえた。

「ただ、こっちは今日はオフなんでな。それに、女連れだ」

　クロウがちらりとリンネを見ると、彼女はにっこり笑って教徒たちに手を振っていた。彼女もやはり動じていない。

「できれば血を流したくない。こっちは抜かないから、おまえらも素手ステゴロで来いや」

「チンピラか、あんたは」

　突っ込んだのは明里だった。

「なんでもいい。とにかく、こいつをぶちのめして本部に連れて行く！」

　教徒の一人が拳こぶしを振り上げながら走ってくる。意外に悪くない動きだった。さすがはテロ集団、宗教家でありつつ格闘訓練も受けているらしい。

「でも、まだまだ」

　クロウは教徒の動きを見切って拳をかわし、裏うら拳けんをその男の顔に叩たたき込こんだ。ゴッ、と鈍にぶい音がして男はどさりとその場に倒れた。

　あまりにあざやかな一撃に、他の教徒たちは明らかにひるんだ。

　クロウはソーディには及ばなくても、人間としては充分すぎるほど鍛え上げている。重い日本刀を用いて、変幻自在の剣を操るほどの腕力だ。その力で殴られれば、人間など簡単に昏こん倒とうする。

「どうした？　遠慮するな、どうせ人間同士のケンカだ！」

　クロウは意図的に大声で言った。太たい陽よう教きよう徒とはともかく、クロウのほうは見た目だけでは人間だとわからないかもしれない。

「ソーディの皆さんも、警察もわざわざ止めに来ねぇよ。どんどん来い！」

　そう、この街では誰だれも人間同士の争いになど首を突っ込まない。ソーディはそんなことに興味はないし、ここで警察が介入するのはソーディ絡みの事件だけだ。

　クロウは任務で太陽教徒たちを斬きった。そのことを悪いとは少しも思わない。だが、恨みに思っている者がいるなら、気晴らしに付き合ってやってもいい。ただし、黙って殴られるつもりはない。

　太陽教の男たちが一斉にかかってくる。一対一の戦いを正当とするソーディと違い、彼らは集団で一人を襲うことにも躊ちゆう躇ちよがない。

　そして、クロウも躊躇しなかった。

　ソーディの剣に慣れた彼の目には、人間の動きなどスローモーションのようなものだ。古コ流リユウで動きを読むまでもない。クロウは振るわれた拳こぶしをかわして、クロスカウンターを入れ、別の相手の襟を掴つかんで頭を下げさせて膝ひざ蹴げりを顔面に入れ、後ろから襲いかかってきた男の腹に痛烈な肘ひじ打うちを叩たたき込こんだ。

「あちゃー、いったそう」

　リンネが顔に手をあてて、眉まゆをひそめている。彼女もたいがいのんきなものだ。

「その女を捕まえろ！」

　最初にクロウに突っかかってきた男が、他の教徒に指示を出した。次々に倒されていく仲間を見て、正攻法では倒せないと踏んだのだろう。

　言われた教徒が、すぐさまリンネに向かって駆け出す。

　しまった、あいつらリンネがソーディだってわかってない――

　クロウがそう思ったときには、既に遅かった。

「おお？」

　リンネがきょとんとする。教徒が彼女を捕まえようと、手を伸ばし――

「こらこら、デート中の女の子にお手を触れてはいけないよ」

　リンネは笑ってそう言うと、ひらりと身を翻し、男の手をかわした。続けて別の教徒が彼女の後ろから羽交い締めにしようとして。

「ほっ」

　気の抜けるような声とともに、リンネがさっと左手を振った。

　それと同時に――教徒が吹き飛んだ。

「なっ！」

「うおぉっ！」

　リンネを正面から捕まえようとした男と、羽交い締めにしようとした男、二人ともである。彼らは一瞬ふわりと浮き上がったあと、数メートル後ろに飛ばされ、背中を地面に打ちつけた。

「今のは……」

　クロウは思わず手を止めて、にこにこ笑っているリンネを見る。

　リンネがなにをしたのか、クロウにもわからなかった。いや、彼女は手を軽く振るっただけのはずだが、いくらソーディでもそれだけで大の男を二人も吹き飛ばせるわけがない。そうなると――

「クロちゃん、後ろ」

「……ああ」

　リンネに言われるのと同時に、クロウは身体からだを半回転させて、背後からタックルを仕掛けてきた教徒の顔面に回し蹴りを叩たたき込こんだ。

　鼻血を噴き出しながら、その教徒が倒れ――それが最後の一人だった。他の男性教徒たちも全員地面に横たわっている。

「ま、こんなもんかな」

　クロウは、わざとらしくぱんぱんと手を払うマネをした。派手にぶち倒したが、おそらく一人も死んでいないだろう。一応、手加減はしておいた。

　明あか里りと二人のシスターは、ぼんやりと立ち尽くしている。

　あとのことは彼女たちに任せればいいだろう。もちろん、クロウは人間の女の子を叩きのめすつもりは少しもない。

「おいおいおい、なんだよマグロみたいに転がってよう。せっかく手伝いに来たのに、おもろそうなことやってんなあ」

「…………？」

　クロウは、声がしたほうを振り向いた。

　駅の建物のほうから、二人の人物が歩いてくる。

　一人は、倒れている男たちと同じ信徒服を着た大柄な男だった。髪をやや短めにして、眼鏡めがねをかけている。まだ二十代であろうが、髪の一部が白い。信徒服の袖そでからのぞいている左手には、やけに荒っぽく包帯が巻きつけてある。

　男の隣を歩いているのは、小さな女の子だ。まだ小学生、せいぜい中学生くらいだろうか。身長は百四十センチほどで、服装は明里と同じシスター服だが、スカートの丈は短く、ノースリーブという涼しげな格好だった。

　二人は、クロウたちの前まで来ると足を止めた。

「そっちの日本刀の男は人間だな。なかなか可愛かわいい顔をしてるなあ」

「えっ……」

　クロウは、大柄な男の台詞せりふにぎょっとした。

　彼も太たい陽よう教きよう徒とのようだが、別の意味での脅威がありそうだった。

「冗談だ。見てのとおり、俺おれはロリコンだからな」

「それも冗談だと言え」

　本当に危ない男のようだった。ただでさえ、大柄な男とかたわらにいる小さな女の子の組み合わせは異質きわまりない。

「ま、それはいいとして。ピンク髪の女はソーディか。変な組み合わせだな、人間の男とソーディの女なんて」

「変なのはそっちもだろ」

「そりゃそうだ」

　大柄な男はそう言って笑い、つかつかとクロウたちに近づいてくる。

　あまりにも無む造ぞう作さな間合いの詰め方だった。剣や格闘などを学んだ人間の技ではない。

　しかし――

「…………っ！」

　クロウは後ろに飛び退のき、抜刀していた。

　背筋にぞくぞくと寒気が走り、冷や汗が止まらない。

　なんだ、この男は――！

　大柄な男はソーディではない。雰囲気や足運びを見ても、人間であると断言できる。

　それにもかかわらず、クロウの頭の中で警報が鳴り響いていた。ただの直感であるが、彼はそれをまったく疑わなかった。

「よせ。俺はなにもするつもりはない」

　大柄な男は、微笑を浮かべて首を振った。

「ただ、チラシ配りの手伝いに来ただけだ。そいつらも生きてるみたいだし、こんなところでケンカしたって俺らの立場が悪くなるだけだ」

「……ごもっともで」

　クロウは頷うなずいて、剣を鞘さやに収めた。

「じゃ、帰るか。スノウホワイト、そこの二人を頼む。あとは、自分の足で歩けるだろう」

　スノウホワイト、と呼ばれた少女は完全に意識をなくしている二人の教徒に近づくと、片手で男を一人ずつ持ち上げた。男たちの背中に手を入れて、まるでトレイでも持つように、軽々と掲げている。

　大柄な男とスノウホワイトは、何事もなかったかのように、駅のほうへと戻っていった。どうでもいいが、気絶した男たちを抱えて電車に乗るつもりなのだろうか。

「……今度はもうちょっと穏やかに会いたいもんだな、明あか里り」

「一番物騒なあんたには言われたくない、クロウ」

　明里は素っ気なく言って、倒れている教徒たちを起こし始めた。

　今、クロウが言ったことは軽口でもなかった。どうにも、この木き戸ど明里という少女のことは気にかかる。一度、落ち着ける場所で会ってみたいというのが本心だった。

「……ん？　あれ？」

　ふと、クロウは気づいた。リンネの姿がどこにもない。

　ついさっき――大柄な男が近づいてきたときまで、間違いなく彼女はいた。クロウですら気づかないまま、彼女は姿を消したのだ。

「まずいな」

　クロウは太たい陽よう教きようのことはすぐさま忘れ、駆け出した。走りながらケータイを取り出し、素早くコールする。

「……電子作戦部か。ちょっと聞きたいことがある」

　クロウがかけたのは、セイバーズの電子作戦部の直通番号だった。彼は自分の所属とＩＤナンバーを告げ、さらにリンネの電話番号を教えた。

「この番号のケータイを追跡できるか？　たぶんＧＰＳもついてるはずだ」

　すぐに、クロウのケータイに電子作戦部からデータが転送されてきた。彼は足を止めて、ケータイに入っているセイバーズ専用の地図アプリを起動させた。そこに光点が二つ表示される。

　一つはクロウの現在位置、そしてもう一つは――

「移動してるな」

　もう一つの光点はクロウの現在位置から、かなり離れている。急いだほうがよさそうだ。

　いや、待てよ。その前にセフィたちに連絡して――と、彼の頭に二つの選択肢が浮かんだところで。

「なにが移動しているのですか？」

「女の子だよ。ちょいとストーキングでも――って」

　クロウは、ふっと横を見た。

　そこには、もうだいぶ見慣れた黒髪の少女が立っている。

「……日ひ奈な子こ？」

「はい、日奈子なのです」

　彼女はいつもの無表情で、もそもそとクレープなど食べていた。

　一難去ってまた一難――どうも、クロウには安息の時はなかなか訪れてくれないようだった。



    

  
    
      


３章　失われた街の果て





　ゆっくりと日が傾きつつある。

　オレンジ色の光が道路に落ち、かすかな風に吹かれて小さなゴミが流れるように転がっていく。

　クロウは、日ひ奈な子こと並んで歩道を進んでいた。

　買い物をしていた街から電車で二十分ほど。中央特別区センターを出て、外層人類区ダウンタウンに入っている。

　彼らが歩いている道は、にぎやかだった街とは大違いだった。人ひと気けはまるでなく、時折見かける商店もすべてシャッターが下りてしまっている。

　クロウはケータイの液晶画面を確認する。表示されている光点は、確かにこの道の先にある。光点はある建物の中で、ふらふらと揺れている。ＧＰＳの精度の問題なのか、ケータイの持ち主がうろうろしているのかは判断できない。

「食べ物屋さんもなにもないのですね」

　歩きながら、日奈子がぽつりとつぶやいた。

「ここなら、おまえが迷子になることはなさそうだな」

　クロウは呆あきれつつ言った。

　日奈子が迷子になったのは、「なんだかいい匂においがして、ふらふらと」だそうだ。要するにクレープの匂いにつられたせいで、セフィたちとはぐれたらしい。

「こんななにもないところで迷子になったら、面白くないのです」

「迷子に楽しさを求めんな。つーか、ついてこなくてもよかったのに」

　正直に言えば、ついてこられないほうがよかった。

　クロウは日奈子をセフィたちに合流させるつもりだったが、彼女はついてくるといってきかなかった。買い物より、クロウについていくほうが面白そうだとでも思ったのかもしれない。

　とにかく、リンネのケータイをいつまでも追跡できるとも限らない。なんらかの理由で電源が落ちれば、電子作戦部でもＧＰＳ信号を捕ほ捉そくできないし、あまり遠くに行かれると面倒だ。

　押し問答をする時間が惜しかったため、セフィに電話して日奈子の発見を報告し、「少し二人でぶらつく」と断りを入れてきたのだ。

「ところで、クローが追ってるのはどなたさんなのですか？」

「それを今訊きくか」

　最初に訊けよ、と思いつつクロウはざっと事情を説明する。

　一人でうろうろしていたときに女の子と出会ったこと、太たい陽よう教きようと遭遇して女の子とははぐれてしまったこと。それに、どうやら――

「あの子はブレイズかもしれない」

　クロウは断定はしなかったが、ほぼ間違いないだろうと思っている。

　太たい陽よう教きよう徒とに掴つかみかかられそうになったときの、彼女の身のこなし。

　手も触れずに教徒二人を吹き飛ばしたあれは――まず間違いなく、術じゆつ法ほうだ。

　それになにより、彼女が強いということは直感でもわかりすぎるほどわかった。相手の実力を量はかるのも剣けん士しに必要な技術の一つだ。クロウはその技術も充分に磨いてきている。

　クロウがそこまで説明すると。

「なんで見ただけでわかるのですか？」

　至極まっとうな質問だった。

「なんとなく、だよ。相手のなにげない仕草とか、雰囲気とか見ればな。何度も剣士と立ち会っていたら、わかるようになってくる。セフィみたいな学院の一年じゃ経験が浅いからまだ難しいかな。でもまあ、ラーシュや俺おれなら、一応判断がつくようになる」

「カンだけでこんな尾行などしているのですか。その女の子のストーカーと化してるだけのような……」

「カンが外れてるならそれでもいいさ。でも……」

　外れてはいないだろうと、クロウは思っている。リンネが向かった先は、人が住んでいない放棄地区だ。若い女の子がわざわざ好きこのんで行くような場所ではない。少なくとも、リンネが普通の女の子でないことは確実だ。

「うん？　道が塞ふさがってますね」

　日ひ奈な子この言葉に、クロウは頷うなずいた。

　クロウたちが歩いている道――片道一車線の車道と、左右に歩道。その先に、検問所のようなゲートがあり、ポールが下りて車道と歩道を塞いでしまっている。道の真ん中には看板が置かれ、「立ち入り禁止」とでかでかと赤字で書かれている。

　クロウはケータイを操作して、付近の詳しい情報を調べる。

「なるほどな……」

　やはり、という思いだった。クロウはさらに進み、腰までの高さのポールを軽く乗り越えた。

　日奈子がクロウをうかがうような目をする。ここまで来たら、彼女だけ帰すわけにもいかない。クロウは彼女の手を取って、ポールを越えさせた。

「なんなのですか、ここは？」

「ここは――ブレイズの“〝居きよ留りゆう地ち”〟だ」

「居留地……」

「そう。戦後、粛しゆく清せいを受け、生き残りも隔かく離りされたブレイズたち。そいつらが押し込められた土地。ここが、その一つってわけだ。正確には居留地だったところ、だな」

　道の先には大きな団地や、やはりシャッターの下りている商店、老朽化したビル、遠くには工場らしき建物も見える。

　そしてそのすべてが無人のようだった。

　ソーディの住む街は、一般的に緑が多い。ソーディアは緑溢あふれる世界であり、ソーディたちはかつての故郷への郷愁から、街に木々がないと落ち着かないからだ。

　この街もまた、植物が生い茂っているが――手入れはまったくされていない。木々も草も伸び放題である。道ばたに駐とめられている自転車にはツタが絡んでいる。完全なゴーストタウンである。

「うーん」

　クロウはケータイの地図アプリから、地域のデータを呼び出す。

「ブレイズの人数が減って、閉鎖されちまったらしいな。そのうち再開発でもするつもりなんだろうが」

　今のところは完全に放置されてしまっている。外層人類区ダウンタウンとはいえ、ここも間違いなく東京ソーディア内だ。しかし、繁華街から電車で二十分のところに居きよ留りゆう地ちがあるというのはクロウにも意外だった。

「さて、どうするかな」

「どうする、とは？」

　クロウの言葉に、日ひ奈な子こが不思議そうな顔をする。

「この死んだ街のどこかにリンネはいる。あの子が本当にブレイズだったら、危険があるかもしれない」

「わたしのことは気にしなくていいですよ」

「そういうわけにいくか」

「セフィじゃあるまいし、わたしの前でリンネって子を口説いても怒らないのです」

「そっちの意味かよ！」

　クロウは突っ込んでから、気を取り直す。冗談を言ってる場合ではない。

「リンネがいきなり襲いかかってくるとはとても思えねえけど、絶対に大丈夫とは言い切れない。ここで引き上げるのも手の一つだ」

「でも、クローは一人だったら行くでしょう？」

「どうかな」

「わたしはかまわないのです。いえ、わたしもそのリンネという子に会ってみたくなりました」

「会ってどうするんだよ？」

「可愛かわいかったら、セフィに報告ですね」

「待て！　それは待ってくれ！　どうかセフィにはご内密に！」

「そんなに必死に頼まれると引きますね……」

　日奈子はどんよりとした表情を浮かべている。今のはさすがに見苦しかったようだ。

「ああ、いや。だから冗談を言ってる場合じゃねえんだよ」

「本当に引き上げるのですか？　ここを調べれば、ブレイズの人たちのこともわかるかもしれません」

「ブレイズのことなんて知らねえほうがいいんだよ。敵の事情を知って得することなんか一つもないだろ」

「そうですね。クローは優しいですから」

「まあな……って、うん？」

　クロウは思わず頷うなずきかけて、日ひ奈な子この顔を見直した。今のは聞き違いだろうか？

「相手の事情を知りすぎては、斬きれなくなるかもしれないということですよね」

「それはそうだが……別に俺おれはお優しくねえぞ」

　別にクロウは自分を冷れい酷こく非ひ情じようだとは思わないが、優しいと思うほど図ずう々ずうしくはない。クロウに限らず、剣けん士しはみんなそうだ。ラーシュがマナカは非情ではないと語っていたが、彼女でも見知らぬ敵に手加減するようなことはない。

　日奈子はまだ、剣士という生き物がわかっていないのだ。

「そんな話はいいや。まあここまで来たんだし、もうちょい行ってみるか」

　クロウは地図を見て、周囲を確認する。すぐそこに、小さな児童公園がある。公園を横断したほうが目当ての建物には近いようだ。

　二人は、公園に入っていく。

　ブランコに滑り台、ジャングルジムに砂場と、オーソドックスな公園だ。どの遊具もひどく錆さびついてしまっている。

「ブレイズは隔かく離りされてるというお話でしたけど、こんな公園もあったのですね」

「最低限の施設は用意しておいた、ってことじゃねえか？　この公園も狭っ苦しいところに遊具を適当に詰め込んだだけって感じだし。体面を整えただけで、実際に子供には使わせてなかったって可能性もあるぞ」

「クローは悲観的でもあるのですね」

「別に、適当に推測を言ってるだけだ」

「そうですか。まあ、わたしもブレイズの皆さんのことはどうでもいいのですが」

「それもひどいな」

「今は、クローに言いたいことがありますから」

「は？　なんだよ？」

　クロウが尋ねると、日奈子はブランコのほうへと歩み寄った。木のブランコの汚れを手で払ってから腰掛けた。

「わたし、こういうのに乗るの初めてです」

「おまえも、なかなか壮そう絶ぜつな人生だもんな……」

　太たい陽よう教きようの施設にずっと監かん禁きんされていたという彼女は、この手の遊具で遊んだ経験はないのだろう。

「でも、遊び方は知ってます。少女漫画で読みました。こうやって漕こいで――靴を飛ばすのですよね」

「合ってるけど、微妙に合ってないぞ」

　靴を飛ばす以前に、日ひ奈な子こは上う手まくブランコが漕こげないようだ。やはり、身体からだを使うことに関しては徹底的にダメらしい。

「で、俺おれに言いたいことってなんだよ？」

「わたしは、あなたになにもしてあげられないのです」

「はぁ？」

　日奈子はブランコを漕ぎながら、あらぬ方向をじっと見ている。

「わたしはクローにずっと守られています。今もです。でも、わたしのほうから返せるものはなにもありません」

「返す必要なんてないだろ。俺が日奈子を護ご衛えいしてるのは仕事だぞ。こっちはセイバーズから給料もらってんだからな」

「せっかくのご褒ほう美びを使って、わざわざわたしを外に出したのもお仕事だからですか？」

「……同居してるんだ。おまえが鬱うつ々うつとしてたら俺だって嫌だからな」

「わたしはお出かけしてもしなくても、いつも辛気くさいです」

「自覚があるのはけっこうなことだな……」

　はっきり言ってしまえば、クロウは日奈子を見ていられなかったからだ。十五歳になるまで監かん禁きんされ、そこをようやく出ても学院の外には行けない。そんな状況の女の子を放ほうっておけるほど、クロウは人でなしでもない。

「クローにとってわたしは護衛対象だから、セフィのように身体をもてあそんだりしないのですよね？」

「人聞きの悪いことを。あれは俺とセフィの高度なスキンシップであってだな……」

「はいはい」

「おまえ、だんだん性格悪くなってないか？」

「だから、これ以上性格が悪くならないうちに言っておくのです。クロー、わたしは黙っておきます。セフィにもラーシュにも、誰だれにも言いません。それなら問題ないのでしょう？」

「問題ないって、なにが……」

　日奈子はブランコから降りて、クロウのところへふらふらと近づいてくる。身体がくっつきそうなほど近寄ると、日奈子はクロウの顔を見上げた。

「さっき、セフィに選んでもらいました。レースがついた可愛かわいい下着を着けてます」

　そう言って、日奈子はブレザーのボタンを外し、さらにブラウスの前もはだけ始める。真っ白な肌が少しずつあらわになっていく。

「待てって！　おまえはなにもする必要はない！」

「なにもしなくていいなんて、残ざん酷こくな言葉なのですよ、クロー」

「…………」

　そのとおりかもしれない、とクロウは納得しそうになってしまう。

「わたしはセフィみたいに可愛かわいくありません。だから、こんなことしかできないのです」

「おまえだって可愛――いや、俺おれはこういうのは趣味じゃない」

「いいんです、クロー……わたしは覚悟ができてます」

「覚悟なんてしなくて――」

「いいんです。わたしは……おっぱい触られても」

「は？」

　クロウは、きょとんとした。日ひ奈な子このブラウスはほとんどボタンが外され、可愛いレースの下着がのぞいている。大きすぎる胸のふくらみも見えてしまっている。

「ていうか、それだけ？」

「え？　クローは隙すきあらばセフィの胸を狙ねらってますよね。おっぱい触るのが一番好きなのでは？」

「そういうわけじゃないんだが……」

　てっきり、もっと凄すごいことまでやらせてくれるのかと思っていた。もっとも、日奈子が勘かん違ちがいしたのは日頃からセフィの胸に執しゆう着ちやくしているクロウのせいである。

「つーか、どっちみち俺はそんなことは――」

　言いかけて、クロウは跳んだ。

　日奈子に飛びつくようにして、地面へと押し倒す。

　それと同時に、風を斬きり裂く音が響き、続いて爆発音が轟とどろいた。

「ちっ……！」

　クロウは舌打ちする。日奈子をかばいながら、視界の端で真っ赤なものが横切っていったのを確認していた。

　炎のヘビ――！

「ネーナ！」

「よくかわしましたね。ですが、驚きはしません。もう、あなたの力はわたくしもよく知っていますから」

　公園の入り口から、一人の少女が歩いてくる。お下げにした髪に、身体からだにぴったりとフィットした黒いラバースーツ。そして、ソーディにしては珍しい眼鏡めがね。レンズの奥の目が、赤く輝いている。

　手には細身の剣を握っていて、それは光こう刃じんの淡い輝きに包まれている。

「久しぶり……ってほどでもねえな。ネーナ、元気そうでなにより」

　クロウは立ち上がり、剣の柄つかに手をかけながら言った。

「あなたも相変わらずのようですね。セフィ様にちょっかいを出してるくせに、その子まで毒どく牙がにかけるなんて」

「かけようとしたところを、おまえが邪魔してくれたんだよ」

「それは失礼」

　ネーナが優雅に一礼した。真面目まじめそうに見えて、意外に茶目っ気もあるらしい。

「でも、ちょうどよかったですよ。あなたがここにいてくれて。わたくし、前からこの公園を焼き払ってやりたかったんです」

「子供の遊び場は大事にしろよ」

　クロウは軽口を叩たたいて、炎のヘビ――ネーナの術じゆつ法ほうが直撃した辺りを見た。木製のブランコの椅い子すは跡形もなく燃え、二本の鎖だけがぶらぶらと揺れている。その下の地面も焼け焦げて、無む惨ざんな有様だ。

　前にもクロウは、何度もネーナのこの術法は見た。ヘビが飛んでくる音も既におなじみで、事前に気づくことができたのだ。

「っと。日ひ奈な子こ、ケガはないか？」

「クローが押し倒してくれたので平気です」

　日奈子はしれっと言った。制服が多少汚れたくらいで、かすり傷一つないようだ。

「そいつはよかった。さて……なんでネーナがいるのかな？」

「それはこっちの台詞せりふです。なぜあなたがここにいらっしゃるんですか？　あなたでなければ、無視してやり過ごすつもりだったんですけどね」

「……ふうん」

　ネーナの言葉から察するに、彼女はこのゴーストタウンに潜んでいたらしい。

　まさかとは思うが、ネーナがここにいるということは――

「こらこら、ネーナ。あんまり派手にやらないの。私らは追われてる身なんだから」

「…………」

　やはり、とクロウの嫌な予感は的中した。

　ネーナと同じく公園の入り口から、女性が入ってきた。

　見慣れたセイバーズの制服に、もう夏になるというのに真っ赤なコート。

「やあ、クロウ君。それに桜さくら井い日奈子。こんなところで会えるなんてね」

　元剣けん将しようにして、セイバーズの元局長。クロウの師匠の実妹であり、ソーディ政府に叛はん旗きを翻したブレイズの一員だ。

「マナカ、ケガはすっかりいいみたいだな」

　クロウは、背中に汗が滲にじむのを感じた。これもまた、ずいぶんとおなじみになった、七しち剣けんに昇り詰めた剣けん士しの圧倒的な『光コウ』。その『光』には一切の揺らぎもなく、彼女を見ているだけで気を失いそうなほどだ。

「おかげさまでね。もう元気いっぱいよ。そういうあんたも、私に斬きられたはずなのにずいぶん治りが早いことで」

　マナカは、心なしか嬉うれしそうだ。姉の仇かたきに出会えて喜んでいるのだろうか。

「本当にまさか、だな。なんでマナカがいるんだよ？」

「なんでと言われても。私がいるところに、クロウ君が現れたのよ」

「イカレてるな。あんたら、ブレイズの居きよ留りゆう地ちを隠れ家がにしてるのか」

　潜伏には成功していたようだが、自分たちにゆかりの場所を隠れ家に選ぶなど大胆すぎる。

「ここ、実はまだライフラインも生きてるの。ＴＶも見られるし、お風呂上がりに冷たいビールも飲めるのよ」

「そいつはまた、至れり尽くせりで」

　放棄地区に電気が通っているというのも妙な話だが、今はその疑問は放ほうっておいたほうがよさそうだ。

「ところでクロウ君。私も質問に答えてあげたんだから、そっちも答えてもらえるかしら？　あんたこそなぜここに？　セイバーズはもうここを嗅かぎつけたのかしら？」

「セイバーズは優秀な組織だよ。それはあんたが一番知ってるだろ」

「ふーん。確かに見つかってもそれほど意外じゃないけど、あんた一人っていうのも妙な話ね。それも、ご丁寧に桜さくら井い日ひ奈な子こまで連れて」

　どうも、あまり上う手まくない嘘だったらしい。マナカたちにはセイバーズが既にこの場所を嗅ぎつけていると思わせたほうがよかったのだが。

「ちょいとね、街で女の子を引っかけたけど逃げられちまって。未練たらしく追いかけてきたらここに着いたってだけさ」

「ああ、なるほど」

　マナカはすべてを了解したような顔をした。

「あの子、どこかに出かけてると思ったら。オマケをくっつけて戻ってきちゃったってわけね」

「オマケ扱いかよ。あの子っていうのは……リンネのことだな？　ここにいるんだな？」

「いるんじゃない？　私はあの子の保護者じゃないから知らないけどね」

　あくまでＧＰＳ信号を追ってきただけだから、クロウにも確信はなかったが、やはりリンネはここにいるようだ。

　そうなると、彼女がブレイズであるという推理はほぼ間違いないということになる。

　マナカにネーナ、さらにリンネ。三人のブレイズがここにいるという状況は、あまり面白くない。

　無駄口を叩たたいている場合ではなさそうだ。これ以上状況が悪化する前に、脱出をはからなければならない。

「そうそう、クロウ君。一ついいことを教えてあげるわ」

「楽しみだな」

「逃げようなんて考えるだけ無駄よ」

「できそうにないことを避けてたら、成長はできないんじゃないかな」

「名言ね。ただし――絶対にできないことをやるのはただの無謀よ」

　マナカが凄すごむような笑みを見せたのと同時に、足音が響いた。それも、一つや二つではない。それらの足音はあっという間に公園に近づいてきた。

「……おいおい」

　クロウは内心で焦りつつも、顔は笑っていた。というより、笑うしかないというほうが正解かもしれない。

　公園を三十人ほどの女性剣けん士したちが取り囲んでいた。全員が、ネーナと同じような黒いラバースーツを着て、それぞれの愛あい剣けんを手にしている。

　そして、全員の目が赤く光っている。その赤い輝きは、ブレイズの証あかしなのだ。

「……クロー、見ただけで強さがわかるって言ってましたよね」

「わからなきゃよかったかもと思ってるところだ」

　日ひ奈な子このささやくような質問に、クロウは笑ったまま答えた。

　公園を取り囲んでいる剣士たちは、全員がネーナと互角か、あるいはそれ以上かもしれない。マナカほどの怪物はいないにしても、簡単に勝てる相手は一人もいないだろう。

「私たちも一応、ソーディの一部族だからね。クロウ君を全員で叩たたきのめすようなことはしないわ。ただし、あんたを逃がすつもりもないわよ」

　マナカは、すらりと愛剣――舞まい姫ひめを抜いた。

「私たちは今、潜伏中でね。派手な行動は慎むように言われてるのよ。ま、ちょいと違反したばかりなんで、これ以上はまずいっていうのもあるのよねー。だから、いつまでかは保証できないけど抵抗しないなら、ひとまず命は取らないわ」

「お、お姉様!?　今ならこいつを簡単に斬きれ――」

「ネーナ、私もたまには言われたことを守るの」

　マナカの言葉は穏やかではあっても、ネーナに有無を言わせない調子があった。

　以前にマナカと対たい峙じしたときにも感じたが、どうやらマナカの上には誰だれかがいるようだ。そいつがブレイズの指導者だろうか。クロウはそこまで考えて、今は別のことで悩むべきだと気づいた。

　いや、悩む必要はなかった。

　隣にいる日奈子をちらりと見てから――

　クロウは腰の剣を地面に落とし、両手を挙げた。

「わかったよ。降参だ」





　窓の外は既に夕ゆう陽ひも落ち、静かな夜が降りてきている。

　かつてブレイズたちの居きよ留りゆう地ちだったこの場所の夜は、本当に物音がほとんどしない。

　マナカは廃ビルの自室――勝手に自室として使っている部屋に戻ってきて、お気に入りのソファでくつろいでいた。

　この街の夜の静けさを、マナカはなかなか気に入っている。

「お姉様、どうしてなんですか！」

　その静せい寂じやくを、ネーナの甲高い声が切り裂いた。

「なにを騒いでるの、ネーナ。夜は静かにするものよ」

「お姉様のお言葉でも、黙っていられません。太たい陽よう教きようの子はあとで引き渡すとしても、クロウはさっさと斬きってしまえばいいじゃないですか！」

「あいつに温情をかけたわけじゃないわよ。さっきも説明したでしょ。今、クロウ君を斬るのはよろしくないの」

「騒ぎになるんだったら、それでもいいじゃないですか。きっと面白くなりますよ！」

「あんたは、根っからのブレイズねえ」

　血の気が多く、デメリットがあるとしても騒ぎを起こすことをためらわない。ネーナはクロウには二度も負けたので、個人的な恨みもあるのだろう。それは別にいい。復ふく讐しゆうを果たすことを、ブレイズは悪徳だとは思わない。

「監かん禁きんするだけなんて、甘すぎる処置だと思います」

「向こうはそう思ってないでしょうけどね」

　クロウと日ひ奈な子こは、この廃ビルの地下室に閉じ込めた。縛り上げて、逃げられないように厳げん重じゆうに処置してある。彼らが甘い処置だと思ってくれているかは、かなり怪しい。

「そういえば、クロウ君たちを連れて来ちゃった子はどうしてるの？」

　マナカは意図的に話を変えた。自分でもどうしてさっさとクロウを斬ってしまわなかったのか、上う手まく説明できないからだ。この妹のような少女に嘘もつきたくなかった。

「リンネさんでしたら寝てます」

「寝てる？」

「自分の部屋に戻って、すぐに寝たみたいです」

　リンネは廃ビルからすぐ近くにある団地の一室を占拠している。彼女がその部屋でなにをしているのか、マナカは特に聞いていなかった。

「勝手に外に出て行って遊び回って、満足したら寝る。なにを考えて生きてるんでしょう、あの子は」

「意外ね」

「は？」

「ネーナ、あの子がなにか考えてると思ってたの？　そんなわけないじゃない。リンネはあなた以上にブレイズよ。自分の本能の赴おもむくままに生きてる。常識とは無縁だし、理性があるかどうかも怪しいものね。まあ、あまり気にしないことよ。あの子は、ブレイズであってブレイズでもないと思っておきなさい」

　マナカもリンネとはあまり面識はなかったし、上から送られてきた彼女を預かってはいるが、特に干渉するつもりもない。

「今までどおりに対応、ということでしょうか」

「そうね。あなたも潜入の疲れがまだ残ってるでしょうし、ゆっくり休んでいればいいのよ。私もそうするから」

「……はい」

　ネーナは納得しきれていないようだが、それでも頷うなずいた。

　彼女は師匠でもないマナカを姉として慕ってくれている。可愛かわいい女の子だ。

　実はあまり考えたこともなかったのだが、弟子にしたほうがいいのだろうか。マナカは剣けん将しようだったときも弟子を持っていなかった。理由は単純だ。いつかブレイズとして、ソーディ社会に背を向けるときが来る。そのとき、弟子を巻き込むことになっては可哀かわい想そうだ。

　だが、ブレイズのネーナを弟子にすることは問題ない。それは思いつきだったが、検討に値することに思えた。

「あの、お姉様？」

　思わず考え込んでしまったマナカに、ネーナが疑問の声を投げてくる。

「ああ、ごめん。今後のことも考えたほうがいいわね。そろそろ、潜伏場所も変えたほうがいいかもしれない」

「そちらの手配はすぐにできます」

「さすがね、助かるわ。さて、そっちの準備の前に夕食の準備でもしましょうか。といっても、いつもどおりレトルト――」

　そのとき、ソファの上に置きっぱなしにしていたマナカのケータイが鳴った。以前まで使っていたのとは別のケータイである。セイバーズ局長だった頃のケータイは既に破は棄きした。

「はい、どうも」

　マナカはケータイに出た。電話の向こうから聞こえてきたのは、よく知った相手の声だった。彼女はただ黙って、相手の言葉に頷うなずき続けた。

　話すこと数分――

「さて、と」

　マナカは通話を切って、ネーナのほうを向いた。そして、少しだけ困った顔をする。

「お姉様？」

「ネーナ、残念なお知らせだわ」

「どうされたんですか？」

「休暇は終わりらしいわよ。まったく、こんなに短いなら南の島でも行って、ビーチに寝転んで冷たいビールでも飲んでおくべきだったわ」

　マナカは器用に、立てた人差し指にケータイを載せてぽんぽんと軽く跳ばす。

「呼び出しくらったんで、ちょっと行ってくるわ。あとのことは任せるわね」

「はい、お姉様」

「ネーナ」

「はい？」

　マナカは笑みを浮かべて、そっとネーナを抱きしめた。

「あの公園は燃えてしまったわ。あなたは自分を縛っているものを振り切って、もう少し自由になるべきよ」

「……わたくしは、お姉様と一緒に戦えればそれでいいんです」

「人生を楽しむことは必要よ。私もそうするから」

　マナカは復ふく讐しゆうに生きている。ブレイズとしての復讐と、自分個人のための復讐だ。

　それを楽しんでいる自分がいることも気づいている。だが、楽しみがそれだけではいつか自分の心が歪ゆがみに飲み込まれてしまうこともわかっていた。

　マナカはネーナを抱きしめながら、この子が自分のようにならないように――と身勝手なことを願った。





「そろそろ晩ご飯の時間ですが、持ってきてもらえるのでしょうか？」

「この状況で飯が気になるのかよ」

　日ひ奈な子こもたいがい大物だな、とクロウは呆あきれてしまう。

　ここは居きよ留りゆう地ち内にある廃ビルの地下室のようだった。窓は一つもなく、四方を無愛想なコンクリートの壁に囲まれ、床には一応カーペットが敷かれているが、家具のたぐいは一つもない。空気もよどんでいて、あまり快適とは言えなかった。

　ついでに、クロウは後ろ手に手て錠じようをかけられ、鎖でがんじがらめに縛り上げられて、さらに鎖の先端は部屋の壁を這はっているパイプに繋つながれてしまっている。床に座り込んだまま、ほとんど身動きもできない。

　日奈子のほうは普通に手錠をはめられているだけで、室内を移動することはできるが、部屋のドアは外から鍵がかかっていて出られない。彼女には、クロウの鎖をほどくこともできなかった。

　つまり、脱出はほぼ不可能という状況だ。

「参ったなあ。マナカとネーナに加えて、ブレイズがあんなにぞろぞろ出てくるとは思わなかった」

「やっぱり、あれだけいるとクローでも無理ですか」

「マナカ以外の奴やつならなんとか……いや、あの人数で術じゆつ法ほうを使われたらヤバイかもな」

　術法は予備動作も大きく、発動までの隙すきがあるため、一対一ならそこまでの脅威ではない。しかし、集中砲火をくらうようなことになれば話は別だ。

「術法ですか。それなら、もしかするとわたしが……」

「いらんことは考えなくていい」

　クロウはわざときっぱり言った。

　日奈子はかつて、マナカとの戦いの際に彼女の術法で放たれた炎の龍を消し去り、術法を封じ込んだ。いや、封じ込めたのは日奈子の仕業だという確証はないし、本人もよく覚えていないらしいが、他に該当者はいない。

「おまえまで戦わなくていい。危険なことはしなくていいんだ」

「……クロー、過保護ですね」

「仕事だって言っただろ」

　実際のところ、クロウは武器を持たない者が戦いの場に出てくるものではないと考えている。特に日ひ奈な子このように戦闘力が皆無の少女を巻き込みたくない。

　そもそも、こんなところに連れてきてしまったのが大きな間違いだったのだ。

「うーん……クローがそんな状態では、公園の続きは無理ですね」

「まだその話を続けんのか」

「まあ、わたしは手は動かせますが」

「おいっ」

　日奈子が座ったままのクロウの前に立ち、彼はぎょっとしてしまう。制服のミニスカートから伸びている太ももが、驚くほど近距離にある。

　自分でも気づいてなかった。クロウはセクハラするのは大好きだが、女の子のほうから迫られるのは苦手なようだ。情けなくも、心臓がドキドキしてくる。

「ちらり」

「…………っ」

　日奈子が擬音をわざわざ口に出し、スカートを軽くめくった。下着こそ見えなかったが、白くてむちむちした太ももがかなりきわどいところまでさらされる。

「まあ、これは借りとは関係のない、ちょっとしたサービスです」

「なんのためにだよ……」

「クロー、苦しそうですから。気を紛らわせたほうがいいかと思いまして」



    

  
    
      



    

  
    
      

「……どうも」

　できるだけ顔に出さないようにしていたが、苦しいのは本当のところだ。ブレイズたちは人を猛獣とでも思っているのか、かなりきつめに縛り上げられている。

「これ以上は、ちょっとどうしていいかわかりません。もっと性に関する知識を身に着けないといけないのです」

　あまり変なことを学ばれても困る、とクロウは思う。ただでさえ、なにをやらかすかわからないのが日ひ奈な子こという女の子だ。

「ああ、そういえば」

「今度はなんだよ？」

「もうだいぶ時間経たってますよね。セフィたちとお別れしてから」

「あー、まあ確かに……」

「絶対、セフィ怒ってますね」

「うっ……」

　セフィに最後に連絡をしてから二時間は過ぎている。外もかなり暗くなっているはずだ。セフィはおそらく、心配しつつ怒っていることだろう。

「ケータイも取り上げられたしなあ。つーか、壊されただろうな」

　ラーシュがＧＰＳで位置を見つけてくれるということもなさそうだ。セフィもラーシュも、まさかクロウたちがブレイズの居きよ留りゆう地ちにいるとは夢にも思っていまい。

　要するに、自力で脱出する以外にないということだ。

「しゃーねえなあ……やるか」

「縛られたままわたしを襲うんですか？」

「そういう意味じゃねえ！　そんな器用なことできるか！」

「むしろ縛りたいほうですか」

「それも違う！　だからおまえはいらん知識を身に着けるな！」

　言うまでもなく、やるというのは、この鎖と手て錠じようをどうにかする、ということだ。

　日本刀は取り上げられているし、身体チェックをされて、持っていたナイフやその他の小道具も持って行かれてしまった。

　つまり――

　光こう身しんを使うしかない。

「はー……」

　まだ、以前に使ったときの反動が完全に抜けているわけではない。クロウは数えるほどしか光身を使ったことはないが、一ヶ月も経たないうちに再使用するのは初めてだ。

　なおかつ、光身を使っても身体からだを縛っている鎖を断ちきれる保証はない。それでも、このまま手をこまねいているわけにもいかない。いつ、マナカやネーナの気が変わるかわからないのだから。

「日奈子、ちょっと静かにしててくれ」

　クロウの言葉に、日ひ奈な子こはこくんと頷うなずいた。

　光こう身しんは相当に集中していないと使えない。もしくは、命の危機を覚えるほど追い詰められるか。ある意味、落ち着いているこの状況で使えるかどうかは怪しいものだ。

「――よし」

「あ、いたいたー」

　クロウが気合いを入れようと息を吸い込んだ瞬間、ドアがどがっと開いた。鈍にぶい音がしたのは、鍵がかかっていたのを強引にこじ開けたせいらしかった。

「やっぱ、クロちゃんだったんだね。ボクについてきちゃってたんだ」

「……リンネ？」

　リンネはクロウの戸惑いをスルーして、つかつかと近づいてくる。さっきまでと同じ制服姿で、ギターケースも担いでいる。

「っと、そうだ。さっきはごめんね、急に消えちゃって。太たい陽よう教きようだっけ？　なんかヤバそうな人がいたし、大騒ぎになりそうだったからさ」

「太陽教にはヤバい人がいるのですね、やっぱり……」

　日奈子は少し残念そうだった。

　クロウも意図的に忘ぼう却きやくしていたが、大柄な眼鏡めがねの男からは確かに危険な匂においがしていた。あれも人間だろうに、なぜ危機感を覚えたのかはわからない。ただ、リンネもそう思ったのなら、クロウの勘かん違ちがいではないだろう。

「聞いたんだけどさ、クロちゃんだったんだね。あのマナカちゃんを倒した人って」

「マナカ“〝ちゃん”〟って……」

「クロちゃんという呼び方にも突っ込みたいところですが」

　日奈子はぽつりと言ったが、返事を待っているわけではなさそうだ。

「まあ、マナカちゃんのことはいいや」

「いいのかよ」

「でも、うーん……どうしよう、困っちゃった」

　リンネは首を傾かしげながら言って、クロウの前でしゃがみ込んだ。膝ひざを抱え込む姿勢のせいで、純白の下着が見えてしまっている。

「困った、困った……あっ。クロちゃん、また見てる」

　リンネは少し恥ずかしそうにしながら、膝をきちんと閉じ、スカートを引っ張って下着を隠した。

「クローはパンツが大好きなのです」

「いらんことを言うな！」

　クロウは日奈子を睨にらんでから、リンネに視線を戻した。

「それより、なにしに来たんだよ、リンネ」

「寝てたんだけどね。なんか騒ぎが起きたみたいだから。ちょっと、その辺にいた人から話を聞いてさ。人間を捕まえたっていうから、もしかしてと思って。でも、クロちゃんを助けたりしたら怒られちゃうだろうなあ」

「リンネもブレイズなんだろ？　だったら、そりゃ助けちゃダメだろうな」

　もちろん助けてもらえればそれに越したことはない。しかし、敵に助けを求めるほどクロウものんきではなかった。

「う～ん、どうしよう。ぶっちゃけ、ボクはここの人たちはどうでもいいんだけどなあ」

　リンネは眉まゆを八の字にしながら、なにげなくクロウの髪に手を伸ばしてきた。意味もなくクロウの髪を引っ張ったり、撫なでたりしている。無意識にやっているようだ。

　彼女は、他のブレイズたちとは違うということだろうか。さっきもクロウを取り囲んでいた中にはいなかったようだし、本当にそうなのかもしれない。

「……あっ」

　突然、リンネが小さな声を上げ、その場に尻しりもちをついた。膝ひざが開いてしまい、また下着があらわになっている。

「……な、なんだ？　俺おれ、なんにもしてないぞ」

「別にわたしに言い訳しなくても」

　慌てて言ったクロウに、日ひ奈な子こが呆あきれた目をした。

　リンネは足を開いたまま、ぐるぐると首を回す。

「あー、珍しいなあ。一日に二度も視えるなんて。それも二度ともクロちゃん」

「まあ、一日に二度パンツを見られることもそうはない……かな？」

　リンネほど短いスカートをはいていれば、ことあるごとに見えそうだが。

「パンツのことは、どうでもいいんだよ。いや、よくはないけどクロちゃん相手だとそれくらいのこと、気にしてもしょうがないかもだし」

「ひどいこと言われてないか、俺」

「この方、ずいぶんと悟るのが早いようですね。セフィでもまだ、そこまで開き直っていないのに」

　さらに日奈子に追い討ちをかけられてしまっている。少しセクハラを控えたほうがいいだろうかと、クロウは悩む。

「しょうがない、これなら向こうも悪いからね」

　リンネは意味不明なことを言いながら、クロウの身体からだに手を伸ばした。無む造ぞう作さに彼に巻きついている鎖を握ると、まるで野菜でもちぎるように切ってしまった。

　鎖が床に落ち、リンネはクロウの後ろに回って手首にかけられていた手て錠じようも強引に外してしまう。

「リンネ、おまえなんで……？」

　クロウは自由になった腕を動かしてほぐしながら、リンネに警戒の目を向ける。自由にしておいて、戦いを挑んでくる可能性も低くない。

「それはちょっと説明が難しいなあ。そっちの子のも、ついでに外してあげる」

　リンネは日奈子の手錠も、鎖の部分ではなく輪のほうを引きちぎるようにして外した。とてつもないパワーだった。

「んじゃ、行こう。とりあえず、外までボクが案内するよ」

　リンネはそう言って、にこっと笑った。

　あくまでクロウの直感だが――その笑顔には、邪気もなにもまったくなかった。





　リンネは小走りに、夜の居きよ留りゆう地ちを進んでいく。

　引き離されないように、クロウと彼に手を引かれた日ひ奈な子こもついていく。

　クロウたちが閉じ込められていたビルに見張りはいなかった。がんじがらめに縛り上げたので、ブレイズたちも安心していたのだろう。もっとも、見張りの一人や二人がいてもクロウならばなんとかできただろうが。

　クロウは走りながら、居留地の街並みを観察する。

　ライフラインは生きているという話だが、さすがに街灯などはついていない。

　というより、さっきも妙に思ったが、ライフラインが生きているのはおかしい。既に放棄された居留地に、なぜ電気が通っているのか。行政か電力会社、そのあたりにブレイズの力が食い込んでいるのかもしれない。

　クロウはそんなことを思いながら、日奈子の手を取って走っている。夜の居留地は不気味なほど静まりかえっていて、足音だけが高く響いている。

　三人は高いフェンスが立っているところに着き、リンネがドアを見つけて開いた。フェンスの向こうは、やたらと広い空間――グラウンドのようだった。

「……こんな施設もあるんだな」

「ブレイズも軽い運動くらいはさせてもらえるんだよ。剣を振るのはダメだけどね。ここを通ると近道だよ」

　クロウのつぶやきに、リンネが答えた。彼女もやはり、こういう居留地で育ったのだろうか。居留地での暮らしのことは、クロウはよく知らない。隔かく離りされた地域であり、ここで暮らすブレイズたちは剣を持つことは許されなかったということくらいだ。

　この街の暮らしはそこまでひどいものだったのだろうか……。

「…………っ！」

　不意に、周囲がまぶしいほど明るくなった。

　フェンスに沿って設置されている数台の照明が、こうこうと光っている。

　クロウたちが入ってきたドアから、一人の少女が入ってきた。眼鏡めがねに黒いラバースーツ、右手には細身の長剣を握ったその少女は――ネーナだった。剣は光こう刃じんの輝きに包まれ、既に戦闘準備は万全といった風だった。

　左手のほうには、なぜかクロウの日本刀を握っている。

「どうも、近道は鬼門らしいな」

　クロウはどうでもよさそうにつぶやいた。

　ネーナのほうはクロウを無視して、リンネを鋭い視線で見据えている。

「リンネさん……まさか、あなたが裏切るとは思いませんでした」

「それこそまさか、だよ。ボクが裏切るわけがない。マナカちゃんには手出ししないように言われてたんでしょ？　でも、ネーナちゃんは――」

「視たのですか？」

　ネーナが眼鏡めがねを外し、厳しいまなざしをリンネに向ける。リンネのほうは微笑を浮かべ、険悪な空気などまるで気にしていない様子だ。

「そう、視みたとおりだよ。すっかり準備できてるんだね」

　リンネがちらりと視線を横に動かした。

　別の入り口から、ずらずらとさっきクロウを取り囲んだブレイズたちが現れる。全員がネーナと同じく完全武ぶ装そうだ。

「ネーナちゃん……マナカちゃんの言いつけを破って、クロちゃんを斬きるつもりだったんでしょ？」

「それがなにか？」

　ネーナは挑発的に言って、日本刀をクロウに投げつけてきた。かなりの勢いで飛んできたそれをクロウは受け止め、手がびりびりと痺しびれる。

「返しておきます。丸腰を斬るのは、さすがに本意ではありませんので」

「やっぱりそのつもりだったんだ、ネーナちゃん」

　クロウには経緯がよくわからないが、ネーナの計画をリンネが見破ったらしい。

「この男は危険すぎます。二人がかりのまぐれとはいえ、お姉様を傷つけたんです。生かしておいたら、わたくしたちの計画にどれほどの邪魔になるか」

「嘘だよ、そんなの」

　リンネは笑って首を振った。

「ネーナちゃんは単にクロちゃんが気に入らないんだよ。君のお姉様が、よくも悪くもクロちゃんのほうを向いてるから。だから――勝手に処しよ刑けいしようとした。それこそ、裏切りだよ。よくないよ、そういうのは」

「……黙って！」

　ネーナが絶叫を上げる。

「勝手な想像はやめてください！　その男はさっさと斬ってしまうのが一番なんです！」

　ネーナの後ろで立ち止まっているブレイズの集団は、黙ったままだ。つまり、ネーナが言っていることに異論はないのだろう。

　二人の会話を聞きながら、クロウは焦りを覚えていた。

　マナカがいない分、状況は格段にマシになったが、それでもネーナを含めて敵は三十人。これだけの数のブレイズ剣けん士しを相手に一人で立ち回れるのか。リンネが敵に回ればさらにややこしいことになる。

　ネーナたちは、独断で動いているようだ。一対一で戦うというこだわりすら、無視するかもしれない。ネーナも一人でクロウに勝てないのはわかっているはずだからだ。日本刀を返してもらえたのはありがたいが、もう少し条件を緩くしてもらいたいところだ。

　特にネーナは相当にやる気になっている。今度はクロウが剣を捨てても、降伏を許してくれないだろう。

「いくらリンネさんでも、その男をかばおうというなら――」

「それどころじゃないみたいだよ」

　リンネは軽く言って、ちらりとフェンスのほうに視線を向けた。クロウもそれに気づき、素早く日ひ奈な子こをかばうように抱きしめる。

　ドォンッ――と、耳をつんざく轟ごう音おんが響いた。

　熱い爆風が吹き荒れ、煙と土つち埃ぼこりがもうもうと巻き上がり、視界が奪われる。

　次の瞬間――

「そこまでだ！　全員武器を捨てて投降しろ！」

　聞こえたのは、クロウがよく知った声だった。

　煙の中から、赤いコートを羽織り、腰に長剣と小剣を差したセイバーズの剣けん士し――副長サヴィナが姿を見せた。その後ろから、セイバーズ隊員たちがぞろぞろとついてくる。

「なんだあ？　なんで、クロウがここにいるんだ」

「……ということは、俺おれを助けに来てくれたんじゃなさそうですね」

　クロウは唐突な事態にも動じずに言った。どちらかといえば、驚いているのは副長のほうだ。

「当たり前だ。いちいち、隊員のオフまで監視してない」

　副長は、ここへ来た経緯を簡単にクロウに説明し始めた。

「うちものんきに遊んでるわけじゃない。ブレイズどもは、そこそこの要人を斬きりまくってるからな。新たな犯罪からは、新たな証拠が生まれる。特に一人、仕事が粗いのがいたからな。そいつの逃走ルートから、ここを割り出したってわけだ」

「あの、リンネさん……」

「あ、仕事粗いってボクのこと？」

　ネーナに睨にらまれ、リンネがごまかすように笑う。

　ブレイズの事情もクロウには謎なぞだが、リンネがしっぽを掴つかまれたということらしい。そういえば、彼女はバイトがどうとか言っていた。

　リンネも、ブレイズによる暗殺事件の犯人ということなのだろうが――確かに彼女は、秘密裏に仕事を実行できるタイプには見えない。

「まあ、話はわかりましたけど……ずいぶんおおげさですね、副長」

「相手の人数も力量もわからないんだ。戦力の出し惜しみは悪手だろうが」

　それはクロウにも理解できる。

　副長に続いて次々に現れた隊員たちは――おそらく百人以上。女性隊員が三割ほどで、他は男性隊員たちだ。

　セイバーズの中核となる戦闘部隊が勢せい揃ぞろいしている。

「……つーか、さっきの爆発はなんです？」

「知らないのか、グレネードランチャーだ」

　副長はなんでもないことのように言った。よく見ると、数人の男性隊員が細い筒状の火器を持っている。

「セイバーズも銃じゆう火か器きの装備は禁止でしょ？」

「こういうアホどもが出てきたからな。対抗手段を考えることにしたんだよ。政府の許可も取ってある。まあ、そうは言っても……」

　副長は晴れてきた煙の向こうを見る。そこには、リンネにネーナ、それに他のブレイズたちがいる。全員、かすり傷一つないようだ。

　フェンスを破り、グラウンドに飛び込んできたグレネードはなんの効果もなかったようだ。

「ナメられたものですね。その程度の火器は、大戦のときにもあったはずです。そんなものでわたくしたちに挑んでこようなんて」

　ネーナが剣を固く握りしめながら、副長を睨にらみつける。

「いえ、あなた方には剣けん士しの誇りがないのですか？　銃器に頼るなんて」

「悪いが、私たちは剣士である前に治ち安あん維い持じ部隊だ。おまえらのようなバカどもをぶっ倒すことが最優先なんだよ。誇りというなら、任務を果たせないこと以上の恥はない。そのためなら、手段なんぞ選ぶか」

　副長は睨み返して、バカにしたように言った。

　彼女の言うことは正論だ。術じゆつ法ほうという新たな脅威が確認されている以上、それに対抗する手段をなにも用意しないのは、単なる思考停止であろう。

「ただまあ、長いこと火器がご禁制品だったからな。すぐに用意できたのはこんなもんだけだ。現代にはもっと面白い兵器がいくらでもあるぞ」

「蹴け散ちらすのが楽しみです」

「言うな、小娘。もっとも、私も火器は好かないがな。せっかくの剣士同士の戦いに銃なんぞ無ぶ粋すいもいいところだ。それと、術法なんてものもな」

「あなた方が使えなくなったからといって、否定されても困ります。昔は、ブレイズ以外のソーディたちも使っていたんですよ」

「私はそんなことは知らない」

　唐突に、副長は弾丸のように駆け出した。

　ネーナの横を通り過ぎ、腰に差した二本の剣を同時に抜いた。一つ間違えれば自分の腕を斬きりかねない技だが、もちろん副長はそんなミスはしなかった。暴風のような二本の剣けん閃せんが交差し、Ｘの文字の軌跡を描く。抜く手も、太た刀ち筋すじもほとんど見えない一撃――いや、同時攻撃だった。

「ぐっ……」

「うあっ……」

　二人のブレイズが、喉のどと胸を斬きられ、どさりとその場に倒れた。おそらくネーナに匹ひつ敵てきしたであろうブレイズ剣けん士したちが、なすすべもなく斬られたのだ。サヴィナも、伊だ達てにセイバーズの副長を務めているわけではない。

「なんだ、ブレイズとかいっても意外にもろいじゃないか」

「その台詞せりふは最後まで生き残ってから言っていただきたいですね」

　ネーナが油断なく剣を構える。クロウは彼女と二度戦っていて、その太た刀ち筋すじには慣れている。自分が相手をするのが適当だろうか、と考えていると。

「なにをしている、クロウ。おまえは、さっさと行け」

「副長？」

「桜さくら井い日ひ奈な子この護ご衛えいがおまえの任務だ。彼女をこの危険な場所に留とどめておくことは、命令違反になる。減俸が望みか？」

「……とんでもありません」

　副長は、クロウたちを逃がしてくれるようだ。確かに、この状況でクロウが戦闘に参加するのはデメリットが大きい。

「リンネさん！」

　いきなり、ネーナが大声を張り上げた。

「このセイバーズたちもクロウも、あなたが連れて来たんです！　セイバーズはわたくしたちが引き受けます！　あなたはクロウを！」

「……と言われても。ボク、クロちゃんと戦うのはなー」

「ふざけないでください。あなたは特別な使命を背負っているから、好き勝手に振る舞えるんです。自由の代だい償しようも払えないのなら――また元の場所に戻ってください！」

「…………」

　リンネの表情が――ふっと変わった。

　悲しみのような、苦しみのような……。いつも浮かべていた笑みが、霞かすみのように消えてしまっている。

「そんなの……ネーナちゃんに言われたくないよ」

「わたくしの意志ではありません。ブレイズのルールです。戦う者だけが、仲間になれるのです。例外はありません。あなたが――死し剣けん使つかいだとしても」

　ネーナはそれだけ言うと、剣を手に前に進み始めた。他のブレイズたちも動き出す。

　そして、サヴィナとセイバーズ隊員たちも剣を手に迎え撃つ態勢を見せる。

　ブレイズたちは三十人。対するセイバーズは男も多いとはいえ、百人もいる。だが、ブレイズ側には少しのひるみも見られない。

　乱戦になれば、クロウたちが逃げる隙すきなどいくらでもある。そのはずだったが――

「死剣使いか……ボク、そんなものになりたかったわけじゃないんだけどな」

　リンネの顔に笑みが戻って来た。

　ただしそれは――困ったような、戸惑っているような笑顔だった。

「さて、どうなるのかなあ」

　リンネはギターケースを下ろし、ゆっくりと開き始めた。そこから、一本の棒のようなものを取り出した。

「へえ……」

　クロウは思わず唸うなった。

　棒に見えたものは、槍やりの柄つかのようだ。正確には、日本でも昔からあった“〝手て槍やり”〟と呼ばれる、柄が短い槍に似ている。だが、それだけではなかった。

　リンネはさらに続けて、ケースから二本の短剣を取り出した。

「なんだ、それ……？」

「クロちゃん、ごめん。ちょっと待っててね」

　取り出した短剣を、手槍の刃やいばがついていないほうの柄の端に差し込んだ。なにやら、ずいぶんと手間取っている。

「うっ、うーんと……ああもう、これハメこむの難しいんだよね。こういう細かい作業、苦手だよ……」

　上う手まく差し込めずに、リンネはうんうんと唸っている。つい、クロウは手伝ってやろうかと言いそうになった。

「くっ、あう…………よし、できた！」

　リンネは柄の両端に刃がついたおかしな槍を高々と掲げてみせた。どこか、得意げにすら見える。

「紹介するよ、クロちゃん。ボクの愛剣の“〝銀ギン翼ヨク”〟」

「それはまた、変わった剣だな……」

「というわけで、お待たせ。ボクも戦わなきゃいけないみたいだ。あんまりやりたくないんだけどね」

「……奇遇だな。俺おれもやりたくねえよ」

　一緒にゲームをしたり、買い食いしたり、パンツを見たりしていた女の子と刃を交えるなど、ぞっとする話だ。

　しかし――

「やるしかないんだってさ――」

　リンネの紫色だった瞳が、赤く輝いている。

　若いブレイズたちはみずからの意志で瞳の色を変えられるのだ。心なしか、彼女の瞳の赤は他のブレイズよりもさらに紅あかく、まるで燃え上がっているかのようだ。

　そして――

「行くよ、クロちゃん」

「…………っ!?」

　クロウは思わず、後ずさった。まるで、突風が吹きつけたかのような圧力を感じる。

　リンネが、『光コウ』を解き放ったのだ。

　マナカの『光』の圧力とはまた違う。圧倒的なところは似ているが、マナカの『光』は分厚い塊が迫ってくるような圧迫感があるのに対し、リンネの『光』は無数の針で刺されるかのようだ。実際に肌を刺されるような痛みが、クロウの全身に走った。

「冗談、だろ……」

　クロウは剣を抜くこともできず、まるで魅み入いられたかのようにリンネの目を見つめ返す。

　これほどまでに危険な『光』を感じたことは一度もない。彼女に対面しているだけで、命が削られていくような感覚さえある。

　リンネがふわり、とふらつくようにして前に出た。銀ギン翼ヨクが横に薙ながれ、疾風のような一撃にゴウッと砂すな埃ぼこりが舞う。

「…………っ！」

　クロウは反射的に抜刀し、その一撃を弾はじいた。ギィンと鈍にぶい音がして、火花が激しく散った。クロウの古コ流リユウは、敵の攻撃にどれほど威力があろうとそれをゼロにして受け流す。しかし、リンネの一撃を逸そらしたクロウの腕に、今までにない衝撃が走っていた。

　続けて、銀翼のもう一方の刃やいばがクロウに向けて振るわれる。クロウは二太刀目も、かろうじて受け流す。暴れ回る風のような斬ざん撃げきに、再びクロウの腕が痺しびれる。

「くっ……！」

　クロウは後ろに跳び下がり、剣を構え直した。



    

  
    
      



    

  
    
      

　禍まが々まがしいほどの強烈な『光コウ』に、二本の刃やいばを使った連続攻撃。それも、太た刀ち筋すじがどこかおかしい。クロウは七しち剣けんマナカの剣すら受け流すことができたが、リンネの剣は威力を充分に殺しきれなかった。

　いったい、どうなってる――？

　クロウは、油断なく剣を構えてリンネの目をじっと見据える。

　リンネのほうはといえば、楽しげに微笑ほほえんでいる。その笑顔はあまりにも透き通っている。今まさに、命のやり取りをしているとは思えないほどに。

　クロウは、剣を構えたまま立ち尽くすことしか――ただ、それだけしかできなかった。





　なんだかまずいことになってきたのです、と日ひ奈な子こもさすがに動揺していた。

　クロウはもうこちらのことも忘れてしまったかのようだ。一度刃を合わせたあとは、リンネという女の子と向き合い、彫像にでもなってしまったかのように動かない。

　日奈子は、じりじりとクロウから離れていく。もちろん、逃げるつもりではない。彼はあるいはそれを望んでいるかもしれないが、この優しい少年を置いて逃げるなど、日奈子にはとてもできない。

　ただ、距離は置かなければならない。術じゆつ法ほうに巻き込まれるのはもちろん、ソーディの動きは速すぎて、とんでもない遠距離から一瞬で接近されることもある。少しでも戦闘から離れておくことが、今の日奈子の役割だ。

「ぐああっ！」

　悲鳴が上がり、鮮血がぱっと飛び散った。

　斬きられたのはセイバーズ隊員だった――というよりも。

　次々とセイバーズ隊員たちが斬られていっている。

　能力で劣る男性隊員たちは、三人で一チームをつくり、なおかつ複数のチームで一人のブレイズに斬りかかっている。

　本来であれば、ソーディは一対一の戦いにこだわる。ただし、戦争やセイバーズのような任務となれば話は別らしい。それも当然だ。いくらソーディが大戦で奇跡の勝利を収めたといっても、常に一対一の戦いにこだわっていたら、それだけで結果が変わっていた可能性は大いにあると思う。

「おあああっ！」

　今度上がったのは悲鳴ではなく、気合いの声だった。

　一人の男性隊員が気合いとともに剣を振り下ろす。面を狙ねらった一撃は凄すさまじい威力で、豪ごう剣けんといってもいいレベルだった。だがそれも、ブレイズの女性剣けん士しにあっさりと受け止められてしまう。女性剣士は薄ら笑いすら浮かべていた。女性剣士は軽く力を込めただけで相手の剣を押し返し、そのまま男性隊員の胸を一文字に斬り裂いた。

　同じような光景が、あちこちで繰り広げられている。

　男性隊員だけでなく、女性隊員たちも次々に斬きられてしまっている。

　ぱっ、とグラウンドがひときわ明るくなった。ブレイズの一人の手から、青白い稲光が走ったのだ。

　雷の術じゆつ法ほう――それは空気を震わせながら、まっすぐに空間を斬り裂いていく。稲妻は轟ごう音おんとともに二人の女性隊員を焼き尽くした。

「やっぱりまずいですね……」

　日ひ奈な子こは、ぽつりとつぶやいた。

　数ではセイバーズが圧倒的に勝っている。しかし、その優位も時間の問題に思えた。

　日奈子には、どちらが強いのかなど、まったくわからない。それでも、セイバーズ隊員がみるみるうちに数を減らしていっていることだけは明らかだった。

　あちこちで剣をぶつけ合い、術法が炸さく裂れつし、血しぶきが上がっている。

　グラウンドは凄せい惨さんな戦場と化してしまった。それが、ブレイズによるセイバーズの虐ぎやく殺さつの現場になるのはもう間もなくだろう。

「ナメるなっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、副長の二刀が一人のブレイズを斬り裂いた。斬られたブレイズが勢いで吹き飛び、地面を転がっていく。凄すさまじい威力の一撃だった。

　しかし、奮ふん闘とうしているのは、副長をはじめとして四、五人の女性隊員だけだ。あとはもう、自分から斬られにいっているかのように、ざくざくと殺されてしまっている。

「――ナメてはいません」

　凍るような声がして、ネーナが副長に向かっていく。

　ネーナの細い剣と副長の二刀が交錯し、キーンと澄んだ音を立てた。二人は互いに弾はじかれるように後ろに下がり、地面をえぐるようにして着地した。

「副長サヴィナ、あなたのことはお姉様から聞いてます。二刀の抜き打ちは、もはや芸術の域だと。確かにそのようですね。わたくしでも、剣でやり合っては勝てないでしょう」

「それが最後の台詞せりふになるとは、冴さえなかったな、小娘」

　副長は不敵に笑って、二本の剣を鞘さやに収めた。ネーナが讃たたえた二刀の抜き打ちとやらで、勝負を決めるつもりらしい。

　しかし、ネーナもまた口元を歪ゆがませ、笑みを浮かべた。彼女が白く輝く剣をくるりと回すと――刀身の周りに炎が巻きつき始めた。

「炎のヘビか。タネが割れてる手品を使うとは、やはりナメられてるようだな」

「ええ、わたくしの手品はタネが割れています。ですが、ここにいるのは――わたくしだけではありません」

「…………っ！」

　副長の顔色が変わった。彼女は、離れたところから自分に狙いをつけているブレイズたちの姿にここでようやく気がついた。

　四人のブレイズたちが副長に剣を向け――ネーナの「炎よ、舞え！」という叫びとともにそれぞれの術じゆつ法ほうを解き放った。

　炎のヘビが、氷の嵐が、稲妻の槍やりが、水の刃やいばが、そして副長の足下から大地がハンマーのように隆起して、彼女一人に襲いかかっていく。

「…………っ！」

　日ひ奈な子こは、それ以上は見ていられなかった。とっさに目を逸そらした瞬間に、連続した爆発音のようなものが激しく響いた。悲鳴が聞こえなかったのは、副長サヴィナの誇りがそんなものを上げさせなかったのか、それとも爆発音にかき消されたのか。

「…………」

　おそるおそる、日奈子が視線を戻すと、さっきまで副長がいたはずのところには誰だれもいなかった。地面が放射状にごっそりとえぐられてしまい、わずかに布きれのようなものや剣の残ざん骸がいらしきものが散乱しているのが見えてしまった。

「ああ…………」

　日奈子は、ふうっと息を吐いた。

　クロウも危き惧ぐしていたブレイズたちからの集中砲火をくらっては、あの強そうな副長もかわす暇もなかったのだろう。他のセイバーズ隊員たちも相当の被害を受けているため、四人のブレイズがフリーになってしまったせいだ。

　日奈子は自分が感情に乏しいと自覚している。そんな彼女でも、膝ひざががくがくと震えだしていた。初めて目の当たりにする集団戦闘。いや、それは既に戦闘ではない。恐れたとおり、虐ぎやく殺さつの現場となってしまっている。

　獅し子し奮ふん迅じんの活躍をしていた他の女性隊員たちも次々に斬きられている。弱い者の次に死ぬのが、強い者なのだ――日奈子はそんな風に思った。

「ヒナっ！」

「…………っ！」

　日奈子は自分でも驚くほど素早く振り返った。フェンスの向こうから、セフィとラーシュの二人が駆けてくる。

　二人はあっという間に日奈子のそばまで来ると、彼女をかばうように立った。二人とも既に抜刀している。

「……どうしてセフィとラーシュがここに？」

「それどころじゃないでしょ！」

「いやまあ、簡単な話なんだけどね」

　セフィとラーシュが対照的な反応をした。ラーシュのほうは比較的落ち着いているようだ。彼にとっては、見知った顔が死体となって転がっているはずなのに。

「いくらなんでも、クロウから連絡が来るのが遅かったからね。ケータイの電源が落ちてて、ＧＰＳでも見つからないし。可能性は二つ。日奈子とどこかにしけ込んでいて、セフィに見つからないように隠れてる。あるいは、またトラブルに巻き込まれてる」

「前者でも後者でも、ロウはただじゃ済まなかったわね」

　セフィは、ひどく嫌そうな顔をしている。

「そしたら、セイバーズからブレイズのアジトらしきところを見つけたって連絡が来て。もしかしたら、クロウもそこに――って来てみたんだけど、ビンゴだったね」

　ラーシュのほうは笑っている。クロウを連絡もできない事態に追い込めるとしたら、ブレイズしかいないと思った――だそうだ。ラーシュは、クロウとは長い付き合いらしいが、ずいぶんとカンがいい。

「そんなのはどうでもいいの！　ロウは……！」

　セフィはまだリンネと向き合ったままのクロウに、視線を向けた。剣を握り直して、駆け出そうとする。

「待て！」

　その声を聞いたとき、日ひ奈な子こは誰だれの声なのか一瞬わからなかった。

　セフィも同じ思いだったのだろう。鋭く呼びかけると同時に肩を掴つかんできたラーシュのほうを振り返る。

「待った……ダメだ、あっちに行っちゃいけない」

「どうしてよ!?　そりゃ一対一がソーディの流りゆう儀ぎだけど、もうこんな乱戦になっちゃったら……！」

「あそこには誰も割り込めない。無理だ」

　ラーシュの顔も声も、日奈子が聞いたことのないものだった。さっきまでへらへら笑っていたのに。この男が、こんな表情を持ち合わせていたとは。

「……ラーシュ？　どうしたのよ？」

「ねえ、日奈子。事情がよくわからないんだけど、いったいアレはなんなのかな？」

「アレ？　ああ、リンネのことですか」

「リンネっていうのか。アレは……アレはいったいどうなってるんだ……？」

　ラーシュの目は、まっすぐ射い貫ぬくようにリンネを睨にらんでいる。

「なによ。あの子、ブレイズなんでしょ？　ヤバイのはあたしにだってわかるわ」

「いや、わかってない。まだセフィにはわからないか。でも……アレは、違う。よくクロウはアレと向き合って立っていられる……」

　日奈子は、ラーシュの顔に汗が流れていることに気づいた。冷や汗、というやつだろうか。

「アレはクロウに任せよう。他の連中を掃除すれば、それが一番の援護になる。セフィ、君は日奈子を守っていてくれ」

「ちょっと待って！　あんた一人でやる気なの!?」

「アレと戦うよりは、はるかに楽さ」

　ここでようやく、ラーシュは笑った。しかし、どこか無理をしているような笑みだった。

「ラーシュ。さっき、副長さんが術じゆつ法ほうの集中攻撃をくらったのです」

「そういや、見ないと思った。局長の失しつ踪そうに続いて、今度は副長が木こっ端ぱ微み塵じんか。セイバーズうちは呪のろわれてるのかなあ」

「その呪われてる集団が、今にも全滅しそうなのですが」

「っと、急いだほうがいいな。日ひ奈な子こ、術じゆつ法ほうのアドバイスはどうも。ま、なんとかしてみるさ」

　ラーシュは一瞬、固く目を閉じると、抜き身の剣を手に走り出した。

　今まさにセイバーズの男性隊員を斬きり捨てようとしていたブレイズ剣けん士しを、ラーシュは一刀で袈け裟さ懸がけに斬った。ブレイズ剣士は後ろに吹き飛び、そのまま動かなくなってしまう。あまりにあっさりとした、鮮やかな手際だった。

　ラーシュの剣――獣じゆう斬ざんと名付けられた、分厚く長い剣からは、黒い煙のようなものが立ちのぼっている。あれが、彼だけの独特な光こう刃じんなのだ。

「凄すごいですね、ラーシュは……」

「あれでも剣けん聖せいの弟子よ。たとえ、なんと言われていようともね」

　セフィの口調には、わずかに悔しさが滲にじんでいた。あれほどの剣けん技ぎは、セフィにはまだ使えないからだろう。

　ラーシュは男性ソーディでありながら、女性ソーディに劣らない戦闘能力の持ち主だ。ただし、ごくわずかに存在する強い男性剣士には、昔から一つの迷信があったそうだ。

　いわく、強者の男性ソーディの剣には魔性が宿る。

　彼らは、ソーディが一騎打ちにおいて禁じ手とする背後からの斬ざん撃げき、丸腰の相手の殺害、時には飛び道具さえ使うという。

　そして――血に酔い、敵を苦しめ、無む惨ざんに殺すことをなによりの喜びとする。

「ふっ！」

　ラーシュは気合い一いつ閃せん、二人目のソーディを横よこ薙なぎに斬った。血が噴水のように溢あふれ出だし、ラーシュはそれをかわして、三人目へと向かっていく。

　だが、彼が戦っている様子を見る限りでは、そんな風には見えない。もっとも、これだけのセイバーズ隊員が斬られた状況で、怯ひるみもせずに敵に向かっていくところは、日奈子には正常だとも思えなかった。

「やっぱりラーシュは大丈夫そうね。ブレイズたちも相当にやられてるし」

　セフィに言われて、日奈子もようやく気づいた。少しばかり彼女も動転していたようだ。セイバーズは既に両手の指で数えられるまでに減ってしまっている。しかし、三十人はいたはずのブレイズたちも、もう半分ほどになっているようだ。その残りの半分も大なり小なりどこかに負傷している。

「でも、術法だけでもなんとかしたほうが……」

「ラーシュは器用な男よ。あれだけの人数が相手なら、上う手まく立ち回るでしょ。ねえ、ヒナ。あの能力は使っちゃダメよ」

「……使いたくても使い方がわかりません」

　真剣な目つきでひたすらクロウを見ながら、セフィは「それならいい」と頷うなずいた。

「ここには、セイバーズの隊員もいるわ。ヒナの能力をもし見られたら――あなたを狙ねらう相手が太たい陽よう教きようとブレイズだけでは済まなくなる」

「今さら、という気もしますけど……」

　そう言いつつも、日ひ奈な子こは嬉うれしかった。セフィは心から日奈子の身を案じてくれている。その気持ちは、ありがたく受け入れるべきだった。

「でも、あなたも気をつけてください、セフィ」

「え？」

「あなたを狙う相手も……いるんですから」

　日奈子は、近づいてくる少女に、精一杯の怖い顔をして睨にらみつけた。

「ネーナ……」

「どうも、セフィ様」

　顔に返り血を浴びたネーナが、セフィの前に立つ。

　眼鏡めがねを外した赤い瞳には、確かな殺意がみなぎっているのが、日奈子にもわかった。





　セフィは、剣の学院に入学してすぐに友達が何人もできた。

　子供の頃から、周りには常に友達がたくさんいた。セフィは、自分が社交的な性格だとは思っていない。それでも、付き合っている友達の中に、セフィの四よん将しよう家の娘という身分に寄ってきた者はほとんどいないと思う。身分が関係しているとしたら、様付けで呼ばれていることくらいだ。むしろ、身分を気にする者はセフィに近づいてこない。

　ネーナはある意味で例外だった。友人のほとんどは、向こうからセフィに近づいてきたが、ネーナの場合はセフィのほうから声をかけたのだ。

　入学当初、ネーナは教室では浮いていた。おとなしい子で、最低限のことしか話さず、友達もいないようだった。セフィは決して同情したわけではない。ただ、ネーナの目の奥に――なにかきらりと輝くものがあるように思えたのだ。

「くっ……ふふふっ」

　刹せつ那なの間にそんなことを思って、セフィはふと笑ってしまった。

「……セフィ様？　どうしたんですか？」

　ネーナが、案外本気で心配しているような顔をした。

「あ、ごめん。変なこと思い出しちゃって。あなたと出会った頃のことを。ちょっと変わってるなって……あと、そうだわ。太た刀ち筋すじも悪くないなんて思ってたのよ」

「それは、ありがとうございます」

　ネーナはこれまた、本気で感謝しているような表情を浮かべた。

「あなたは実力を隠していたのにね。ミグネもフォーアも、本当のあなたにはまるでかなわなかったでしょう」

「実際、かないませんでした。フォーアには不意討ちをかけてしまいましたが、ミグネとはきちんと立ち会って勝ったんです。思ったより、やりましたけど」

　ミグネは夜の道路で死んでいたと聞いている。ネーナの実力を考えれば、わざわざ闇やみ討うちをかけなくても勝てたのは間違いないだろう。

「もちろん、あたしなんて勝負にもならない。実際、軽く星ほし崩くずしを弾はじかれたんだったわね。でも――」

　セフィは、軽く剣を一振りした。その刃やいばに――白い輝きが宿る。

「光こう刃じん……そうですか、セフィ様も使えるようになったのですね」

「使うのはこれが初めてだわ。今のあたしなら、できるような気がしたのよ」

　セフィは自分が成長していると実感している。お祭りのバトルロイヤルとはいえ、クロウとも以前とは違う戦いができた。肉体の奥にある『光コウ』もこれまでにないほど充実している。

「……いいですね。セフィ様が星崩を持っていないのが残念になってきましたよ」

「あたしも残念よ。でも、問題ないわ。剣さえあればソーディは戦える」

「ええ、まあかまいません。こちらは愛あい剣けんを使わせていただきます。わたくしの愛剣――『炎エン蛇ジヤ』。名前がネタバレですが、セフィ様にはお教えしていいでしょう」

「悪くない名前だわ」

　セフィはにっこり笑って、いつものように剣を中段に構えた。ネーナも鏡に映したように、同じ構えを取る。

「そういえば、構えを教えたりもしたっけね。身の程知らずもいいところだったわ」

「いえ、いい教え方でしたよ。あなたには人を教え、導く才能もあるようです」

「まだまだ教わる側よ。ネーナ、あなたにも――教えてもらいたいわ！」

　セフィがカタパルトから投出されたように素早くダッシュして、剣を振り上げた。だが、目にも留まらぬ豪ごう剣けんは、ネーナにさっとかわされてしまう。

「ちっ！」

　セフィは舌打ちする。

　今使っている予備の剣は星崩と比べれば、枯れ枝のように軽い。いつもと同じ調子で振り回したら、剣があらぬ軌道を描いてしまう。

　調整、調整だ――

　セフィは自分に言い聞かせながら、二太刀目を放つ。唸うなりを上げて、セフィの剣が真横に走る。

「くっ！」

　今度は、ネーナは炎蛇でその胴払いを受け止めた。ギンッと硬質な音が響き、セフィはさらに剣を押しつけるように力を込めた。セフィの中で、『光』がエンジンのように熱く音高く燃えているかのようだった。

「うわああああっ！」

　セフィが、獣のような絶叫を上げた。

　ネーナと鍔つば元もとで刃やいばを合わせたまま、体重をかけて強引に押し倒す。二人はもつれるようにして、グラウンドに倒れ込んだ。

「セフィ……様っ……！」

　下になったネーナは、苦しげな顔で必死に剣を押し返そうとしている。だが、セフィも必死だ。剣を押し込み、そのままネーナの炎エン蛇ジヤごと斬きらなければ、こちらがやられる。

「返せ……ないっ……？　このパワーは剣けん姫きクラス……セフィ様、いつの間にそこまでの力を……？」

「まだ技術では、あんたにもロウにも全然勝てないでしょうね。だったら、この力を活いかすしかないでしょ！」

　あのマナカとの戦いで――空の扉を開いたあと、『光コウ』の量は桁けた外れに上がり、パワーも大きく増した。

　だが、これでもまだまだだ。剣の技術が急上昇したわけではない。『光』の量も、マナカと比べればはるかに劣る。

　もっともっと、強くなりたい。

　そのためにも、セフィはここで終わるわけにはいかなかった――

「ごめん、ネーナ……っ！」

「謝るのは……まだ早いですよ！」

　ゴゴゴゴ、とネーナの剣で炎が渦巻き始める。セフィは熱く燃え始めた目の前の空気に、一瞬怯ひるんでしまう。

「炎よ、舞え！」

「…………っ！」

　セフィは『光』を全開にし、剣を握ったまま両手を交差させて顔の前をガードする。凄すさまじい熱気が爆発するように噴き上がり、セフィは枯れ葉のように飛ばされてしまう。

「ぐはっ……！」

　受け身を取ることもできず、セフィは地面に背中を強打した。息が詰まり、意識が飛びそうになる。

「な、なんてことを……」

　かろうじて離さなかった剣を手に、セフィは立ち上がった。

　ゼロ距離で炎の術じゆつ法ほうを放ってくるとは。どうやら、炎はセフィの『光』で強化された肉体と光こう刃じんに衝突して、爆発に似た現象が起きたようだ。

　セフィは焼け焦げてしまった制服の上着を脱ぎ捨てる。ブラウスの袖そでもほぼ真っ黒に焼けてしまった。幸い、腕は軽い火傷やけどを負っただけのようだ。これくらいなら、ソーディの回復力で三日もあれば治ってしまうはずだ。

「あれ、そちらもたいしたことなさそうですね」

　セフィの正面に立っているネーナが、笑いながら言った。黒いラバースーツが焦げ、肌の一部も焼けてしまっているが、彼女のほうも火傷は軽いようだ。

「まったく、なんてことするのよ。下へ手たすれば自爆になってたかもしれないのに」

「あはははは、この程度のことで躊ちゆう躇ちよしませんよ。今さら、こんなことくらい」

　ネーナは、けらけらと笑う。そして、不意に真顔になった。

「セフィ様。わたくしが育った街にですね、小さな公園があるんですよ。滑り台とかジャングルジムとかある、本当に小さな公園」

「なに言ってるの？」

　セフィは剣を構え直す。ずきり、と腕に痛みが走った。肌の表面は無事でも、術じゆつ法ほうの爆発を受け止めた腕の内部にはダメージが入っているらしい。

「わたくし、その公園が大嫌いでした。いつも、そこで義務みたいに遊んでいたんです。認められた遊び場はそこだけでしたから。そこは……大声を上げて遊んだり走り回ったりしてはいけなかったんです。行っても、なにも楽しくなかったですね」

「……遊び場なんでしょ？」

「それが、ブレイズの居きよ留りゆう地ちなんですよ」

　にやり、とネーナが口元に歪ゆがんだ笑みを浮かべた。

「セフィ様、この街を見ましたか？」

「ええ、ここに来るまでにそりゃ見たわよ」

　街灯もないような放棄地区でも、ソーディの視力は夜の闇やみも見渡すのだ。まさにゴーストタウンと呼ぶにふさわしい、不気味な場所だった。

「死んだ街のように見えたでしょう」

「まあ……」

「でも勘かん違ちがいしないでください。この街は、放棄されたから死んだんではないんです。ずっと死んでいたんですよ。多くのブレイズがここに住んでいた頃から」

「ネーナ、あなた……」

　さっきからまさか、と思っていたが、セフィは確信する。ここは――ネーナの故郷なのだ。少なくとも、彼女はこの居留地に住んでいた過去があるのだろう。

「死んだ目をした大人が、昼間からろくに仕事もせず、街をふらふらとうろついてました。子供たちは、死んだ目の大人になるように育てられていました。四よん将しようたちが大戦後につくりだしたブレイズの牙きばを抜くプログラムは、現代でも順調に稼働中だったんですよ」

「…………」

　セフィはなにも答えなかった。ネーナもまた、答えを望んでいるとは思えなかった。

「ブレイズは――粛しゆく清せいからも隔かく離りからも逃れた一部の者たちは、ずっと昔から居留地を回っては、剣の才能があって――戦う気力がある者だけを密ひそかに助け出していました。ソーディたちは行方不明者が出ても、あまり気にしなかったようですね。一人二人くらい逃げたって、どうでもいいと思っていたんでしょう。とんだ平和ボケです」

「あなたも――逃げ出せたのね」

「まだ七歳のときでした。わたくしを助け出したブレイズの人たちは、剣と術法を教えてくれたんです。本当に楽しかった。嬉うれしかった。そこでようやく、街の外に出る自由すらなく、剣も持てず、戦うことも禁じられた居きよ留りゆう地ちでの生活がどれほどの地獄だったのか思い知りました」

　ネーナは剣を構えて、じりじりとセフィに近づき始める。

「わたくしは、わたくしを地獄に落としたソーディたちに復ふく讐しゆうするために。わたくしを助けてくれたブレイズの仲間たちのために――戦わなければならないのです」

「同情はしないわ、ネーナ。挑んでくるというなら、それに応えることだけがあたしにできることよ」

「最高です、セフィ様」

　ネーナの恐ろしい笑みを見ながら、セフィは自分が危機に陥っていることを理解する。

　友人だったはずの少女の赤い瞳は殺意に満ちあふれ、炎に焼けた身体からだのことなど忘れてしまっているかのようだ。

　さっきの鍔つば迫ぜり合あいのときに仕留めておくべきだった。あれが、最初で最後のチャンスだったのだ。

「くっ……」

　セフィの眼前の景色が、ぐらぐらと揺れている。

　おかしい、さっきはたいしたことのないように思えたのに、どんどんダメージが蓄ちく積せきしていくようだ。至近距離での爆発のせいか、吹き飛ばされて地面に衝突したせいか、あるいはその両方か。

「では、受けてもらいます、セフィ様」

「……ええ」

　セフィが応えるとともに、ネーナが跳んだ。地面を蹴りつけ、前に向かって跳び、空中でくるりと器用に一回転して、セフィに剣をぶつけてくる。

　かろうじてセフィは炎エン蛇ジヤの一撃を受け止める。まるで砲弾が落ちてきたかのように重く、魂のすべてを込めたような斬ざん撃げきだった。

「ネーナっ……！」

　がくり、とセフィの膝ひざが落ちかけた。なんとか踏ん張り、渾こん身しんの力を振り絞って、セフィは剣を押し込んでネーナを突き飛ばすようにした。

「ねばりますね、セフィ様！」

　ネーナは今度はくるりと後ろに一回転して、あざやかに着地を決めた。向こうはまだ、余力を残している。

　セフィは、なんだか笑えてきてしまった。死が目の前に迫っているというのに、我ながら妙なことだと思う。

　次のネーナの攻撃は、おそらく止められないだろう。ここに至っても誰だれかに助けてもらいたいとは少しも思わなかった。彼女はソーディの剣けん士しなのだ。もっとも、助けてもらいたくてもクロウもラーシュも自分の戦いで手一杯なのだが。

　視界のふらつきは、まったくおさまらない。ネーナがいるのはどっちだっけ？

「セフィ、来るのです！」

「…………！」

　日ひ奈な子この叫びに、セフィの身体からだが反応した。ほとんど反射的に剣を振り上げていた。もっとも得意な、中段から上段に移行してからの、全力の振り下ろし。だが、セフィは剣を振りながら気づいた。斬きり込もうとしていたネーナは日奈子の声に気づいて、足を止めていたのだ。

　今さら、剣は止められない。セフィはそのまま振り下ろして――

「なっ……！」

　今度は、ネーナが大声を上げた。

　セフィにも――それが見えた。

　ネーナの目前、なにもない空間に――黒いひび割れのような亀き裂れつが走っている。空の扉にも似ているが、もっとずっとずっと小さい。ガリガリと耳障りな音を立て、そのひび割れは縦に長く拡ひろがっていく。

　そして、そのひび割れからは、セフィの剣の刀身が飛び出していた。同時に、セフィが手に持っている剣の刀身が消失してしまっている。まるで、剣の柄つかと鍔を残して刃やいばだけが敵の目の前に飛び出していったような。いや、実際そんな現象が起きている。

　セフィはその刃を見ながら、他人事のように思う。

　そうだ、同じことがクロウとバトルロイヤルで戦ったときにも起きた――

「あああっ……！」

　ネーナが短い悲鳴を上げた。突然目の前に現れた刃を、さすがの彼女も避よけきれなかったのだ。ネーナの右胸の辺りが、ざっくりと斬り裂かれている。

　セフィが戸惑ったのは、一瞬の間のみ。剣の刀身が戻っていることを確認すると、セフィはネーナに照準を定め、ただ彼女だけを見て駆け出した。

　正真正銘、これが最後の一撃――

「ネーナぁっ……！」

　セフィの剣が激しく空気を巻き込むようにして、猛獣の咆ほう哮こうのような音が響いた。

「ぐうっ…………！」

　再び、ネーナの右胸を今度はもっと深く斬り裂いた。

　血が激しく噴き出し、ネーナはがっくりとその場に膝ひざをついた。

「セフィ、様……お見事」

「……あたしの実力じゃないわ」

　さっきの空間を飛び越えたような一刀は、セフィ自身の意志で放ったものではない。

「いいえ、セフィ様。驚きましたが、あれもあなたの剣ですよ」

「そう……そうかもしれないわね」

　セフィは答えながら、剣を取り落としてしまう。本当に、すべての力を使い果たしてしまったのだ。

「なにか、言いたいことはある？　今ならまだ聞けるけど」

「そうですね……リマになにも言わずに消えてごめんなさい、と伝えてもらえますか」

　ネーナは笑っていた――むしろ、嬉うれしそうなくらいだった。セフィはなんとなく、彼女がなぜ笑っているのかわかるような気がした。

「……マナカには？　もしかすると、また会えるかもしれないわ」

「そちらはけっこうです。わたくしが最期になにを思ったか、お姉様ならわかってもらえますから」

「リマだって、わかるわよ」

「そうですね……また失礼をしてしまいました。ブレイズは裏切り者で反逆者ではあっても、礼儀は心得ておきたいものですね」

「そうね、野蛮なソーディ剣けん士しもそうありたいものだわ」

　セフィも笑って頷うなずいた。なんとなく、友人だった頃に戻ったような気分になっていた。おそらく、ネーナのほうも。

　不意にネーナは、セフィの手元に目を留めた。

　セフィも同じところを見ると、そこは小刻みに震えていた。自分でも抑えきれない震えだった。

「……セフィ様。これが初めてですか？」

「ええ、あなたでよかったと――思ってるわ」

「なによりの言葉です」

　ネーナは嬉しそうに頷いた。

「なにも気に病むことはありませんよ。堂々の立ち会いだったのですから」

「わかって……いるわ」

　セフィは唇を噛かみしめる。

　かつての友人だったとはいえ、人を斬きった程度のことで震えていてどうする。

　あたしはソーディの剣士。初めての人斬りはいつか来るもので、必ず積まなければならない経験だった。

　セフィは強引に手の震えを抑え込み、死にゆこうとしている友人を見つめる。

「それでいいのですよ、セフィ様……ありがとうございました、お姉様……」

　ネーナははっきりそう言うと、仰あお向むけにばたりと倒れ、ゆっくりと目を閉じ――そのまま動かなくなった。

　さようなら、ありがとう。自分も死ぬときはそんなことを思いたいものだ、とセフィは心に刻み込む。

「うおおっ！」

「きゃっ!?」

　いきなり太い悲鳴が上がり、セフィはなにかに衝突されて、地面に倒れ込んだ。

　なにかと思ったら――

「ロウ!?」

「……よう、セフィ。おまえも来てくれたんだな」

　セフィと絡み合うように倒れているのは、クロウだった。身体からだのあちこちが斬きられ、血が滲にじんでいる。

　セフィはクロウを押しのけようとして――近づいてくる人影に気づいた。

　ピンク髪で、制服姿の綺き麗れいな少女。日ひ奈な子こがリンネと呼んだ女の子だった。

　彼女の目には殺意はかけらもなく――遊んでいる子供のような無邪気な笑みが浮かんでいた。





　クロウは「悪い」と謝って、セフィから離れた。

　セフィを押し倒した体勢は悪くなかったが、傷ついている彼女の上に乗っかっているわけにもいかない。

「ちょっと、ロウ。大丈夫なの？」

「それはこっちの台詞せりふだな」

　クロウは苦笑する。

　いつセフィが現れたのか、クロウはまったく気づいていなかった。しかも、ネーナと戦って倒してしまったようだ。腕を上げているとは思っていたが、ここまでやるとは少々意外だった。なんにせよ、無事でよかったとほっとする。

　一瞬だけネーナを見て、彼女を悼んだ。ネーナはとても褒められないこともしたが、クロウには彼女を責める理由はない。セフィの命を狙ねらったことも、あくまで任務だった。

「セフィはここで座っててくれ。もうそれほど危険もなさそうだしな」

「言われなくてももう立てないわよ。あんたになにされても逃げられそうにないわ」

「そりゃ、せっかくのチャンスだったのになあ」

　ただし、クロウは身動きできない女の子をどうにかする趣味はない。趣味があっても、そんな場合でもない。

「あっちも片付きそうだな。なんだ、あいつは完全復活かよ」

　クロウはやや呆あきれながら言った。

　グラウンドの隅で、ラーシュがブレイズ剣けん士しと斬り結んでいる。動きを見ると、退院した直後とはとても思えない。完全にいつものラーシュだった。星ほし崩くずしほどではないが、重く分厚い獣じゆう斬ざんを自在に操り、ブレイズ剣士を翻ほん弄ろうしている。なにげなくフェンスを背にして、後ろからの術じゆつ法ほうを警戒しているようだ。

　ブレイズ剣士は残り四人。セイバーズ隊員は女性だけが三人残っているが、全員傷ついていてもう戦えそうにない。それでも、ラーシュはなんとかするだろう。

「いや、違った。残り五人か」

「ん？　ああ、ホントだね。こっちもずいぶんやられちゃった」

　クロウに近づいてきていたリンネが、ぴたりと足を止めて周りを見渡した。

「セイバーズって人間相手の部隊だって聞いてたけど、なかなかやるなあ。マナカちゃんがつくった組織だけのことはあるね」

「そうだな、強かったよ」

　クロウはあえて過去形で言った。

　セイバーズはおそらくもうおしまいだ。副長も既にやられてしまったようだし、ここにいたのは中核にいた戦力だ。これだけ減ってしまえば、組織の再編成は難しいだろう。

「まあ、それはいいや。続きをやろう、クロちゃん」

「あんまりやりたかねえけどな」

　クロウは、リンネと向き合って構えを取る。

「ロウ、いったいどうなったの？」

「どうもこうも。睨にらみ合っててもしゃーねえから斬きりかかってみたら、返り討ちだよ」

　セフィにぶつかって倒れ込んだのは、リンネの蹴りをくらったせいだ。単なるフェイントの蹴りだったが、自分から後ろに跳ばなければ内ない臓ぞう破は裂れつくらいはしていただろう。

「……その子、やっぱり強いの？」

「可愛かわいいだけではねえな」

「あんた、まだ調子戻ってないんじゃないの……？」

　あれ、嫉妬はしてくれないのかとクロウは少しばかり不満だった。セフィのほうが時と場合をわきまえているということか。

　調子のことは――正直、クロウ自身にもよくわからなくなってきている。

「さあ……どうなんだろうな」

　クロウは率直に言って、リンネのほうへ一歩足を踏み込んだ。

「ロウ、あんた……笑ってない？」

　後ろからセフィの不安げな声が聞こえた。

　笑っている？　それも自分にはわからない。

「その子、セフィちゃんだよね。四よん将しようのお姫様。可愛いなあ、妖よう精せいみたい。ソーディアって妖精とかいるんだっけ？」

「知らないわよ。ソーディアあつちには変な生き物がいるみたいだけど、あたしも里帰りはしてないからね」

「ボクもない。っと、続きだったね」

　リンネも、銀ギン翼ヨクを構え直す。どうやら、セフィに対しては「可愛い」以外の感想は持たなかったようだ。セフィはブレイズのターゲットのはずだが、リンネは特に関心はないらしい。

　すうっと、滑るようにリンネが動いた。彼女は槍やりではなく剣のように、銀翼を振り回す。二つも刃やいばがついた槍など、並の重さではないはずだが、彼女は苦にしていない。片方の刃を振り、それを弾はじいてもすぐに次の刃やいばが振り下ろされる。

　セフィの突風のような剣に対して、リンネがくるくると銀ギン翼ヨクを振り回しながらの斬ざん撃げきは、まるで竜巻だった。斬撃をくらわなくても、ただ彼女の刃は圏けん内ないにいるだけで、身体からだをずたずたに引き裂かれてしまいそうになる。

「くっ……！」

　クロウの日本刀が、リンネの刃を逸そらしきれず、ぱっと弾かれる。火花とともに刀身がわずかに削れ、細かい破片が飛び散った。

　古コ流リユウの先読みと精度の高い太た刀ち筋すじでも、リンネの剣をさばききれない――

　次々に繰り出されてくる双頭の刃が、クロウの剣を削り取っていく。リンネの斬撃の威力を完全に殺しきれず、クロウの腕から全身に波のように衝撃が拡ひろがる。

「くうっ……！」

　クロウは、ぱっと後ろに跳んでリンネと距離を取る。彼女のほうも立ち止まり、距離を詰めてはこなかった。

「ちょっと、ロウ。あんた……」

「いやいや、すげーわ、この子。ある意味、マナカよりキツいかもな」

「そ、そこまでなの……？」

　クロウは頷うなずいて、リンネの目を見据えた。彼女に訊ききたいことが一つあった。

「リンネ……おまえ、いつから剣をやってる？」

「うーん……一年くらい前かな？」

「一年!?」

　セフィが慌てている。かなりダメージを負っているはずだが、意外にまだ元気があるようだ。

「一年ってそんなわけないでしょ。ロウとやり合えるような人が。あたしなんて生まれたときから剣やっててまったく勝てないのよ……って、ほっとけ！」

「今のマジボケかな？」

「ああ、マジだろうな」

「うるさい、ほっとけって言ったでしょ！」

　クロウとリンネの反応が、セフィはお気に召さなかったらしい。

「いやまあ、マジな話、俺おれはそうだと思ったよ。リンネは、まだ剣を握って日が浅いだろうってな。パワーもスピードもとんでもねえ。マナカ以上かもしれないな。それでも、動きに無駄が多すぎる。剣が荒すぎる。全然太刀筋を制御できてねえよ」

「いやー、それはみんなに言われるんだよね」

　なぜか、リンネは照れたように笑った。

「けど、経験不足を補ってあまりあるんだよ。基本的な戦闘能力がな。だからバカみてえに強い。しかも、剣の荒さがタチ悪いな」

「ああ……」

　セフィも理解できたようだ。

　クロウの古コ流リユウは相手の動きを先読みする。ソーディの呪のろいである斬ざん気きを読み、そこから予想される軌道をみずからの剣で逸そらす。

　しかし、リンネの剣は――来るタイミングは読めても、おそらく彼女自身の意志と違う軌跡を描いている。思いどおりに剣を操る技術がまだないのだ。リンネの圧倒的すぎるパワーも、剣を制御できない要因の一つだろう。

　狙ねらったところを確実に斬きる。ソーディならば、できて当たり前のことだ。それができないことは欠点であるが――クロウにとってはひどく厄介なことだった。

　リンネは、クロウとあまりにも相性が悪すぎる。

　ふと、クロウは思い出す。シルフィから聞いた暗殺事件の中に、無駄にずたずたに斬られた死体があったと。あれは、リンネの仕業だったのだろう。

　まさか、ブレイズがそんな荒い剣を使うとは思わなかったが……。

「……剣を習ってなかったってことは、リンネも居きよ留りゆう地ちに閉じ込められて育ったのか？」

「ううん、違うよ。ボクは居留地育ちじゃない」

　リンネはきっぱり言って首を振った。

「反乱の機会を狙ってるブレイズの一派――その中でボクは生まれ育った。でもね、ボクは剣を教えてもらえなかった。戦うのもダメって。普通に学校に通ってたんだよ」

　リンネは制服のブラウスの襟を掴つかんで、軽く引っ張った。

「そりゃまた変な話だな。剣を使えないんじゃ、居留地のブレイズと変わらねえだろ」

「そうだね。ただ、それ以外の自由はあったよ。ブレイズってことは隠してたし、普通のソーディの女の子として暮らしてきた」

「ネーナみたいに、ソーディの学校に潜入してたってわけか」

「特に目的はなかったけどね。病弱設定にして、剣の授業には出ないようにしてたけど、それ以外は普通のソーディとしての生活だったよ」

「けっこうなことじゃねえか」

　普通、というのはクロウがもっとも求めているものだ。

「でも、ブレイズのボクには学校なんて必要なかった。普通の生活なんて、いらなかったんだよ。だから、学校もボクが住んでたお部屋も――全部全部、いらなかった。あそこは、なにもない場所だったんだよ」

「リンネ……」

　居留地での隔かく離りされた暮らしでもなく、むしろ人間のようなありふれた生活。

　リンネは、ブレイズは、それでは満たされなかったということか。

「戦いを仕掛けることになって、ボクも参加することになった。ブレイズは数が少ないからね。戦っちゃいけないなんて、言ってられなくなったんだよ」

「リンネ、おまえは……」

「ボクは、死剣使い。ブレイズの中でも呪われた存在、らしいよ」

　リンネはちょっとだけ困ったように笑った。自分を蔑さげすんでいるような笑みだった。

「呪のろわれた存在……？　それが、剣を教えてもらえなかった理由か？」

「おっと、あんまりしゃべりすぎると怒られちゃう。これはあれかな、知られたからには始末しなくちゃってやつ？」

「あのなあ。リンネがべらべらしゃべったんだろ」

「そうとも言うかな。でもごめん、クロちゃん。手加減はできないよ」

「それは、俺おれもできないからお互い様だ」

　リンネはクロウの言葉にくすりと笑い、今度は跳んだ。

　ネーナのような跳躍からの一撃――クロウはかろうじて、日本刀で銀ギン翼ヨクの一撃を弾はじき飛ばす。

　しかし――

　続いて繰り出されてきた第二撃――稲妻のように走った剣は、一瞬の光にしか見えなかった。クロウは軌道のズレをカンで見極め剣を振るったが、とても間に合わなかった。

　ギィンッ、と激しい金属音が響き、火花が霧のように散った。クロウの腕がビリビリと痺しびれる。

　リンネは止まらずに、次々と攻撃を続けてくる。やはり荒っぽい剣だが、彼女はいわば最強の素人だ。素人だからこそ、予想もできない軌道で剣が襲ってくる。

　クロウはどんどん押されていき、後ろに後退していく。

「よくもってるじゃないか、俺の剣。さすが、師匠のコレクションだな」

　クロウは、リンネの剣を弾きながら笑った。剣けん聖せいが趣味で収集していた日本刀からよさそうなものをいただいたのだが、自分の目利きは悪くなかったらしい。

　クロウは、腕の痛みをこらえて、前に踏み出した。

　鋭い踏み込みとともに古コ流リユウの一刀を放ち――リンネの右肩を斬きり裂いた。血しぶきがぱっと舞い散る。

「痛つっ！」

　リンネは痛みに顔をしかめ、後ろに一歩下がる。

　入った――クロウは確かな手応えを感じていた。向こうの攻撃はかわしきれなくても、こちらの攻撃だって当たる。なんとかリンネの斬ざん撃げきをしのいで、的確に斬っていけば――

「なっ……!?」

　クロウは、大きく目を見開いた。

　目の前で、リンネの右肩の傷がみるみるうちに塞ふさがっていく。骨にも届く深い一撃だったはずだ。いくらソーディが優れた回復能力を持つといっても、戦闘中に治るとは。

「これが死し剣けん使つかいの能力の一つ、だよ。どんなに傷ついても、生きている限り戦える」

「とんでもねえ反則だな……」

　クロウは思わず笑いながらも、頬ほおをつうっと冷たい汗が伝うのを感じた。

　身体能力でも大きく劣っている上に、そんな力を使われては、ますますクロウの勝ちが遠のく。あのマナカだって、そんな能力は持っていなかった。

　本当に絶望的になってきた――

　なのに。

　なぜだろう、クロウはおかしくてたまらなかった。

　今、一つ間違えばリンネの剣が自分の身体からだを斬きり裂くのに。

　笑いながら――クロウは、またリンネの剣を逸そらしそこねて、剣がぶつかった勢いで後ろに飛ばされた。

　飛ばされた先には、屋根と壁に覆われたベンチがあった。中身の知れない箱やボール、なぜか靴がいくつも転がっている。クロウはそこに転がり込むように落ち、膝ひざをついた。

　まだだ、まだ腕も剣も折れていない。もちろん、心も。

　だが、物が多すぎて身動きが取れない。こんなところで斬りかかられたらおしまいだろう。クロウは立ち上がろうとして正面を見て――それに気づいた。

「ロウっ！　来るわよ！」

　セフィの警告が聞こえた。それを聞くまでもなかった。

　リンネが笑顔のままで照準を定めていた。

　銀ギン翼ヨクを右手に持ち、広げた左手をクロウに向けている。

「風の手よ、疾とく行ゆけ！」

　リンネの手から、なにかが飛び出した。彼女の左手が巨大化したかのような錯覚を覚えた。

　違う、錯覚ではない！

　手の形をした巨大な空気の塊が飛んできている。マナカやネーナの炎よりはるかに速い。そんなことを思った次の瞬間には――

　クロウは目の前が真っ白になるのを感じた。





「ロウ――！」

　セフィは叫び、立ち上がった。

　まさか、としか思えなかった。

　あの剣けん将しようマナカを撃げき退たいし、本人すらも覚えていないとはいえ剣けん聖せいヒョウカを倒したという男が――

　あんな、自分たちと変わらないような歳としの子に負けるなんて。

　リンネの術じゆつ法ほうが命中したベンチは、木こっ端ぱ微み塵じんで見る影もない。壁が壊れ、中に置かれていた物が飛び散り、もうもうと土つち埃ぼこりが舞い上がって、様子がよく見えない。

「セフィ」

　座り込んだままのセフィの前に、さっと滑り込むようにラーシュが現れた。黒い煙が立ち昇る獣じゆう斬ざんは抜き身のままだ。どうやら、ブレイズの剣けん士しを全滅させたらしい。

　クロウと互角の腕を持つラーシュでも、複数のブレイズの相手は厳しかったのだろう。致ち命めい傷しようこそないものの、いくつも手傷を負い、肩で息をしている。顔だけはいつものすっとぼけた表情のままではあるが。

「まずいことになったね、セフィ」

「まずい？　まずいなんてものじゃないわよ。早くロウを――」

　ロウをどうするというんだ？

　冷静に、客観的に考えればクロウは術じゆつ法ほうの直撃を受けてバラバラになってしまっている。リンネの術法は桁けた外れの威力だった。術法は『光コウ』の量によって威力が変わるという話だ。ラーシュが顔色を変えるほどの『光』ならば、あの威力も頷うなずける。

　じわり、と涙がにじんでくる。どうしようもない。クロウはおそらくもう――

「違う、そうじゃない。さっきちらっと見えた。クロウは――笑っていただろう？」

「え？　ああ、ええ。でも、そんなこと――」

「セフィ、いいから聞いて。クロウは、このところおかしくなかった？」

「おかしいっていうか……調子が悪そうだったわ。光こう身しんの影響じゃないの？」

「調子が悪かったら、クロウはソーディとなんて戦えない。忘れちゃダメだ、あいつは常にギリギリの綱渡りをしてるんだよ。」

　それは、セフィもよくわかっている。

　クロウは力も速さもソーディにはまるで及ばない。圧倒的な身体能力の差を技術のみでカバーしているのだ。一つ間違えば、即座に死に繋つながってしまう。

　剣けん士しの戦いにはもちろん危険がつきまとう。しかし、クロウの戦いは特に苛か烈れつで、ほとんど自殺行為といってもいいくらいなのだ。

「クロちゃん」

　突然、リンネが言った。嬉うれしそうに弾んだ声だった。

「生きてるのはわかってるよ。そろそろ出てきたら」

「え――！」

　驚いたのは、セフィ一人だった。置物のように突っ立っている日ひ奈な子こですら声を出していない。

　はたして、散らばっていた残ざん骸がいががらがらと音を立てて崩れ始めた。砂煙がだんだんと晴れてきて、残骸の隙すき間まから白い光が漏れてきているのが見えた。

「ロウ――！」

　セフィは、声に喜びが混じるのを抑えきれなかった。

　残骸を押しのけて、白い光に包まれたクロウの姿が現れる。

　セフィは、クロウとマナカとの戦いをこの目で観みていたが、空の扉が開いたあとのことはあまり覚えていない。しかし、クロウのこの姿はどこか見覚えがあった。

　光身――人間でありながら、無理に『光』を引き出す能力。ソーディには及ばなくても、人間をはるかに超えた身体能力を持つことができる。

　立ち上がったクロウは日本刀を握った右手をだらりと下げ、顔も伏せていてよく見えない。制服がボロボロになり、血だらけだが、生きている。セフィはすぐに駆けつけたかったが、やはり足が動いてくれなかった。

　いや、それだけではない。

「ロウ……？」

　見慣れた男の姿が、やけに大きく――そして同時に、遠くに見えた。

　どくん、とセフィの心臓が高鳴る。

　クロウの剣を目の当たりにしたときの、燃え上がるような興奮とはまた違う。

　耳にどくん、どくんと響くその鼓動はセフィの胸をゆっくりと静かに焦がしていく。

　あれは、あたしが知っているロウじゃない。

　いつものように、ロウに斬きりかかりたいとは思わない。

　ただ、なぜか――胸が苦しい。なにかに、ギリギリと締めつけられている。

　あたしは、いったいどうしてしまったのか……。

「……ふっ」

　わずかに見えるクロウの口元が歪ゆがんだ。

「ふっ、はっ……ははははははは」

　クロウは高笑いをしながら、前髪をかき上げた。そこには一筋の刀傷の跡が残っている。あれは確か、クロウが剣けん聖せいに斬られた傷のはずだ。

「傷がうずくなあ、はははははは！」

「なんだか、クローのキャラが違うのです……」

　とてとてと日ひ奈な子こが近くへやって来た。珍しく、彼女の顔も驚きに包まれている。

「ど、どうなってるのよ、ラーシュ」

　胸の高鳴りを抑えながら、セフィは尋ねる。

「だから、まずいって言っただろう。マナカとの立ち会いのせいかな。生徒会長さんとの一戦もよろしくなかったか。クロウが戻ってきてる」

「戻ってきてる……？」

「ああ、クロウの調子は悪くなんかない。むしろ絶好調なんだよ。光こう身しんの反動なんて関係ない。戦い始めれば、いつもと同じように身体からだが動く。そういう風に鍛え上げてるんだ。不調に見えたとしたら、調子がよすぎて、自分に戸惑ってただけじゃないかな」

「それはどういう……？」

　セフィが首を傾かしげたのと同時だった。

　残ざん骸がいの中から、クロウが弾丸のように飛び出した。人間離れしたスピードで、リンネへと駆け寄っていく。

「うおおおおっ！」

　クロウは咆ほう哮こうを上げて、荒々しく日本刀を振るった。古コ流リユウの精せい妙みような太た刀ち筋すじとはまったく違う。

「きゃっ!?」

　リンネは可愛かわいらしい悲鳴を上げて、その剣を受け流した。光こう身しんが発動しているといっても、ソーディの、ブレイズの中でも並外れた膂りよ力りよくを持っているリンネにはなんでもない一撃のはずだった。

「ク、クロちゃん……？」

　リンネは目を丸くして驚いている。クロちゃん、という呼び方は気に入らないし、彼女とクロウの間になにがあったのか気になって仕方ないが、それどころではない。

　クロウは止まることなく、剣を振り続ける。リンネと立場が逆転したかのような、乱暴で荒々しい太た刀ち筋すじ。

　あれは本当にロウなの――？

「俺おれは、ああいうクロウを見たことがある」

　ラーシュが、つぶやくように言った。

「師匠がいなくなる何日か前――つまり、クロウと師匠が戦う直前だ。その頃から、クロウの様子がどうにもおかしかったんだよ。いつも笑ってるような顔で――稽けい古こでも別人みたいだった。ソーディの剣でも古コ流リユウでもない、なにかを振るっていた」

「剣けん聖せいと戦ったときのロウに戻ってるっていうの……？」

「ああ。きっとそれが、剣を抜いたクロウなのさ。今、この場にあいつを止められる者は、一人もいないね。俺にも……どうにもできない」

　そう言ったラーシュの頬ほおを、汗がつうっと伝った。

　彼が向ける視線の先では、クロウが獣のように荒れ狂っている。





　俺はいったいなにをしているんだ？

　クロウは自問しながら、それでも剣を振るう手を止められなかった。

　飛んできた空気の手を見たそのとき、光身が発動した。追い詰められ、集中していたからこそできた芸当だ。もし光身が発動していなければ、術じゆつ法ほうの直撃で死んでいただろう。光身で全身をガードし、なおかつ素早くベンチの陰に逃げ込んだ。

　それでもダメージは決して軽くない。高速で飛ぶ空気の塊を受けた衝撃は凄すさまじかった。実際のところ、立っているのがやっとという状態だ。

「リンネぇぇぇぇぇっ！」

　なにを吼ほえているんだ、俺は？

　どこかに、自分を客観的に見ているもう一人の自分がいるように思えた。そのもう一人が、追い詰められていくリンネを凝視していた。

　リンネの顔からはさっきまでの――ずっと浮かんでいた笑みが消えている。引きつったような顔をして、夢中になってクロウの剣をさばいている。

　白刃がきらめき、一筋の光となって風を斬きり、奔はしる。

　なにを力任せに剣を振るってるんだろう。古コ流リユウはこんなものじゃない。剣けん聖せいから教わった剣ともまったく違う。

　九きゆう天てん聖せい斬ざん――光こう身しんを発動させれば見えるはずの、敵を斬きるための九つの軌跡が見えない。ただ荒っぽく剣を振り、急所を狙ねらい、ひたすらひたすら前に出て行く。

「クロちゃんっ、君は……っ！」

　リンネの顔が、はっきりと恐怖に歪ゆがんでいる。

　そりゃあ怖いだろうな、とクロウは他人事のように思った。こんな、わけのわからない、獣のような生き物に襲いかかられては。

　リンネが恐れていることがわかっても、クロウはまだ止まらなかった。

　がむしゃらに剣を振るい、リンネを追い詰めていく。

「うぁっ！」

　リンネの短い悲鳴が響く。クロウの剣が、リンネの胸の谷間のあたりを斬り裂いたのだ。柔らかで、それでいて確かな手応え。クリーム色のセーターが、たちまち滲にじみ出した血で赤く染まっていく。

　しかし、瞬く間にその傷が癒いえていくのもわかった。すぐに出血が止まり、リンネの口から漏れていた苦痛の声も消える。

「リンネぇっ……！」

　クロウは笑いながら雄お叫たけびを上げた。

　さらに剣を振り、リンネの胸を、腹を、腕を、足を、次々に斬っていく。

　リンネの制服が、白い肌が斬り裂かれ、真っ赤な血が噴き出した。それでも、傷はたちまちのうちに塞ふさがってしまう。

　そのあまりに反則すぎる能力を目の当たりにしながらも、クロウは笑う。

　恐怖に顔を歪ませ、血まみれになっているリンネ。

　哀れな姿ではあるが、クロウの目にはさっきまでのリンネよりもひどく魅力的に映っていた。リンネはどこか不安定で、なにを考えているかわからなかったが、今の彼女は生の感情がむき出しになっているからかもしれない。

　リンネを斬りたい。

　もっと、剣を交えて、彼女の心を引きずり出してやりたい――

「クロちゃんっ……！」

　リンネはクロウの剣を弾はじいて間合いを取り、大きく息を吐いた。

　さあ、なにをやる気だ？

　クロウはあえてなにも仕掛けずに、リンネの出方を待つ。

「ボクは……自分の場所を守るために戦わなきゃいけない。だから、ごめん」

「当たり前のことをするのに、謝ることはねえよ」

　リンネの必死な言葉に、クロウは笑ったまま答えた。たとえ殺されても、クロウはリンネを恨んだりはしないだろう。

「クロちゃんは……強いね」

　リンネは少し悲しそうに言って、銀ギン翼ヨクの柄つかを両手で掴つかみ、胸の前で構えた。

　それから、おもむろにぐるぐると銀翼を回し始める。長い銀翼を器用に回しながら、リンネは両腕を天に向けて伸ばした。

　リンネの頭上で、ヘリコプターのローターのように銀翼が高速で回転し続けている。ごうごうと風が巻き上がり、耳を塞ふさぎたくなるほどの轟ごう音おんが響いている。

「……なんのマネだ、リンネ？」

「ボクは剣が下へ手たくそだよ。でも、強い人と戦うときはこの技を使えって、教わった」

「誰だれに？」

「“〝必殺技”〟ってやつらしいよ」

　リンネはクロウの質問には答えず、微笑を浮かべて言った。

　必殺技ときたか、とクロウはおかしくなってきた。ただ、双頭の槍やりをぶんぶんと回しているだけ。それなりの訓練を積まなければ回すだけでも難しいだろうが、特殊な技術というほどでもない。

　だが、しかし――

「マジかよ」

　クロウは、笑顔のままでギリっと奥歯を噛かみしめた。

　銀翼を回しながら、リンネが駆け出す。一瞬でクロウの間合いに飛び込むと、猛回転する銀翼を振り下ろした。

「うおっ……！」

　かろうじて、クロウは銀翼をかわす。しかし、避よけただけでは終わらなかった。回転する銀翼から放たれた風圧が地面をえぐり、近くに倒れていたセイバーズやブレイズたちの身体からだを吹き飛ばしてしまう。信じがたい威力だった。

　直撃すれば、文字どおりに身体が粉こな微み塵じんになるだろう。

　体勢が崩れかけたところに二撃目が振られ、クロウは後ろに大きく跳んだ。続けて襲ってきた衝撃波を、今度は横に跳んでかわす。

「銀ぎん翼よく風ふう神じん旋せん――クロちゃんの古コ流リユウで防げる？」

「さあて、どうかな」

　答えつつ、「マジか」と今度は心の中でつぶやく。

　リンネが操る銀翼は、高速回転するプロペラのようなものだ。かすっただけでも、身体ごと巻き込まれて肉体がミンチになってしまう。

「とんでもねえ技じゃないか、リンネ！」

「この技を使わせたのはクロちゃんだよ！」

　まったくもってそのとおりだった。

　自分がもっと弱ければ、こんな恐ろしい技を味わうハメにならなかったのに。

　いや、違う。剣けん聖せいの継承印コードを持つ男には、弱さなど許されない。



　クロウ、私はそなたを斬きらねばならん――



「…………っ！」

　クロウの脳裏に、師の言葉がよみがえる。

　愛あい剣けんの『久ク遠オン彼方カナタ』を構え、クロウの前に殺気をまとって立ちはだかった師の姿も。

　そうだ、俺おれは剣けん聖せいと立ち会っている。

　剣聖の恐怖と向き合い、その場を生き延びている。

　突き刺さってくるような強力な『光コウ』を放つリンネに立ち向かえるのも、剣聖の恐怖を乗り越えているからだ。

「師匠せんせい……誰だれと戦ってても、あんたを思い出すよ」

　クロウは、ぽつりとつぶやいた。

　今は、思い出にひたっている場合ではない。

　思い出すべきは、自分の剣だ。獣のように暴れるだけでは、リンネの技は破れない。

　古コ流リユウを、剣聖から学んだ技を思い出せ――

　リンネが銀ギン翼ヨクを振り回しながら、また踏み込んできている。

「ちっ！」

　クロウはとっさに古流で防ぎかけて、剣を引いた。光こう身しんで強化された脚力で、また間合いを開ける。

　猛回転する槍やりに剣を合わせるのは危険すぎる。

　しかも、太た刀ち筋すじはただ振り回していたときと変わらない。本人ですら、どういう軌跡を描くかわかっていないのだろう。

　いつものように、ただ古流を振るってもリンネの槍はさばけない。

「……それも違う。それも違うよな、師匠」

　クロウの顔に、再び笑みが浮かぶ。

　リンネは止まることなく攻撃を仕掛けてくる。

　恐れることはない、怯ひるむことはない。

　古流と光身で使える技は九きゆう天てん聖せい斬ざんのみではない！

「リンネ、俺はおまえを斬らなきゃいけない――！」

　クロウの言葉にも、もちろんリンネは止まらなかった。

　おそらく、彼女は彼女で必死なのだ。クロウの恐怖にさらされた今、彼女のほうこそクロウを恐れ、脅威から逃れるために斬ろうとしている。

「クロちゃんっ！」

　銀翼が凄すさまじい唸うなりを上げて、クロウに襲いかかってくる。

　既に、クロウは銀ぎん翼よく風ふう神じん旋せんの弱点を見抜いている。とてつもない威力を持つその必殺技の欠点は――遅いことだ。当然、並のソーディの剣などよりははるかに速いが、たとえばマナカの剣とは比べものにならない。

　だから、その圧倒的な威力に押されてしまわなければ、対応できる。

「呪のろわれた存在、とか言ってたなあ、リンネ」

　銀ギン翼ヨクの刃やいばが迫り来る中、クロウはつぶやいた。

「俺おれも人間の中じゃ、まともじゃねえんだよっ……！」

　クロウは全身から白い光を放ちながら、剣をひらめかせ――今まさにクロウを砕こうとしていた銀翼に複数の斬ざん撃げきを叩たたき込こむ。

「あっ……！」

　リンネが悲鳴を上げた。

　高速回転していた銀翼が、クロウの打ち込みによる衝撃で回転がブレて、大きく軌道を逸それてしまう。

　花カ散サン乱ラン撃ゲキ――本来、大勢を相手にする際に、複数の剣をさばくための技だ。敵の剣を受け流す古コ流リユウの剣を、ほぼ同時に幾いく閃せんも放つ。

　クロウは仕上げとばかりに、下からすくい上げるように剣を奔はしらせ、リンネの銀翼を弾はじき飛ばす。

　銀翼は、大きく空に飛ばされ、地面に落ちてからからと転がっていく。

「あああっ……」

　リンネは気が抜けたような顔になり、その場にぺたんと座り込んでしまう。クロウは彼女を威い嚇かくしながら、じりじりと近づいていく。

「……おかしいなあ、こんなはずじゃなかったのに」

　力のないつぶやきが聞こえた。

　そうだろう、本当ならクロウがリンネに勝てる見込みは万に一つもなかった。ある意味では、マナカ以上の強敵だったのだから。

　いったい、俺はなにをしているんだろう。なぜこんなことに。

　そうだ、リンネの言うとおり。こんなはずじゃなかったのに――

「リンネ……」

　クロウはゆっくりと剣を振り上げた。力任せに振り回した上に、連続攻撃の花散乱撃を放ったせいで、刃がところどころ欠けて、ボロボロになってしまっている。

　いや、ボロボロなのは強引な剣を振るいすぎた自分の身体からだかもしれない。

　それでも、刃がついていれば。身体が少しでも動けば充分だ。

　身動きできない相手を、斬きり殺すくらいなら。

「クロちゃん！」

　リンネが座ったまま、キッと表情を引き締め、開いた左手をさっとクロウに向けた。

「自分の死すらも武器にする、それが死し剣けん使つかいなんだよ！」

「そうかよ！」

　クロウは怯ひるむことなく、笑ったまま吼ほえた。

　リンネの風の術じゆつ法ほう――この至近距離で直撃したら、骨も残らないかもしれない。

　――知ったことか。

　剣を振り、敵を倒す。クロウの目的はそれだけだ。死を武器にする？　そんなもの、戦う者なら当たり前のことだ。

「風の手よ、疾とく行ゆけ！」

「…………っ！」

　クロウはかまわず剣を振り下ろそうとした――しかし、できなかった。

「……あれ？」

　リンネは左手をかざしたまま、戸惑いの表情を浮かべている。その左手から飛び出し、クロウを粉こな微み塵じんに砕くはずだった空気の塊は見当たらない。

「どうなってるの……？」

「…………」

　クロウは、ふと視線を動かした。

　そこには――

「クロー……」

　ふらふらと歩いてくる日ひ奈な子この姿があった。

　夢でも見ているような目をしていて――その身体からだからは、『光コウ』の白い光とは違う、黄金の輝きが発せられている。

　クロウは前に二度、この光に包まれている日奈子の姿を見ている。初めて出会った夜と、マナカとの戦いのときだ。

「わたしにもできることがあったようです。というか、今はわたししか動けません」

　そのとおり、とクロウは思う。セフィはとっくに限界、ラーシュも涼しい顔をしているが手て練だれのブレイズたちとの戦いで、消しよう耗もうし尽くしているはずだ。

　術法封じ――かつて、マナカとの戦いで日奈子が見せた能力が再び発現している。

　いったい、どんなきっかけでどんな手順を踏んで発動されたのかわからないのも、前と同じだ。

「だから、わたしがあなたを守ります。クロー、あなたは死なせません。そして、たぶん……その人をそんな風に斬きり殺してはいけないのです」

　日奈子は、すたすたと散歩でもしているかのようにクロウの前に歩いてくる。リンネとの間に割り込むようにして立つと。

「クロー」

　つぶやいて、日奈子はいきなりクロウに口づけした。

「ヒナ!?」

　セフィの声が響いたが、日奈子は唇を押しつけてきたままだ。

　唇を重ね合わせること、十五秒――クロウはなぜか時間をカウントしていた。

「……ふう」

　日ひ奈な子こはゆっくりと唇を離し、クロウの目をじっと覗のぞき込んできた。心なしか、彼女の頬ほおに赤みが差しているように見える。

　こうして見ると、やっぱり日奈子は可愛かわいいな。

　そんなことをクロウは思い――急速に頭の中が冷えていくのを感じた。

「……なんでいきなり？」

　クロウは日奈子の目を見つめ返し、率直に訊きいた。

「前に、セフィが暴れ回ってたときに――クロウがこうしてセフィを止めました。それを見習ってみたんです」

「バラすな！」

　セフィの怒号が上がった。まだ立てなくても、だいぶ元気は戻って来ているようだ。

「……いや、うん。そうだな、なにしてたんだろう、俺おれは」

　クロウはつぶやいた。

　頭の中は元どおりになっている。自分が二人ではなく、一人だけに戻った。

「こんなことで元に戻されるなら、また暴れ回ってもいいかもな」

「……ロウ、あとで覚えてなさい」

　セフィはさっきから忙しい。冗談はわかってもらえなかったようだ。

「よかったのです。あんな風に暴れるクローは見ててあんまり面白くないですから」

「面白さの問題なのか？」



    

  
    
      



    

  
    
      

「そうですね、問題は……そちらでしょうね」

　日ひ奈な子こがちらりと、視線を落とした。リンネはまだ座り込んだままだ。

「……ふっ、ふふふ。ふふふふふ。あーはっはっはっは！」

　さっきのクロウのマネでもしているかのように、リンネは笑った。心底おかしくてたまらない様子だった。

「いやあ、面白いな。面白い。クロちゃんといると、いろんなことが体験できるね」

「ま、面白いっていうのは素晴らしいことだよな」

　クロウは軽口を叩たたいた。もう、リンネと戦う気は失うせていた。向こうがどう思っているかは知らないが。

「でもね、ボクは……こうなるって思ってたよ」

「思ってた？」

「そう、ボクもクロちゃんも死なないと思ってた。ううん、知ってた。これも死し剣けん使つかいの能力……ボクにはわかるんだよ」

「わかるって……」

　リンネはそれには答えず、立ち上がった。そして落ちていた銀ギン翼ヨクとギターケースを拾い上げる。

「ネーナちゃんがクロちゃんたちを処しよ刑けいしようとしているのもわかってた。ボクがなにもしなかったら、本当にクロちゃんの首は斬きり落とされていたんだよ」

「……それは、リンネが仲間から聞いたんじゃないのか？」

「ボクは仲間外れだったから。ネーナちゃんはボクには黙って処刑しようとしてたんだよ。でも、ネーナちゃんが――クロちゃんの首を斬り落とすところが、ボクにははっきり視みえた」

「……視えたって……まさか予知能力？」

　クロウは驚きつつ言った。

　冗談のようだが、今の話を聞けばそうとしか思えない。

「そう。あんまり実戦的な能力じゃないけどね。一秒先とか視えれば戦いの役にも立つんだろうけど。視えるのは数時間から、数十日先の未来かな」

「そいつは、確かに実用的じゃないな」

　たいしたことでなければ、数十日も経たったら忘れてしまいそうだ。

「実は、今日視えたのはそれだけじゃないんだよ。アウドを食べてたときに……視えた光景があるの」

　そう言って、リンネはなぜか顔を赤らめてうつむいた。

　クロウがきょとんとしていると。

「いつのことかわからないんだけど。なんかね……」

「なんだよ？」

「ク、クロちゃんとボクがどっかのお部屋にいて」

「どっか？」

「クロちゃんが……」

　リンネは、ちらりと上目遣いでクロウを見てきた。妙に可愛かわいらしい仕草だった。

「クロちゃんがボクをベッドに押し倒して、ちゅーしたり……おっぱい揉もんだり……なんか、いっぱいいやらしいことされて、ボクも変な声上げちゃって……」

「待て待て、それは！」

　なんてことを言い出すのだろう。

「セフィにだってそんなことしたことないのに！」

「いちいちあたしを引き合いに出すな！　ていうか、今の話、どういうこと!?」

「いつのことかわからないけど、たぶんそのうち起きる未来だよ」

「なっ……！」

　セフィが絶句している。

　クロウも我が耳を疑った。リンネは、ブレイズであり敵の最大の戦力の一つだろう。

　そんな女の子とベッドインなど、信じられるわけがない。

「光景がはっきり見えるほど、実現しやすい未来で……クロちゃんの処しよ刑けいも……ベ、ベッドのアレも……すっごくはっきり見えたんだよ」

「…………」

　クロウはなにも言えなくなってしまった。

　ネーナの処刑から救われたことを考えると、予知というのは嘘ではないかもしれない。

「だから、なんとなくクロちゃんを放ほうっておけなくて。ボ、ボクの……初めての人になるかもしれないんだし。そういうの、大事だよね」

「ロ、ロウはダメよ。エッチだし変態だし、セクハラ大好きだし！」

「セクハラじゃないよ。ボクもなんか、嬉うれしそうだったし……」

「ああ、そんな話聞きたくないわ！」

　クロウもあまり聞きたくなかった。未来の話など、先に知りたくはない。

「なんだかもう、空気がまったく違うのです……」

「クロウがいると、あまりシリアスになりきれないんだよね」

　日ひ奈な子ことラーシュがぼそぼそと話している。

　確かにもう、戦いという雰囲気ではない。クロウは、ふっとため息をついた。

「リンネ、行ってくれ。本当はおまえを倒さなきゃいけないんだろうが……忘れてたよ。俺おれはおまえに命を救われたんだった。だから、俺も一度はおまえを助ける」

「じゃあ、これで貸し借りなしかな」

　リンネは笑って、銀ギン翼ヨクの刃やいばでこつんと自分の頭を軽く叩たたいた。

「ボクも一つ思い出したことがあるよ。ソーディは剣に恋する種族……なんだよね。クロちゃんの剣、すっごく怖かったけど……なんだかクセになりそうだよ」

「なっ……!?」

　クロウではなく、またもやセフィが絶句している。

　もちろんクロウも驚いたが、なにも言わなかった。リンネが本気なのか、どうにも判断できなかったからだ。

「ふふふ、それじゃあまたね、クロちゃん」

「……また会っていいものかな」

　クロウの返事に、リンネは笑っただけだった。

　ギターケースと銀ギン翼ヨクを抱えて、軽やかに跳んだ。何度も跳躍し、グラウンドの奥へと消えていく。

　誰だれも追いかけようとはしなかった。

　クロウも実はもう戦えるような状態ではない。セフィもラーシュも同じだろう。日ひ奈な子こは動けるだろうが、戦えない。

「とりあえず……俺おれたちも帰るか」

　クロウは言って、セフィたちを見回した。全員ボロボロだが、今回もこの四人は生き残った。

　生き残れなかったのは――セイバーズだ。

　さて、これからどうなるのかな。

　クロウは、多くの剣けん士したちが倒れたグラウンドを眺めながら――生き延びた自分の未来はどこへ続くのだろうと思った。



    

  
    
      


エピローグ





　セイバーズとブレイズの戦闘から一週間後――

　非公式ながら、セイバーズの組織解体が決定された。

　表向きには反乱戦力の鎮ちん圧あつのために新規組織として再編成する――ということになっているが、実際のところは中核戦力がほぼ全滅したためである。

　わずか百人の戦力が壊滅しただけで、組織が消滅するというのも妙な話だ。だが、先だっての戦闘で失われたのは、セイバーズの魂ともいえる精鋭部隊だったのだ。副長を含め、三人の剣けん姫きたちが死んでいる。彼女たちは、ソーディにとって貴重な戦力だった。

　局長のマナカが裏切り、今度はその跡を継いだ副長も死んだ。ただでさえ、セイバーズは武ぶ装そう組織としては小規模だったのだ。二度も頭を失った今、組織を存続させる理由をソーディ政府は見つけられなかったらしい。

　以上が、クロウが受け取った通達から理解した事実である。

「ということは、俺って今日から無職？」

　今朝届いたばかりの書類を眺めながら、クロウは剣の学院の廊下を歩いている。日曜なので、廊下に他の生徒の姿は見当たらない。

　一週間前の光こう身しんと無む茶ちやな戦いの影響で、まだ身体からだはまともに動かない。とはいっても、普通に歩くくらいはなんとかなる。

「それ、機密書類だぞ。こんなとこに持って来ちゃダメだろ」

　隣を歩いているラーシュが呆あきれた顔をする。彼も同じ内容の書類を受け取っている。無職になってしまったのは同じだが、彼はあまり気にしていないようだ。

　もっとも、彼の場合は職をなくしても四よん将しようの後継者という華々しい未来が待っている。継ぐつもりがあるのかどうかは知らないが。

「別にかまわねえだろ。消えてなくなる組織の書類なんか」

「クロウはおおざっぱだなあ。まあ、いいけどさ。次はどこでなにをして遊ぼうか」

「おまえこそおおざっぱじゃねえか……セイバーズは遊び場だったのかよ」

　男の身で剣けん聖せいの弟子になったところまではいいだろうが、四将の息子ともあろう者が、そうフラフラしていていいのだろうか。

「つーか、遊んでられるのかな。なんか俺おれ、嫌な予感がするんだよ」

　クロウはぼやいてから、書類を小さくたたんでポケットにしまった。

　朝からの通達とともに、クロウとラーシュはシルフィから呼び出しを受けたのだ。

　既にシルフィは調査を終えたと思っていたが、まだ校内にいたらしい。といっても、今日で会議室の仮設事務所も引き払うようだ。

　クロウたちは会議室の前に着き、双子剣けん姫きが守る部屋のドアをノックして中に入った。

「ああ、よく来たね、二人とも」

　デスクを整理していたシルフィが微笑を浮かべて頷うなずいた。

　彼女は、クロウとラーシュに椅い子すを勧めてから、自分も席に着いた。

「あまり時間がないので単刀直入に言わせてもらう。セイバーズ解体の話は聞いたね？」

「はい」

　二人が同時に頷く。

「つまり、君たちは今日から学業に専念できるというわけだね。もちろん、クロウがここの卒業資格を得れば短剣が授与されるという話は生きている」

「それはありがたいです」

　クロウは真面目まじめくさった顔をつくって、再び頷いた。無職になったと思っていたが、学業に専念という考え方もできると、ここで気づいた。もっとも、学費を払うあてはない。貯金を注つぎ込こめばなんとかなるだろうが、生活費が足りない。華々しい戦闘と比べれば、なんて地味な悩みだろう。

「ラーシュはこのまま学業に専念したほうがご両親も喜ぶだろうね」

「どうですかね。うちは放任だから」

　本当だろうか、とクロウは内心で疑う。現四将であるラーシュの父親と会ったことはあるが、息子のわがままに手こずらされていたように見えたものだ。

「ただ、君たちは得え難がたい戦力だ。今回もブレイズ三十名を撃破、死し剣けん使つかいとかいう敵の主力らしき剣けん士しも撃げき退たいしたそうじゃないか」

　シルフィはそう言って、意味ありげな笑みを浮かべた。

　ちょうどそのとき、会議室のドアがノックされた。

「ああ、いいタイミングだね。入って」

　ゆっくりとドアが開き、「失礼します」と断って入ってきたのは――

「シルフィ様、遅くなって申し訳ありません」

　学院の生徒会長――イシュトだった。

　なぜ会長が？　と首を傾かしげるクロウの前で、シルフィがまた微笑ほほえんだ。

「これで揃そろったね。前回の事件の調査と、今回の事件でいろいろとわかったことがある。ちょっと見逃せないような事実もいくつかあるのでね。私もさらに調査を進めるために、実働部隊がほしくて」

「実働部隊？」

　クロウが問い返すと、シルフィが頷うなずいた。

「イシュトと、クロウとラーシュ。この三人でチームを組んで、私の調査に協力してもらいたい。もちろん給料も支払う。セイバーズの給料と大差ない額が払えると思う」

「やります」

「即答か！」

　クロウの答えも早かったが、ラーシュのツッコミも早かった。このあたりは、長年ともに育った兄弟弟子の呼吸というやつだ。

　実際、断る理由はなかった。なぜ会長が出てきたのかは気になるが、周りに一人くらい貧乳がいてもいい。なにより、再就職先がすぐに見つかったのはありがたい。

「もっとも、クロウには断る権利はないのだけどね。君は、いろいろ問題を起こしたようだから。特に、前回のマナカの事件で報告しなかったことがあったのはまずかったね」

「…………」

　やはり、バレていたか――クロウは内心で舌打ちした。

　ブレイズとの集団戦闘を繰り広げたセイバーズ隊員も三人ほど生き残った。

　彼女たちは見ていたのだ。日ひ奈な子こが、なにをやったのかを。

「納得したようだね。で、あとの二人も問題ないかな？」

「私は既にお話は聞いてますから。少年、ラーシュ、よろしくね。私がリーダーを務めることになるから。異論は認めません」

　イシュトは早くもリーダーシップを発揮してきた。普段から人の上に立っているだけあって、手慣れたもののようだ。

　ラーシュも、シルフィの直属になることにもイシュトがリーダーになることにも異論はないようだ。彼の場合、単なる暇潰つぶしと考えている可能性も高いが。

「では、君たちにはさっそく任務をこなしてもらう。最初の任務は――」





「あ、おかえり、ロウ」

「おかえりなのです、クロー」

　学院の庭園内にある二階建ての我が家に帰ると、二人の少女が迎えてくれた。

　セフィと日ひ奈な子こは、居間でくつろいでいる最中だ。二人で向き合って、ポーカーなどしていたらしい。仲むつまじくてけっこうなことである。

「意外に早かったわね」

「シルフィ様も忙しそうだったからな」

　クロウはセフィに答えた。

　セフィは、今日は長なが袖そでのＴシャツにショートパンツという服装だ。彼女の私服姿は、何度見ても新鮮で、見ていて楽しい。

　セフィのケガはほぼ癒いえている。仮にも友人だった少女を斬きったことも引きずっていないようだ。ソーディの独特の価値観は、こういうときにはありがたい。

「あ、また勝ちました。セフィ、弱いですね」

　そう言って、日奈子はカードを開いた。フルハウスができている。

　日奈子は、涼しげな半袖のブラウスに、下はタイトのミニスカートという格好だ。もちろん、先日の買い物の成果である。セフィは、買った物をきちんと駅のロッカーに預けてあったのだ。

「ヒナはポーカーフェイスにもほどがあるわ……」

　セフィは悔しそうにカードを投げ出した。そして、なにかに気づいた顔をする。

「そういえば、ラーシュはこっちに寄らなかったのね」

「ああ、帰ったよ。あいつもまだ疲れが残ってるだろうしな」

　かなり戦力が減っていたとはいえ、ラーシュは十人以上の手て練だれのブレイズを斬っているのだ。まだ退院したばかりなのだから、身体からだを休めるべき時期だ。

「で、セフィのお姉さんのお話というのはなんだったのですか？」

「いや、まあなんつーか……シルフィ様の直属で働くことになった」

「えっ、姉上の？」

　驚いているということは、セフィも知らなかったらしい。

　ということはもちろん、初任務の内容も――

「そうなんだ。よかったじゃない、すぐに仕事先が見つかって」

「ああ、日奈子の護ご衛えいも続けることになった」

「そうですか、助かりました。このまま外に放ほうり出されても、わたし住所不定無職ですから」

「人のこと言えねえけど、根無し草だな」

　クロウはどうでもいいことを言いながら、日奈子から目を逸そらした。

　今は、なんとなく日奈子の目を見づらい。

「俺おれ、ちょっと着替えてくる。セフィ、覗のぞくなよ」

「覗のぞくか、バカ！」

　セフィの罵ば声せいを背中に浴びながら、クロウは一階にある自室へ入っていく。

　クロウは、制服から部屋着に着替え、床に寝転んだ。

　ふう、と小さくため息をつきつつ、自分が憂ゆう鬱うつになっていることを自覚した。

　シルフィから与えられた最初の任務は――“〝太たい陽よう教きよう教祖の捕ほ縛ばく”〟。

　そして、生き残りのセイバーズ隊員に目撃されたことで露見してしまった日ひ奈な子この“〝術じゆつ法ほう封じ”〟の謎なぞを解明すること。

　教祖は日奈子の能力についてなにか知っている可能性が高い。教祖の口から聞き出すのが一番手っ取り早いというわけだ。

　ブレイズを撃滅するために必要なステップだと、シルフィは言っていた。

　わかっている、それくらいはクロウにもわかっている。

　だが、この任務は気にかかることが多すぎる。

　太陽教と事を構えるのなら、あの危険な匂においをまとった大男と少女の二人組と対たい峙じする可能性は低くないだろう。

　木き戸ど明あか里りと争うことは、できれば避けたい。

　太陽教と手を結んでいるはずのブレイズの動きも気になる。

　また姿を消したマナカと、奇妙な予言を残していったリンネはどう出るか。

　そしてなにより――

　この任務は日奈子を危険にさらし、彼女の心を傷つけることになるかもしれない。

　捕まえるのは、他でもない日奈子の親であり。

　解き明かすべきは、日奈子自身の秘密なのだから。

「日奈子は……俺おれを止めてくれたのにな」

　もっとも傷つけたくない者を、クロウは自分の手で追い込もうとしている。

　未来は――あまりいい方向にはむかってくれないようだった。



    

  
    
      


あとがき



　どうもこんにちは、鏡かがみ遊ゆうです。

　そういうわけで、第２巻です。無事に続きが出せて、しかも割と間を空けずに出せたのでほっとしております。

　とはいえ、安心している暇はないんですが。このペースでさらに続刊が出せたらいいなあ……と希望しつつもなかなか大変そうな。いえ、頑張りますけど。



　えーと、２巻の内容につきましても軽く。

　１巻の時点でけっこうキャラが多かったんですが、今巻でもどかんと増えました。主に女の子ばかりですけど。当然の流れです。

　人数が増えると出番の調整などがなかなか大変です。でもまあ、メインのキャラたちは勝手に動き始めてますね。

　もっとも勝手に動いているのは主人公のクロウ君ですが。あらゆる手管を駆使してセクハラも頑張ってもらいたいところ。いや、頑張っちゃいけないのかな？

　まあ、得体の知れない力が働いて、頑張ることになるでしょう。



　基本的にはアクション物……なんですが、どうやってアクションの中にラブコメやエロを割り込ませようかと、そんなことばかり考えてるような気も。

　以前はシリアス重視の作品もけっこう書いていたんですが、いつの間にこうなったのやら。ヒトとは、変わらずにはいられないのですね。

　今のところは、進歩だと思っておくことにします。そのほうが幸せですし。



　最後に謝辞です。

　みけおう先生、今回のイラストも素晴らしかったです。キャラ多くてすみません。と言いつつ、まだ増えそうなのが恐ろしいです。

　担当さん、いつもお世話になっております。毎度手間のかかる奴やつで申し訳ないです。主に締め切りとかのことで……って、謝辞じゃなくて謝罪になってるな。

　気を取り直しまして。この本の制作に関わってくださった皆様、心から感謝いたします。

　なにより、読者の皆様に最大の感謝を。

　それでは、またお会いできたら嬉うれしいです。



二〇一二年七月　鏡遊



    

  
    
      

　著者

　鏡遊（かがみ・ゆう）

　　フリーのシナリオライター。

　　主にＰＣゲームのシナリオを執筆。

　　ライトノベルのお仕事もなんとか続いています。



　イラスト

　みけおう（みけおう）

　　北海道出身のフリーのイラストレーター。

　　現在は札幌市在住。

　　花粉が飛んでこないので

　　マスク生活から解放されてます。

　　でも猫アレルギーなのに猫を飼ってるので

　　ぐじゅぐじゅしてるんですけどね…



　　ＨＰ　「ＰＩＮＫ　ＣＨＵＣＨＵ」

　　http://www2.odn.ne.jp/~cai16580/
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著者名……鏡遊

発行者……三坂泰二
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